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施設だより施設だより

�����

物質構造科学研究所副所長　松下　正

　今回は悲しい事柄の報告をしなければなりません。��
建設期にユーザーの先頭に立ち ��建設にご尽力いただき，
また高エ研放射光実験施設協議員会委員，副会長，そして
物質構造科学研究所となってからは物構研評議員会議長と
して ��の発展に大きなご貢献をいただきました東京大学
名誉教授，元東京理科大学教授の黒田晴雄先生が，�月 �
日，急性間質性肺炎のためにご他界されました。法人化さ
れた ���における物構研および放射光科学研究施設のあ
り方に対してまだまだご助言，励ましを頂きたいと思って
おりました矢先であり，余りにも早くの予想外のことに驚
きと悲しみの気持ちを抱きます。先生の ��に対するいろ
いろな形でのご尽力・励ましに感謝申し上げつつご冥福を
お祈り申し上げます。　
高エネ機構では平成 ��年度の概算要求案が教育研究評

議会，経営協議会などで説明され文科省に提出されました。
ここで ��の予算の仕組みと概算要求の内容について簡単
に説明します。法人化後の運営費交付金は国立大学法人と
同様に，金額は確保されているが毎年 ��の効率化係数が
掛かる部分と効率化係数は掛からないが毎年申請をする
特別教育研究経費から成り立っています。��や �����の
運転，実験に必要な経費の大部分は後者に属します。平成
��年度については ��年度並の予算要求をしています。こ
の他に ��リング挿入光源ビームライン増強として新規の
予算要求をしています。これは前号に記したように来年度
リングの改造が完成した後，挿入光源，ビームライン，実
験装置を整備するための予算要求です。機構全体として見
た時は ������建設等の重要事項もあり楽観は出来ません
が，実現を目指したいと努力していますのでコミュニティ
の強いサポートをお願いします。
去る �月 ��日から ��日まで，中国の北京・上海に行

ってきました。今回の訪中は，加速器研究施設の黒川教
授が中心となって 4年前から進められている，日本学術
振興会の日中拠点大学交流事業による研究協力の中間評
価委員会のメンバーによる現地視察に随行したものでし
た。日中拠点大学とは，双方の国で各々で拠点となる大学
あるいは研究機関を定めこれを中心にお互いの国の複数の
大学・研究機関が共同研究に参加するものです。日本側で
は ���が拠点となり，中国側では北京の高能物理研究所
が拠点となっています。高エネルギー物理学，加速器，放
射光の �つの分野での協力が行われており，放射光関連で
は日本側が ����������������，中国では ����（��������
������������������������������・高能物理学研究所），����
（�����������������������������������������・中国科学技術大
学），����（���������������������������������������・上海
応用物理学研究所（旧上海原子核物理学研究所））が参加

しています。この協力が始まった頃，����では新しいマ
ルチポールウィグラービームライン建設の予算が認めら
れた時期で，��から挿入光源やビームラインについて技
術協力を行うことができました。これにより ����，タン
パク質結晶構造解析，高圧下構造解析の �本のビームライ
ンが整備されユーザーに開放されています。タンパクビー
ムラインで ����ウィルスの分子構造を初めて解明する
ことや，ほうれん草の光合成タンパク質の構造解析結果が
������誌の表紙を飾るなど，高く評価される結果が生まれ
ています。
　一方，����ではこれから新第 �世代リング（������，
�������e �����×���）を建設しようとしており，光源関連
の技術協力が，���加速器研究施設，��光源系との間で
なされています。����のリングでは，超伝導 ��キャビ
ティーの採用が予定されており，�����ファクトリーリ
ングで開発された ������超伝導キャビティーのデザイ
ンを変更して，����に適した ������キャビティーの設
計，試作，テストや �����と呼ばれる加速器制御システ
ムなどの開発に関して技術協力が行われています。また，
合肥の ����では，��������としてのリング改造後，入射
効率が大変悪かった状態を ��光源系の研究者がマシンス
タディーに参加した共同作業の結果，問題が解決したとい
う成果も得られています。
　����，����における活動を直接目にすることができた
のですが，����では既設の高エネルギー物理実験用加速
器を年 �～ �ヶ月の期間だけ放射光実験用に運転するとい
う，ある意味でハンディキャップのある状態にもかかわら
ず �本のウィグラービームラインの設置により競争力が向
上し，若い意欲のあるスタッフの熱意を感じました。確か
に放射光専用リングでないという限界もあるのですが，一
方で後に述べる ����に比べ現実に稼動している施設をも
っているという強みがあり具体的に成果を出すことがで
き，スタッフもその成果に誇りを持ち着実な進歩を遂げ
ているという感じを受けました。上海には �月上旬にも訪
問して主にビームライン関係の方々と話をしたのですが，
����������所長以下若いスタッフが多く，経験は少ないが
アジアではじめての ����クラスの新第 �世代光源を建設
しようという熱気を感じることができました。丁度 ��数
年前に ��の建設の現場は ��代の研究者が中心になって
いたことを思い出しました。また，当時の海外の施設特
にスタンフォードの ����から多くのことを学んだことも
思い出しました。その後の ��成長の歴史を見れば，����
が ��年後にはアジアで最も先端的な放射光施設となる可
能性をもつことも想像でき，中国のみでなくアジア地区に
とっても大変重要なプロジェクトと思われます。��とし
てこのようなプロジェクトに積極的に協力することは，新
第 �世代光源およびビームライン建設にあたっての開発的
課題について身近に経験あるいは観察できる機会ととらえ
ることができるので，これからも ��の抱えている現場を
大事にしながら ����の建設にも ��として協力ができる
とよいと思っています。
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入射器の現状
電子・陽電子入射器

加速器第三研究系主幹　榎本收志

概況
�～ �月の運転日程は以下の通りであった。

��������������月����日�　　�����入射開始
��������������月����日�　　��入射開始
��������������月 ��日�　　��，�����運転停止
��������������月����日�　　�����入射開始
��������������月����日�　　��入射開始
��������������月����日�　　��，�����，����，入射器停止
　�月の入射運転は好調であったが，�～ �月には短時間
の入射遅延が �度あった。�月 ��日朝，定例保守（�月 ��日）
後最初の ��入射の際 ��分の入射遅延。入射不調で，最
終的に ��のセプタム，キッカーのタイミング調整をして
入射できるようになったが，原因を特定することができな
かった。�月 ��日，��電源制御関係のトラブルで ��分
��入射遅延。�月 ��日，�����入射の際，電子銃からビ
ームが出ず ��分 �����入射遅延。�����用トリガーモジ
ュールのコネクタの劣化が原因であった。

KEKB 連続入射とその影響について
　今年の �月に開始された連続入射モードにより，����

は大幅に積分ルミノシティを伸ばしている。そればかりか，
衝突電流をできるだけ一定に保つことによって，ビーム
調整が容易になり，ピークルミノシティの向上にもつなが
っている。現在，積算ルミノシティは ��������，ピークルミ
ノシティは ������������で，競争相手の米国 ����の ������

に約 �割の差をつけている。しかし，この差は �か月程度
のもので全く油断はできない。
　����にとっては効果絶大の連続入射ではあるが，��，
�����にとってははた迷惑かもしれない。特にスタディ
時に入射ビームを取り合うことが多くなった。�月 ��日，
放射光源，放射光科学第一，第二，����加速器，����

物理，入射器の �研究系の主幹が集まり，スタディの調
整会議，入射に関する検討会議を開始することを申し合わ
せた。入射改善は来年夏の工事を目標にする。�月 �日，
��，����，入射器の加速器関係者が集まり，今後の課題
と作業分担について話し合った。�月 ��日，��日にさっ
そくビームスタディを開始した。このスタディの目的は，
ひとつのビーム輸送系パラメータで ����������ビーム，
�����������ビーム，����������ビームを輸送することが
可能かどうかを確かめることであった。これは原理的に可
能であるが，実際には，加速器のアライメント誤差や地磁
気や集束電磁石の浮遊磁場がエネルギーの異なるビームに
与える影響をうまく消すことができるか，シミュレーショ

ンや実験によって確かめることが必要である。今回の実験
では集束磁石の設定がうまくいき，マルチエネルギービー
ムの輸送の可能性を濃くしたが，軌道補正技術に関しては
今後の課題である。もし，この方法が可能であれば，入射
器終端の偏向電磁石で �������，�����，�����電子ビーム
と �������陽電子ビームをふりわけ，独立した輸送系で入
射ビームを取り出すことができる。一方，高速なビームエ
ネルギー調整の方も今後の課題ではあるが，これは高速の
移相器で高周波の加速位相を切替えることで可能と判断し
ている。

低速陽電子実験施設
　�月から ������に基づいたユーザー実験が開始された。
低速陽電子発生用の電子リニアックは �������入射器と
同一の運転体制で運用されている。現在のところ大きなト
ラブルはなく順調に運転されている。

2004 年夏期保守予定
　夏期保守は，�月 �日から始まった。内容は，高周波電
源の清掃・点検，クライストロン及び高周波窓の交換，電
子銃保守，陽電子集束用パルスコイルと標的の交換，電磁
石電源及び真空機器の保守，計算機の保守など例年の保守
の他に，����加速モジュールのスクリーンモニタのビュ
ーポートの交換，����加速モジュールの水漏れ加速管の
交換，高周波ドライブラインの放電対策，トリガーシステ
ムの保守，ネットワークシステムの更新，入射部電流モニ
タの改修，�電極ビームプロファイルモニタの設置（���）
等々，盛り沢山である。又，昨秋から試験運転を続けてい
る �����バンド加速モジュールに高周波パルス圧縮器（写
真）を組込む予定である。
　立上げは，入射器 �月１�日，����　�月 �日，��　
�月 ��日である。�����は，改修工事により立上げは ��

月 ��日で昨年より �週間遅くなる。

写真）���バンド（��������）高周波パルス圧縮器低電力試験中の
紙谷、横山、杉村（向かって左から）。夏期シャットダウ
ン中に ����加速モジュールに組み込まれ、今秋ビーム加速
試験に用いられる予定。
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��光源研究系の現状

放射光源研究系主幹　春日俊夫

　�月 ��日付で，山本樹助教授の所属が放射光科学第一
研究系から放射光源研究系にかわりました。いままでは，
形式上は挿入光源の開発研究を担当するメンバーが放射
光科学第一研究系と放射光源研究系にまたがっていました
が，今後は同助教授を中心とした光源研究系が主体となっ
て研究を遂行することになります。

PF
　����年度は �月 �日に運転を開始し，�月 ��日よりユ
ーザーランに入った。�月 ��日からゴールデンウィーク
の休止に入り，�月 �日に運転を，�月 ��日よりユーザー
ランを再開した。前期は，�月 �日 �時まで運転を行った。
この間，�月 �日から �月 �日の �時まで，単バンチ運転
を行っている。�月 �日からの夏季の運転停止後，�月 ��

日に今年度後期の運転を開始する予定である。
　加速高周波系（以後 ��系）のトラブルによるビームダ
ンプが何回か起こった。�月 �日未明にクライストロンフ
ィラメント用ファンの電源回路リレーが焼損した。さらに，
�月 �日から何回か，�台の加速空洞中第 �空洞からの高
周波電力の反射に対するインターロックによりビームダン
プを引き起こしている。反射の原因は不明であるが，�月
��日に通常運転時の ��パワーレベルより高いレベルでの
エージングを行ったが解決にいたらなかった。�月 ��日
朝より第 �空洞を切り離しの上，�台の空洞で初期電流を
通常時（空洞 �台での運転）の ������から ������にさ
げて運転を行った。�月 �日の運転停止時まではこのまま
空洞 �台での運転を行い，夏季の運転休止中に問題の空洞
のエージングを行い，後期からは �台の空洞での運転を行
う予定である。
　�月 ��日に �����で光強度が変動したとの報告があっ
た。幾つかの原因が想定されるが特定に至っていない。今
後マシンスタディにより解明を行う予定である。
　夏季運転停止時に行う作業予定の主なものは，真空制御
システムの更新，�台の基幹チャンネル安全系の制御モジ
ュールの更新等である。なお現在 ��では，直線部増強計
画が進行中である。リングの大々的な改造は本年度末から
次年度前期にかけて行う予定であるが，今夏季運転停止中
に二カ所の基幹チャンネル（��������）の先行改造を行う。
直線部増強計画に関連する装置の入札が進んでいる。�月
��日には，真空ビームダクトの製造業者が決まった。また，
��月に ��台の四極電磁石電源の入札を行うべく準備をし
ている。

PF-AR
　����年度は �月 �日に運転を開始し，�月 ��日よりユ
ーザーランに入った。��と同様，�月 ��日からゴールデ
ンウィークの休止に入り，�月 �日に運転を，�月 �日に

ユーザーランを再開した。�����も �月 �日 �時まで運
転を行った。�月 �日からの夏季の運転停止後，��月 ��

日に今年度後期の運転を開始する予定である。
　��系及び電磁石電源系のトラブルによるビームダンプ
が何回か起こった。トラブル箇所も複数にわたり老朽化対
策に頭を悩ませている。
　�月 �日からの運転停止期間に �����は多くの作業が
予定されている。�����������でアナウンスされているよ
うに，����ビームラインを建設するために西の直線部に
設置されていた �台の加速空洞のうち �台を東の直線部に
移動する予定である。ただし，西直線部の移動予定の空洞
のうち �台は故障中で��系から切り離してあった（既報）。
この空洞は予備として保管してあった空洞と交換する。ま
た，��系のクライストロン用高圧電源内部で放電が起こ
っている兆候が見られる。故障発生後の修理は長期間を要
する（メーカーから約 �ヶ月を要すると回答を得ている）。
今回の夏季運転停止期間は，空洞の移転等のため，約 �ヶ
月半と今までより長期間を予定している。前もって準備を
しておき，この期間に東西両高圧電源の修理をおこなうこ
ととした。このように，今夏季に ��系の大幅な作業が予
定されている。このため，運転再開後に ��系の調整作業
を要するので，ユーザーラン開始は運転再開から約 ��日
後の ��月 ��日を予定している。夏季運転停止時の ��関
連以外の主なものは，新入射システム用のパルス四極電磁
石の組込，��空洞移設やパルス四極電磁石組込に伴う真
空路の改造等である。

放射光科学第一・第二研究系の現状
放射光科学第二研究系主幹　河田　洋

運転・共同利用実験
　平成 ��年度第一期（�～ �月）の運転は，���������リ
ングは ���～ ����，���～ ���，�����は ���～ ����，���～
���までそれぞれ予定通りに行われ，無事に終了しました。
しかし，個々のビームラインでは老朽化に伴なうトラブル
が幾つか見うけられます。������の �������では約 ��

年に亘って無事に使用してきておりましたフレキシブルの
水配管（ポリウレタン製）が一ヶ月の間に別々の場所で �
度に渡って破損事故を生じ，その都度，ユーザーの方々に
（隣のビームラインの方々にも）ご迷惑をお掛けいたしま
した。また ������では，これも ��年近く使用してきて
おりました真空ゲージコンロトーラーに不具合が生じ，イ
ンターロックに関わる部分の修理ですので，他のビームラ
インにも影響が考えられ，保守日までシャットダウンする
という処置をいたしました。未然に老朽化部品の更新作業
を行う事の重要性を深く認識しております。
　一方，このマシンタイムの間に，総研大・���夏期実
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習が ����～ ����の三日間に亘って行われました。放射光
関係には �テーマの実習に対して ��名の参加を得て，熱
気ある実習が行われました。詳細は足立伸一氏の報告をご
覧下さい（���）。
　ビームライン関係では，先の ��ニュースでお知らせし
ておりますように，����年度予算で直線部増強の光源加
速器の整備がほぼ終了し，����年 �月から �月までのシ
ャットダウンでリングの改造を行う予定です。それに呼
応する形で，�����の高分解能光電子分光実験ビームライ
ン新規建設作業，�����の基幹部変更に伴なうビームライ
ン再構築作業が両方ともに �月中旬のマシンタイム終了以
前からスタートしました。この夏のシャットダウン中に全
ての作業を終えて，秋からのマシンタイムで挿入光源から
のビームを取り出す予定で進めております。関係するユー
ザーの皆様はどうぞ大いに期待して下さい。それと同時に
立ち上げ作業等に関しまして，ぜひともユーザーの皆様の
ご協力をお願いいたします。各作業の詳細に関しましては
小野寛太氏（��），岸本俊二氏（��）の報告をご覧下さい。
また，当初，����年 �月の段階では，光源加速器の改造
は終了するものの，「ビームラインに関しては予算の関係
ですぐには整備できない」という考え方で進める予定でし
た。しかし，�����をはじめとして，幾つかのビームライ
ンからの高熱負荷対応のビームラインコンポーネントが再
利用できる状況にあり，�����のミニポールアンジュレー
タービームラインを，構造生物学をメインユーザーとして
念頭に置き，しかし他のミニポールアンジュレータービー
ムラインで大きく発展するであろう実験に関しても実験可
能なスペースとマシンタイム配分を確保する方向でビーム
ラインの検討を開始しました。
　一方，�����では �����腰原非平衡ダイナミクスプロ
ジェクトの推進のために新しいＸ線アンジュレータービー
ムライン（����）の建設も着々と進められています。「��

光源研究系の現状」にありますように，この夏のシャット
ダウン中に上記のビームラインの挿入光源を設置する場所
に現在設置されております ��キャビティーの移設を行う
とともに，老朽化している �����の ��キャビティーの
電源を交換する作業が行われます。その結果，�����の
運転再開は �����から調整運転を始め，�����からユーザ
ー運転となる予定です。一方，��実験棟に現在あります
���ビームラインは，歴史的には加速器研究系の真空グ
ループによって利用され，特に ����の真空ダクトの設
計に関して，種々のダクト材料からの脱ガス特性を調べる
ことがこのビームラインを用いて行われました。しかし，
現在ほとんど利用されていないことから，その基幹部を新
しい北西棟に移設し，次のビームラインに備えることを検
討しておりました。ちょうどそれに呼応する形で朝倉清高・
北海道大学触媒化学研究センター・教授が「新規金属隣化
物脱硫触媒の機能と構造解明」の基盤研究 �・科研費を獲
得され，そのビームライン整備の一環として基幹部移設を
行う方向で作業を開始しております。���の基幹部はこ
の夏のシャットダウン時にリングから取り外し，来年夏以

降に北西棟����ビームラインに設置できるように改造及
びオーバーホールいたします。
　共同利用環境整備といたしまして，この夏のシャットダ
ウンの間に，実験準備棟の狭い一室に �段ベッドを押し込
んで利用して頂いておりました男子仮眠室を実験準備室 �

（プレハブ �）に移動いたします。広い環境で，ベッド数
を増加したします。またそれに伴ない，今までプレハブ１
で展開しておりましたユーザー控え室の環境はプレハブ �

に移動いたします。またプレハブ �の一角に作っておりま
した喫煙可能なユーザー控え室は，家屋内での全面禁煙の
体制を確立する立場から廃止する事にいたしました。ご了
解願います。

人の動き
　放射光科学第一研究系・山本樹助教授が ����付で放射
光源研究系・助教授に移られました。山本樹氏は ��及び
�����の挿入光源開発を行ってこられました。その中に
は世界初めての楕円偏光ウイグラー・アンジュレーターの
開発，これも世界初めての真空封止型Ｘ線アンジュレータ
ーの開発を手がけられ，最近は �����の ���，����の
テーパー型Ｘ線アンジュレーターの開発，斜行揺動磁石列
を用いた新しいタイプの円偏光アンジュレーターの開発，
そして ��直線部増強に挿入するミニポールアンジュレー
ターの開発を進めて来られました。利用系に属しておられ
たことで，利用者がどのような放射光を必要とするかとい
うことを理解して開発研究を進めて来られています。今後，
放射光源系という事で，名実ともに放射光源を担って頂
くこととなります。今後とも宜しくお願いいたします。前
号の ��ニュースに報告しましたように，����付で鈴木守
氏が大阪大学蛋白質研究所付属プロテオミクス総合研究セ
ンター助教授として転出されました。その後を受けて構造
生物学分野の助手を公募しておりましたが山田悠介氏（現
在総合研究大学院大学・高エネルギー加速器科学研究系在
学）に決定いたしました。���に着任され，構造生物学研
究のビームライン・実験装置の整備，ならびに構造生物学
研究の発展の力を発揮して頂けるものと思います。一方，
����の共同利用および �����の単バンチ・大電流を用
いた時分割 ����実験の開発に関して中核的な役割を担
う助教授を公募することが決まりました。本号にも公募内
容の掲載がありますので詳しくはそちらをご覧下さい。
　ポスドク・共同研究員に関しましては，����付でポス
ドクの河村幸彦氏が一身上の理由のため辞職されました。
河村氏は �����，��ビームラインに設置されておりますＸ
線粉末回折実験装置を用いた構造物性研究に従事されると
同時に，それらのビームラインにおけるユーザー実験の支
援業務を精力的に行って頂きました。研究面では，蛍光体
の構造解析や分子磁性体の相転移の研究などを行い，特に
���のソフトウェアの構造物性グループへの導入に力を
注いで頂きました。今後の更なる発展を期待いたします。
また、���������大学（ドイツ）から学術振興会の研究員と
して放射光科学研究施設に移って研究活動をしていた日下
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勝弘氏がこの ���より日本原子力研究所中性子利用研究セ
ンターの特定課題推進員（研究員）として移動することに
なりました。ここでの �年余りの間は石英（����）の低・
高温型相転移の中間に現れる変調構造の高次元空間での
解析及び変調構造の平均構造の温度変化から構造相転移の
型を結晶学的に解析するという研究課題に取り組んで成果
を挙げて来ました。原研においては中性子用の回折計を製
作するグループに加わって装置を立ち上げることになりま
す。原研での活躍を期待いたします。一方，��では学術
創成の科研費をベースにしてコラボラトリーシステム構築
にかねてから取り組んできておりますが，（詳しくは ��の
澤氏の報告を参照願います）そのための技術支援として，
深山裕司氏が ����から着任されました。このプロジェク
トには放射光科学第一研究系・技術職員の小菅隆氏も深
くコミットすると同時に，加速器研究施設の技術職員であ
る濁川和幸氏の協力をも得て，急速に進展しております。
�����腰原非平衡ダイナミクスプロジェクトでも ���か
ら高橋淳一氏が，また ���からは板谷治郎氏が共同研究員
として着任されました。高橋氏はフェムト秒レーザーの専
門家としてこのプロジェクトに参加されておられます。�

～ �月のマシンタイムでのレーザー光と放射光パルス光と
のポンプ・プローブ実験におきましても，すでに数多くの
貢献をされたと理解しております。板谷氏もまたフェムト
秒レーザーの専門家ですが，同時に高速現象の物性研究の
リーダーとして着任されました。�����の ���ピコ秒の
バンチ幅から来る時間分解能にとどまらず，���のバン
チスライシング，スタンフォードの ����，����にも関与
していくとの事を聞いております。

安全に関して
　この �ヶ月のマシンタイムでは発火事故はございませ
んでしたが，残念ながら ���実験ステーションでユーザ
ーの方がベーキング後の真空ポンプを運搬中に，軽度では
ありますが火傷を負うという事例が発生しております。十
分な注意をお願いいたします。また，�月中旬に放射光科
学研究施設汚水槽から採取した排水から排出基準 ��������
�����を超える総水銀 ����������が検出されました。化学
薬品を取り扱う場合には十分な注意をお願いいたします。
この放射光科学研究施設汚水槽には放射光科学研究施設，
富士実験施設，�����地区から発生する一般生活排水，
および機械室等からの排水が排出されます。従って決して
放射光科学研究施設が原因と特定されてはおりませんが，
法人化後，安全に関しましては厳しい社会の目を浴びるこ
とになっておりますので，詳しくは野村昌治氏の関係記事
（���）を参照願います。

放射光を利用した新しい
整形外科的画像診断法の開発

－ Ｘ線暗視野法の開発と放射光を用いた
各種関節軟骨の可視化に成功 －

����年 �月 ��日
高エネルギー加速器研究機構

　
　高エネルギー加速器研究機構（���）と岡山大学整形外
科とは共同研究により，世界で初めて開発された「Ｘ線
暗視野法」を用いて，������および ��������施設の放射
光により，世界で初めて臨床に近い条件で，各種関節軟骨
の撮影に成功した。この成果により，関節軟骨の詳しい診
断法の道が拓かれた（続きは下記「���プレスリリース」
を参照）。
　
（参照URL）
　���プレスリリース ���������記事
　����������������������������������������������

（問い合わせ先）
　物質構造科学研究所　教授　安藤正海
　　　　���：������������
　　　　�����：�������������������

大腿骨頭壊死症患者から摘出した大腿骨頭のＸ線暗視野像（写真
上）と報道公開の様子（写真下）
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大規模タンパク質結晶化システムの開発

����年 �月 �日
高エネルギー加速器研究機構

　高エネルギー加速器研究機構（���）物質構造科学研究
所・構造生物学研究センター（センター長若槻壮市）は，
日京テクノス株式会社（代表取締役社長根岸清）の協力の
もと，Ｘ線によるタンパク質結晶構造解析のために �日に
��万種類の結晶化条件の探索が可能な世界最高の結晶化
条件探索速度を有する大規模タンパク質結晶化システムを
開発した。
�　本システムの開発により ���放射光科学研究施設にお
ける構造生物研究のための基盤設備の整備と高度化が進
み，構造生物学研究の推進に更に大きく貢献できるものと
期待される（続きは下記「���プレスリリース」を参照）。
　
（参照URL）
　���プレスリリース
　�������������������������������������������������

（問い合わせ先）
　物質構造科学研究所教授／�構造生物学研究センター長
　　　若槻壮市 �������：������������������������

　　　�������：�����������������

　　　　

BL-14 再設置について

放射光科学第二研究系   岸本 俊二

　超伝導垂直ウィグラービームライン �����はこの夏の
��リング運転停止期間中に再設置作業を行います。現在
進められつつある ��リング直線部増強の一環として電磁
石配置が見直され基幹部も一部改造が行われます。��リ
ング長期運転停止が ����年 �月から �月に予定されてい
ますが，同時期のリング側作業の集中を避けるため �����
は先行して基幹部改造とともにビームライン移設作業を進
めることになりました。新調される基幹部がこれまでより
��ほど下流まで下がって設置されるため，遮蔽壁内側に
設置してあった �����ブランチビームシャッター，水冷 �
象限スリットが壁外へ移動し，������，���の光学系コ
ンポーネントも下流へ移設されます。ただ移動させるだけ
でなく初代ウィグラーの光利用から ��年を経て老朽化し
た光学系のオーバーホールも行います。さらにビームライ
ン側での光分岐について今後の研究の発展を考慮して見直
しました。そのため ����年秋に光学系，実験ハッチの改
造を行った ���も含め ���から下流ダクトまでビームラ
イン全体を配置しなおす大掛かりな改造となります。
　表 �に今回の再設置による変更点をまとめました。
���・スリットのためのメインハッチ，���，�モノクロ
メータ，���ミラーチャンバー，���，�の ���などを収
納するモノクロハッチが新たに建設されます。光分岐の見
直しにより �������ではより大きな縦方向 �����ビーム
（これまでの �倍，横方向は非対称光学系により ������
以上も可能）が確保されます。��では ��型課題「分離型
Ｘ線干渉計を用いた位相コントラストＸ線撮像法の研究」
（����������，東大，日立，筑波大，��）を中心に共同利
用実験が行われ今後も継続される予定です。この研究は軽
元素に対する感度が吸収コントラストの約 ����倍，軟部
組織を造影剤なしで，低被曝で観察できることを特長とし

大規模タンパク質結晶化システム外観（写真上）と報道公開での
様子（写真下）

表 1　BL-14 再設置
項目 変更内容

各ブランチの光分岐
水平方向：1.16mrad。
垂直方向  A: 1.29mrad
　　　　  B: 0.85mrad
　　　　  C：1.94mrad

変更なし。
変更なし。
23.5m 地点で約 20mm。
36m 地点で縦幅 >70mm。

BBS および水冷 4 象限ス
リット

遮蔽壁の内側から壁外に移動。
本体更新。メインハッチ建設。

光学系
Aモノクロ、ミラー、DSS
A ハッチ
Bモノクロ、DSS

B ハッチ
Cダクト、DSS、Be 窓

A,B モノクロハッチ建設。
3m 下流へ移設。
Cモノクロハッチに接続・拡張。
3m 下流へ。B モノクロ内貫通 C
用ダクト撤去。
約１m下流へ移動。
ビーム拡大のため改造。

インターロック 新システムに移行。
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ておりビーム拡大により小動物の臓器 �つ分の撮像，乳が
ん診断への発展などが期待されます。���では使用できる
ビームサイズが絞られますがイメージング新手法の開発や
精密Ｘ線光学実験などをさらに精力的に行います。���で
は光取り込みは現状のままですが，製作から ��年を経過
した �結晶分光器のオーバーホール，Ｘ線集光ミラー本体
と調整機構の更新を行います。制御ソフトウェアも見直す
ことで水平型 �軸回折計による精密構造解析を ������の
アクティビティとの統合の方向でより発展させます。エネ
ルギー範囲の広さ（�������），マルチバンチ運転（������
までのパルスカウンティング）を生かした検出器開発も継
続して行う予定です。����では���Ⅲによる高圧実験（お
もに地球物理学）が引き続き行われます。
再設置作業は ����年度第 �期運転が終了する直前の �
月末から開始され �月第 �週の時点でメインハッチの骨組
みが立つところまで進んでいます（写真 �）。今後，光学
系再設置，インターロック工事などを経て �月末の光導入
試験，各ステーションの再立ち上げと進めていきます。�
月末から �ヶ月ほどは光学系立ち上げ・調整に時間をいた
だきたいと考えております。ユーザーのみなさまにはご迷
惑をかけますがどうかご理解いただき協力をお願いいたし
ます（詳細問い合わせは担当者まで）。

夏期シャットダウン中の
BL-28 の建設について

放射光科学第一研究系　小野寛太

　以前の ��ニュースでも紹介したとおり，高フラックス・
高分解能の真空紫外・軟Ｘ線放射光を用いて高分解能角度
分解光電子分光を行い，ナノ材料のサイエンスを展開する
ことをめざし，������のアンジュレータ専用化，高分解能・
高フラックス分光器の新設，高分解能角度分解光電子分光

実験ステーションの建設をこの夏のシャットダウン期間に
行います。
　�月 ��日現在，��スタッフおよび三菱電機システムサ
ービスのスタッフの尽力により既に旧ビームラインの撤去
は完了しました。これから，秋のビームタイムで光を利用
することが出来るようにするために，新ビームラインの建
設を急ピッチで進めます。新分光器建設後の �����の仕
様は以下の通りです。

可変偏角不等間隔平面回折格子分光器
エネルギー：����～ �������（直線部増強前）
エネルギー分解能：すべてのエネルギーで
　　　　　　������～ ������
フォトンフラックス：上記の分解能の時
　　　　　　������������������
試料位置でのスポットサイズ：�����m������´���m�����

　皆様にはいろいろとご迷惑をおかけすることがあるかと
思いますが，使いやすく，競争力のあるビームラインを建
設する所存ですので，どうぞよろしくお願いいたします。

ERATO 便り：その（２）

腰原非平衡ダイナミクスプロジェクト ERATO
科学技術振興機構研究員　野澤俊介，高橋淳一

「私たちはたえず崖から身を投げて，落下していく途中
に翼を生やしていかなければならない。（カート・ヴォネ
ガット）」

前回の �����便りでは放射光とレーザーパルスの電気

写真 ��������の再設置作業の進行状況（�月第 �週現在） �����の建設の進行状況（�月 ��日現在）
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的同期が確立し，フェムト秒パルスレーザーシステムの
立ち上げが始まることをお伝えしました。その後，無事
レーザーシステムの立ち上げが完了し，今期のマシンタ
イムより我々は ���������にてＸ線とパルスレーザーを
組み合わせたサブナノ秒時間分解Ｘ線回折実験をスター
トさせました。マシンタイム中は新しいチャレンジの連続
で，とても ��������な日々をおくっています。そこで今回
の �����便りでは，我々が取り組んでいる時間分解Ｘ線
回折実験について解説いたします。
時間分解Ｘ線回折実験は図 �に示すようにパルスレー

ザーをポンプ源，放射光をプローブ源として用いるポン
プープローブ配置で測定を行います。レーザーはチタンサ
ファイアレーザーをベースとする再生増幅システムで，波
長 ������，パルス幅 �����，繰り返し ����，パルス出力
����m��パルスのパルスが得られます。レーザーシステム
は���実験ハッチと独立なレーザーブース内に設置され，
レーザー光は導光ダクトを通じてハッチ内に導かれます。
明るい ���実験フロアの中で黒々とそびえる箱がレーザ
ーブースです（図 �）。
�����リングでは電子蓄積リングから ������の繰り

返しで約 �����の時間幅を持つ �線パルスが出射します。
このＸ線パルスと約 ����のフェムト秒レーザーパルスを
���で同期させるために，Ｘ線パルスも約 ����に間引く
必要があります。そこで，放射光パルスを定常的に間引く
装置として，図 �のようにＸ線パルスセレクタ �����と呼
ばれるメカニカルチョッパーを設置しました。���は溝

を切った回転ブレードが磁気浮上式ターボ分子ポンプと同
様の動作原理で高速回転するメカニカルチョッパーです。
回転動作の外部同期信号に蓄積リングの��信号を使用し，
適切なフィードバックを行う事により，その回転周期を電
子バンチの周回周期の整数倍になるようにしてＸ線パルス
を間引きます。回転ブレードは約 ����で回転し，�回転
につき �回，開時間幅 ���ナノ秒で開口部が光軸と一致し
ます。開口のタイミングのばらつきは �ナノ秒以下なので，
放射光パルスが間引き損なわれることはありません。
サブナノ秒の時間分解能を実現するためにはレーザー

パルスをＸ線に時間精度良く同期させねばなりません。こ
こにはレーザーならではの同期方法が用いられます。再生
増幅システムでは最初に種光として繰り返し約 �����の
フェムト秒光パルス列を作り，その繰り返しを ����に間
引いてその分，各々の光パルスを増幅します。レーザーパ
ルスの繰り返し周波数は種光を作るレーザーシステムの共
振器長で決まります。そこで，ピエゾ素子を共振器内に設
置し，出力レーザー光と蓄積リングの ��信号をモニター
して，両者が位相同期する様に共振器長を制御することで
タイミングを制御します。これによりジッター数 ��の同
期を実現しています。いったん位相同期が確立した後，両
者の相対遅延時間の制御は �通りの方法で行っています。
まず ���以上の遅延を与える場合にはレーザーへの同期信
号に電気的な遅延を加えます。またそれ以下の場合には
折り返しミラーを装着した電動ステージを用い，光路長を
変えることで遅延を変えています。�����の遅延は光路長
���に対応します。超短パルスレーザーの世界ではむしろ
短い時間のほうが遅延制御は容易です。
結晶試料のＸ線回折像はＸ線用二次元 ���検出器で検

出します。実験ハッチ内には，�軸回折計を設置し，低温
ヘリウムガス吹き付け低温装置により，���までサンプル
温度を冷やす事が可能です。サンプル周りの構成を図 �に
示します。
　シャットダウン前のマシンタイムで実際にサンプルにフ
ェムト秒レーザー光を照射して時間分解Ｘ線回折実験を行
いました。時間原点のコンピューター制御を実現したり，

図 �　ポンプ -プローブＸ線回折実験の概略図

図 �　���実験フロアの写真

図 �　実験ハッチ内の構成図
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図 �　サンプル周りの構成図

光誘起変化が起こっていることを確認するために，�������
の反射率測定系を加えたり，信号の統計精度を検討し直し
たりと，予想されていた，あるいは新たに判明した困難を
前にして，いくつもの翼を生やし出しそしてもぎとられて
きました。秋のマシンタイムまでにはもっとたくさんの翼
を生やして分子動画への足がかりを作り上げたいと考えて
います。ご期待ください。

コラボラトリーの試み
放射光科学第二研究系　澤　　博

　平成 ��年に始まった新学術創成研究によるプロジェク
ト「新しい研究ネットワークによる電子相関系の研究」は
すでに４年目を迎えた。本プロジェクトについては ���
物構研を含めた �つの研究所をつなぐ新しい研究ネットワ
ークの構築を含めた研究体制の構築という使命を帯びてい
る。すでに �������で一度報告しているので ���，枠組み
については省略する。ここでは，���が中心となって進
めている“コラボラトリー”と呼ばれる新しい研究体制の
構築と試験的な運営がいよいよ始まったので報告する。
コラボラトリーとは，“�������������”と“����������”

の複合語で，複数の拠点をネットワークで繋ぐ事により遠
隔の研究者同士が仮想的に一つの研究室を持っているよう
な仕組みである。このために我々の用意した仕掛けは，イ
ンターネットを用いて常時接続可能な ��会議システムと
デジタルデータ会議（アプリケーション共有）を，多地点
から行えるシステムである。実は，�対 �で行う場合には
��に標準装備されているアプリケーションやいくつかフ
リーのソフトウェアがあるが，多地点を同時に繋ぎ，実用
に耐えるようなパフォーマンスを確保できるような仕組み
はまだあまり一般的ではないか，大変高価なものとなって
いる。我々は，この仕掛けの実現のために �系列の���
と呼ばれるサーバーを構築した。

��会議用の���は機構内の計算科学センターが管理
を引き受けてくれており，多地点の ��会議を同時に複数
開催することが可能である（���参照，���）。もちろん，
ネットワークの負荷とサーバーの能力によってそのパフォ
ーマンスは左右されるが，我々の ��会議の利用経験から
はネットワークの負荷が問題になるようなパフォーマンス
の低下は経験していない。但し，このシステムの運用につ
いては ��������関係で様々なトラブルが生じ，安心して利
用できるようになるまで �年近くかかったことを付け加え
ておきたい。
一方，データ会議用のサーバー群は放射光施設内に我々

が構築し，今後小菅・濁川氏を中心として運営を行ってい
く予定である。こちらは多地点に対応できるサーバーとし
て ���������の �������������������を採用した。現行では
�������のアプリケーションを共有することが前提であ
るが，�������上で開く ��������を用いれば，�����な
どの ����系のアプリケーションを利用することは出来る。
ここでいう「共有」とは，複数の会議参加者が共有された
アプリケーションの操作が可能であることをさす。もちろ
ん，同時に二人以上が操作できないなど作業の混乱を避け
るように工夫が凝らされており，共有元の許諾がなければ
他者が操作することは出来ない。
このようなインターネットを利用する場合の障壁は

��������である。特にデジタルデータの共有や遠隔操作の
ためのアプリケーション共有を行う際には，ネットワーク
セキュリティの問題は避けて通れない。我々は，このセキ
ュリティ対策として ����������������������������を導入し
た．この ���を利用するためにはあらかじめ認証局と呼
ばれる外部のサーバーに登録してある �������のハードウ
ェアキーを用いる。この登録作業は物構研の小菅氏が行い，
各ユーザーは自分用に設定・配布された �������をイン
ターネットに接続されたパソコンに挿してパスワードによ
る認証を受けて，���が入り口となった ��������サーバー
に接続する。コラボのシステムを利用する人は，���の
ネットワーク内にいても同じように接続する必要がある。

新しく用意されたコラボラトリーの居室にて（左より小菅氏、濁
川氏、深山氏）
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これはセキュリティ上の問題で，コラボネットを ���の
ネットワークからは切り離してあるためである．その後，
�������������サーバーの ���を用いてインターネットエ
クスプローラーにより接続して，デジタル会議に参加する
運びとなる．まだ，運営体制については模索しなければな
らない点がいくつか残っているが，基本的には認証の個人
設定や，デジタル会議の予約などは小菅氏を中心としたコ
ラボの運営グループで行うことになる。
これらのシステムを利用することによって，放射光装

置の遠隔操作なども可能となってくるが，ネットワークの
セキュリティとは別に，光学コンポーネントを操作するこ
となどに伴う安全上の問題も重要となってくる。これは先
の �������が認証作業を行うことに対して，ユーザーの
アクセス制限が必要であることに起因する。このためには，
どうしても共有アプリケーション側に制限が含まれるよう
な仕組みを組み込まなければならないが，装置毎に異なる
アプリケーションを全て施設側で開発しなければならない
ことになり，きわめて困難である。我々は小菅氏の開発し
た �����を拡張してアプリケーションとドライバー関連
を切り離し，アクセス制限，自動 ���保存機能，スクリ
プト対応など，より汎用性の高いサーバーとして本システ
ムに組み込む予定である。小菅・濁川両氏の指導によりこ
のソフトウェアの拡張・開発を担当しているのが，本プロ
ジェクトで採用した技術支援員の深山氏である。特にこの
�����の拡張は今後の新設 ��や ������計画など多くの
プロジェクトに応用できる可能性を秘めており，今後の発
展が期待される。
本プロジェクトで導入を行ってきたコラボの仕掛けに

ついても，実際に利用できるような時期になった。今後は
具体的にどのように運営していくかなどについて，いろい
ろな情報を集めたいと考えているので，是非ご意見 �ご要
望などもお寄せ頂きたい。

引用
���　����������������������頁 �����������
��������������������������������������������������������

平成 17年度前期
フォトン･ファクトリー研究会の募集

物質構造科学研究所副所長　松下　正

　物質構造科学研究所放射光科学研究施設（フォトン･フ
ァクトリー）では放射光科学の研究推進のため，研究会の
提案を全国の研究者から公募しています。この研究会は放
射光科学及びその関連分野の研究の中から，重要な特定の
テーマについて �～ �日間，高エネルギー加速器研究機構
のキャンパスで集中的に討議するものです。年間 �件程度
の研究会の開催を予定しております。
　つきましては研究会を下記のとおり募集致しますのでご
応募下さいますようお願いします。

記

１．開催期間　　　平成 ��年 �月～平成 ��年 �月

２．応募締切日　　平成 ��年 ��月 ��日（金）
　　　　　〔年 �回（前期と後期）募集しています〕

３．応募書類記載事項（Ａ �判，様式任意）
　（�）� 研究会題名（英訳を添える）
　（�）� 提案内容（���字程度の説明）
　（�）� 提案代表者氏名，所属及び職名（所内，所外を問

わない）
　（�）� 世話人氏名（所内の者に限る）
　（�）� 開催を希望する時期
　（�）� 参加予定者数及び参加が予定されている主な研究

者の氏名，所属及び職名

４．応募書類送付先
　��〒 ��������� ���茨城県つくば市大穂 ���

� 高エネルギー加速器研究機構
� 物質構造科学研究所事務室

� � � ���：�������������

＊� 封筒の表に「フォトン・ファクトリー研究会応募」
と朱書のこと。

　なお，旅費，宿泊費等については実施前に詳細な打ち合
わせのうえ，支給が可能な範囲で準備します（�件当り上
限 ��万円程度）。
　また，研究会の報告書を ���������������として出版し
ていただきます。
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平成 17年度前期
共同利用実験課題公募について

実験企画調整担当　小林　克己（KEK・PF）
宇佐美徳子（KEK・PF）

　上記公募締切が下記のようになっております。
　　���型課題　　�平成 ��年����月 ��日（金）
　　�・�型課題　�平成 ��年 ��月����日（金）
　�型（予備実験・初心者実験）の申請に当たっては，実
験ステーション担当者と技術的なことについて緊密に打ち
合わせて下さい。
　����年 �月から �月の間にリングの改造作業を行うた
め，����年度は今年と比較して �月から �月の実質約 �
ヶ月の実験時間（実質約 ���ヶ月の運転）が例年より少な
くなる見込みです。平成 ��年度前期共同利用実験に申請
する ��リングを使用する課題についてはご留意下さい。
　放射光共同利用実験応募資料は ��ホームページ（�������
������������������������）を御覧下さい。
　不明な点は下記までお問い合わせ下さい。
　　　　　　�研究協力課共同利用係
　　　　　　　　　�����������������　������������������
�������������������������実験企画調整担当者　小林　克己
�����������������������������������������：������������������������

一般排水溝からの水銀流出について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　放射光科学第一研究系主幹　野村昌治

　�月 ��日の水質検査で実験準備棟南側にある汚水槽
（公共下水道へ排水されます）からつくば市の環境基準
�������������を越える �����������の水銀が検出されまし
た。続く ��日の再検査で東大通りと若森線の交差点付近
にある ���から公共下水道への排水口から �����������
の水銀が検出されました。機構としてこの件を重く受け止
め，つくば市へ報告しました。�月 �日の検査では水銀は
検出されておらず，この �回の検査で有意な数値で検出さ
れています。上述の下水系統には ��の他に富士，�����
からの排水が流れているとのことです。
　��では，廃液を伴う化学実験等は貯留槽が設置されて
いる化学試料準備室，生理試料準備室，生物試料準備室等
で行っていただくことになっています。これらの施設では，
実験廃棄物，一，二次洗浄廃液はポリタンク等へ回収して
いただき，三次以上の洗浄廃液も準備室内の流しを経由し
て貯留槽へ流れ込む仕組みになっています。おそらく，一
般下水へ繋がっている流しから水銀を含む実験廃液が棄て
られたのではないかと推測されます。�月 �日から水銀検
出日時まで ��で水銀を含む試料を用いた実験をされたグ

ループにも問い合わせましたが，いずれも可能性はないと
いう回答をいただいております。現在のところ原因を特定
するまでには至っておりませんが，いずれにせよ水銀が公
共下水道へ排出されたことは誠に残念なことです。市から
は原因究明，再発防止策の提出を求められ，報告しました。
　その後の調査中に，化学試料準備室で水銀溜が破損し
てなくなっている水銀温度計が見つかりました。今回の水
銀流出事故との関係は把握できていません。いつ頃，どこ
でこの温度計が破損したのか，あるいはどのように処置さ
れたのかも不明でありますが，おそらく適切な処置がされ
たとは考えにくいのです。最先端の研究者が集まっている
放射光研究施設でこのような破損水銀温度計が発見される
ことは非常に残念でなりません。当然ではありますが，利
用機器を破損した場合は適切な処置をするとともに，実験
室管理者または運転当番へ連絡して下さるようお願いしま
す。
　水質汚染は機構全体の社会的信用を損ないます。今回は
��と特定されたわけではありませんが，例えば ��からこ
の様な問題が発生したとすれば，機構内における ��の立
場も苦しくなります。ひいては今後研究を発展させていく
ための予算獲得にも大きな困難が生じます。ぜひ，皆さん
のご協力をいただき，二度とこの様なことが起きないよう
お願いします。

報文・学位論文登録のお願い
放射光科学第一研究系主幹　野村 昌治

　��を利用した研究の成果として報文が出版された場合
はご報告を頂き，別刷りをお送り頂くようお願いしていま
すが，次頁の表に示すようにここ �年ほどの登録報文数が
少なくなっています。表の下方を見て頂くと分かるように，
この傾向は諸外国の施設では見られない，我国特有の傾向
のようです。また，報文数が極端に少ないビームラインも
散見されます。
　最近数年の課題の成果として出版された報文がデータベ
ースに登録されているか確認頂き，登録漏れがある場合は下
記 ��������の指示に従い，データを入力，別刷りをお送り下
さい �������������������������������������������������������。
　また，学位論文（修士論文，博士論文）につきましても，
学位論文出版票を提出頂くようお願いします。
　文部科学省からは「ユーザーから共同利用が必要だとい
う声が聞こえてこないことに苛立ちを感じる」という趣旨
の発言も出ています。質的・量的に高い研究成果が出，大
学・大学院教育に大きな貢献をしていることを具体的に示
すこともユーザーの声の一つと考えられます。共同利用研
究所を利用した成果として報文が出版された時に届けるこ
とは実験者の責務とお考え頂き，早速登録して下さい。

お知らせ
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年別報文数 報文数
�� 光源 ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� �����

� � ����������������������� � � � � � � � � ��
� � ������������������ � � � � �� � �� � ��
� � �������������������������������� � � � � �� �� � � ��
� � ��������������� � � � � � � � � ��
� � ��������������� � � � � � � � � ��
� � �������������������������� � � �� �� �� �� �� � ��
� � ������������������ � �� � �� � � � � ��
� � ����������������������������������������������� � � � � � � � � ��
� � ���������������������������������� � �� �� �� �� �� �� �� ���
� � �������������������������������� � �� �� � � �� � � ��
� � �������������������������� � � � �� �� � �� �� ��
� � ������������������������������ � �� �� �� �� �� �� �� ���
� � ������������������������������������� � �� �� �� �� � �� � ���
� � ������������������������������������� � � � � � � � � ��
� � ����������������������） � � � � � � � � ��
� � ���������������� � � � � � � � � �
� � ���������������� � �� �� �� �� �� �� �� ���
� � ����������������（�������） � � � � � � � � �
� � �������������� � � � � � � � � �
� � �������������������������������� � � � � � � � � ��
� � ���� � � � � � �� �� �� ��
� � ������������������������ � � � � � � � � ��
�� � �������������������������� � � �� � �� � � � ��
�� � ���� � �� �� �� �� �� �� �� ���
�� � ���� � �� �� �� �� �� �� �� ���
�� � ��������������� � � � � � � � � ��
�� � ����������������������� � �� �� �� � � � � ��
�� � ���������������� � � � � � � � � ��
�� � ��� � � � � � � � � ��

�� � �����������������������������������������������
������������ � � � � � � � � ��

�� � �������������������������������� � � � � � � � � ��
�� � ���� � �� �� �� �� �� �� �� ���
�� � ������������� ��� � � � � � � � ��
�� � ����������������� ��� �� �� �� �� � � �� ��
�� � ������������ � � � � � � � � ��
�� � ����������������������� �� �� �� �� �� �� � � ��
�� � ��������������������� �� � � � �� � � � ��
�� � ������������������������������ �� �� �� � � �� �� � ��
�� � ���� � �� �� �� �� �� �� �� ���
�� � ����������������������������������������� � � � � � � � � ��
�� � ���������������������������� � � �� � �� �� � � ��
�� � ��������� ��� � � � � � �� � ��
�� � ��������������� � � � � � � � �� ��
�� � �������������� � � � � � � � � ��
�� � ���������������������������������������� � � � � � � � � �
�� � ������������������� � � � � � � � � �
�� � ������������ � � � � � � �� � ��
�� � ������������������������������ � �� �� �� �� �� �� �� ���
�� � ��� � �� �� �� � �� �� � ��
�� � ������������������������ � � � � � � � � ��
�� � �������������������������������������� � � �� � � � � � ��
�� � ���������������� � � � � � � � � ��
�� � ��������������������� � � � � � � � � �
�� � ���������������������� � � � � �� � � � ��
�� � ���������������������������������������������� � � � �� � � � � ��
�� � ����������������������������������������������� �� � � � � � � � ��
�� � ���� ���� � � � � � � � ��
��� � �������������������������� ���� � � � � � � � ��
��� � ����������������������������������������������� �� � � � � � � � ��
��� ���������������������� �� � � � � � � � �
��� � ������������������� � � � � � � � � ��
��� � ��������������������� � � � � � � �� � ��

�������������������� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���
��� �������������� �� �� ��� ��� ��� ���
��� ���������� ��� ��� ��� ��� ���� ���� ����
��� ��������� �� ��� ��� ��� ��� ��� ���
��� ��������� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���
��� ������������� ��� ��� ��� ���
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100Lデュアーによる液体窒素の供給について

放射光科学第一研究系　岡本　渉

　�����北東実験棟の���付近にて ����デュアーによる液
体窒素の供給を今春から行っております。実験等で必要な方
はご利用下さい。補充は基本的に毎週金曜日に行っておりま
すが，デュアーが空になった場合は北西実験棟液体窒息汲み
出し室を御利用下さい。

火災報知器発報時の放射光利用実験について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

放射光科学第一研究系　伊藤健二（安全担当）

　皆様すでにご存知のとおり，���������リングでは放射
光利用実験時に火災報知器が発報した場合，実験フロアお
よびリングコントロール担当の運転当番が火災報知器発報
の原因を調査するためチャンネルクローズすることになっ
ております。�����リングについては，���������リング
と一部シークエンスが異なるためチャンネルクローズとは
なっていませんでした。����年秋の運転からはこの二つ
のリングについて，火災報知器発報時の対応を以下のよう
にしますのでお知らせします。なお，チャンネルクローズ
になった場合はユーザー実験が中断されることになります。

　PF 2.5GeV リング地区で火災報知器発報の場合：
���������リングはチャンネルクローズ。
���������リングおよび �����の放射光関係箇所
のセンサーが検知した時に火災報知器のベルがな
ります。

　PF-AR リング地区で火災報知器発報の場合：
�����リングはチャンネルクローズ。

　実火災の場合は，当番が初期消火，避難誘導，通報など
に専念するため ���������リング，�����リングともビ
ームダンプになります。火災がおさまった後，消防署によ
る確認および調査，所轄官庁等への届出および運転再開の
許可願い提出など，運転再開までには相当日時がかかるこ
とが予想されます。非火災報（誤報など）の場合は，警備
員（必要に応じ施設部員）による確認が行われた後，チャ
ンネルはパーミットされユーザー実験は再開されます。
なお，機構内の火災発生により消防署に出動要請がされ

た場合は，機構内のすべての加速器は運転停止となります。
　以上火災報知器発報時および火災時の加速器運転の取り
扱いについて説明させていただきましたが，ユーザーの皆
さまのご理解とご協力をお願い申しあげます。合わせて，
放射光利用実験時における日頃からの防災・防火へのご協
力をお願い申し上げます。

電力注意報・警報について

電力ピーク調整連絡会委員　伊澤正陽（KEK・PF）

　����年度第一期ビームタイムは先日無事に終了しまし
たが，毎年気温が高くなってくる �月頃に，「電力注意報
（あるいは警報）が発令されました。」という放送を何度か
実験ホール内で耳にされた方も多いと思います。電力注意
報あるいは警報について簡単にご説明し，合わせて節電の
ご協力をお願いする次第です。
　加速器を運転するためには膨大な電力が必要であるた
め，機構では「契約電力」を決めて東京電力と契約してい
ます。使用電力が契約電力を超えると違約金が課せられる
だけでなく，超過した使用電力に合わせて契約電力を変更
しなければならなくなるため，その負担はかなりおおきな
ものになります。そのため，機構ではピーク電力調整を行
っています。これは，使用電力の予測値から判断して，使
用電力が契約電力を超える恐れがある時に，電力の逼迫状
況に応じて �段階の使用電力調整を行うもので，第一段階
が電力注意報，第二段階が電力警報，第三段階が電力緊急
調整となっております。そこで皆様には電力注意報発令時
には特に以下の一般節電にご協力をお願いします。
１．実験ホールでは，不要の照明（使用していない側室，
電気スタンド等）を消灯する。

２．使用していない実験機器・パソコン等の電源を切る。
３．居室等では，照明器具を消灯し，空調の設定温度を上
げる，または停止する。

　電力注意報は，空調の使用が多くなる �月に最も多く発
令されていますが，冬季に発令された例も少なからずあり
ます。年間を通じて節電に気を配っていただくよう，重ね
てお願いします。

防災・防火訓練のお知らせ

　今年度の機構全体の防災および防火訓練は，��月末か
ら ��月上旬に実施される予定です。防火訓練は防災訓練
に引き続いて実施されます。防災訓練では，機構指定の避�
難場所（今年度 ��ニュ－ス誌裏表紙参照）への避難及び
各人の所在確認について，�昨年度同様，��および �����
の放射光ユ－ザ－の皆さまにも訓練に参加していただく予
定です。機構としては，重要な訓練として位置づけており，
皆さまのご理解とご協力をお願い申し上げます。詳細につ
きましては，別途，お知らせする予定です。合わせて日頃
からの防災・防火に対するご協力をお願い申し上げます。
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予　定　一　覧
　　　����年
　　����　�月 ��日　　　　高エネルギー加速器研究機構　一般公開
           　�月 ��日　　　　平成 ��年度前期共同利用実験課題（�型）申請締切 �
������������　�月 ��日� 　���懇談会「放射光利用研究基礎講習会」
　　　　�月 ��日� �　��平成 ��年度第二期ユーザー運転開始
　　　����月 ��日　　　　�����平成 ��年度第二期ユーザー運転開始
　　�　���月����日　　　　平成 ��年度前期共同利用実験課題（�型・�型）申請締切 �
��������　����月 ��日　　　　平成 ��年度前期フォトン・ファクトリー研究会公募締切
　　��　��月 ��日　　　　���������平成 ��年度第二期ユーザー運転終了

　　　����年
�����������������月����日～ �日　日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム（サンメッセ鳥栖）
　　　　�月 ��日　　　　��平成 ��年度第三期ユーザー運転開始
　　　�����月 ��日���������������������平成 ��年度第三期ユーザー運転開始
　　　　�月 ��日　　　　��平成 ��年度第三期ユーザー運転終了
　　　　�月 ��日　　　　�����平成 ��年度第三期ユーザー運転終了

�����年 �月から �月の間にリングの改造作業を行うため，����年度は今年と比較して �月から �月の
実質約 �ヶ月の実験時間（実質約 ���ヶ月の運転）が例年より少なくなる見込みです。平成 ��年度前
期共同利用実験に申請する ��リングを使用する課題についてはご留意下さい。

　������������最新情報は �����������������������������������でご覧下さい。

KEK 一般公開のお知らせ

一般公開実行委員　宇佐美徳子 (KEK・PF)

　今年の ���一般公開は，夏休み最後の日曜日 �月 ��日
に開催されます。テーマは昨年に引き続き「宇宙・物質・
生命」です。��では，���リングおよび実験ホールの他，
今年は初めて �����北西棟を公開する予定です。他にも
機構内の多くの施設が公開されますので，��ユーザーの
方も普段見ることのできない加速器や装置などを見るチャ
ンスだと思います。子供たちにも楽しんでもらえるよう，
科学おもちゃや，おもしろ物理教室，ラジオ製作なども用
意してありますので，ご家族，お友達お誘いのうえ，ぜひ
お越し下さい。
　当日は，つくばセンターから無料送迎バスが運行されま
す。また，機構内の移動には無料巡回バス（約 ��分間隔
で運行）が利用できます。
詳しくは，�����������������������������を参照して下さい。
１．� 日時　����年 �月 ��日（日）����～ �����
２．� 主な公開施設
　� 陽子シンクロトロン，東カウンターホール�������，

卓上シンクロトロン実験室，ニュートリノ振動実験
前置検出器，中性子・ミュオン研究施設，電子陽電
子入射器棟，放射光科学研究施設・��リング，放射
光科学研究施設・�����北西棟，�ファクトリー加

速器，�ファクトリー筑波実験棟及び展示室，アッ
センブリーホール������，陽子リニアック棟，超伝導・
低温・真空実験棟，放射線科学センター，計算科学セ
ンター，機械工学センター，超伝導低温工学センター

３．� 主な企画・講演（�号館）
　　　�����～ �����
�����������「����加速器　世界最高ルミノシティへの歩み」

小磯晴代（���加速器研究施設教授・����年猿
橋賞受賞）

　���　�����～ �����
�����������「放射光で探るタンパク質のライフサイクル」

若槻壮市（���物質構造科学研究所教授・構造
生物学研究センター長）

　　　�����～ �����
　　　「世界最強の陽子加速器�������」

永宮正治（���教授・大強度陽子加速器計画推
進部長）

� ・科学おもちゃであそぼう！（�号館）
� ・ラジオを作ってみよう（�号館セミナーホール）

　����～ �����，�����～ �����，�����～ �����（�回開催）
������������※参加は当日総合案内所Ａにて抽選になります。
� ・おもしろ物理教室（研究本館）
� ・質問コーナー（研究本館）
� ・声はどれだけ遠くまで届くか？（放射線科学セン

ター東側屋外）
� ・紙飛行機を作って滞空時間に挑戦しよう！（体育館）
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１．はじめに
近年，固体物性関連の論文において ��������������とい

う新語を見かけます。まだ対応する日本語は作られていな
いようですが，多重強秩序とでも翻訳すべきでしょう。具
体的には，強磁性と強誘電性あるいは強弾性の共存する
状態を指します。多重強秩序系が興味を持たれる理由は
いくつかあります。その一つが，多重強秩序系が示すと
予測されている特異な磁気光学効果です。この磁気光学は
�����������������������������と呼ばれ，電磁波の波数ベク
トル �と磁化�に線形な屈折率や吸収の変化として特徴
付けられます。電磁波の吸収が �に比例するということは，
電磁波の進行方向の正負で吸収が異なることを意味しま
す。極端に言えば，マジックミラーのような性質です。し
かも，磁化にも比例する応答ですから，磁化反転によって
このマジックミラーの表と裏が入れ替わります。
このような電磁波の進行方向に対する ���������������（非

相反的と訳しておく）な二色性は �に比例する項に由来す
るので，Ｘ線領域で増大する可能性があります。もちろん，
関係する電子遷移の性質が変わるため本当にそうなるかど
うかはわかりませんが，検証する価値は十分にあるでしょ
う。また，Ｘ線領域の分光は一般的に優れた元素選択性を
持つため，Ｘ線非相反的方向二色性も特異な検出技術とし
て活用されるようになるかもしれません。非相反的二色性
は空間反転対称性が破れた部分のみから生じますから，例
えば磁性超格子の界面磁性の研究などに応用することがで
きるかもしれません。
　最近，筆者のグループは典型的な極性磁性体であ
る ������ についてＸ線非相反的方向二色性 �������
������������������������������������������� を 測 定 す る
ことに成功しました。その結果，����は極性磁性体
の中のトロイダルモーメントの総和を検出していると
解釈できることが分かりました。ここで，トロイダル
����������モーメント τは，磁気モーメント分布の多重極
展開の中に現れる物理量，磁気モーメント �を持つ磁性
イオンが局所的な反転中心から �だけ変位した場合に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　��������������������������������

�

��������������

として定義されます �����。ところで，トロイダルとは元
来磁界ベクトルがリング状に閉じた状況です。磁気モーメ
ントを持つイオンが変位した状況を遠くから眺めると，磁
気モーメントが中心にある状態と比べてトロイダルが発生
したように見える ��������ことから，式 ���の定義が理解
できます。なぜ ����によってトロイダルモーメントが
検出できるのでしょうか。以下，実験結果とその解釈につ
いて述べます。

２．X線非相反的方向二色性 XNDD
自発的に電気分極と磁化を併せ持つ系では，一般的に

非相反的磁気光学が存在します。このことは対称性に関
する簡単な考察によって示すことができます �����。例え
ば自発電気分極 ��と磁化��が平行でない場合，磁化に
も電気分極にも垂直な方向に電磁波を入射させると，方向
二色性が存在しうるのです。簡単のため自発磁化，自発電
気分極，電磁波の進行方向がすべて直交する場合を考えま
す。電磁波の波数ベクトルに垂直な鏡映操作では，電気分
極は反転しませんが磁化の向きが反転します（������中央）。
電気分極の方向の周りに ���度回転操作を行うと，電気
分極が反転せずに磁化方向が反転します。磁化の方向の周
りに ���度回転操作を施すと，磁化の向きが変化せずに電
気分極が反転します。空間反転操作では，磁化の向きが変

Ｘ線領域の非相反的方向二色性

有馬孝尚 �����、久保田正人 ���、十倉好紀 �����、澤博 �

�科学技術振興機構 �����、�筑波大学数理物質科学研究科、�物質構造科学研究所
�産業技術総合研究所、�東京大学工学系研究科、�現東北大学多元物質科学研究所

������������������������������������������

��������������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������

��������� ������������ �������������� ������������������������ ����
������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������
���������� ������������ ����������������� ���������� ��� ����
���������������������������
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化せずに電気分極が反転します ������左）。時間反転操作
を行うと，電気分極が変化せずに磁化が反転します �������
右 �。このように，どのような対称操作を行っても，自発
電気分極 ��，自発磁化��，電磁波の波数ベクトル �のうち
�つが反転するのです。数式を使うと次のように表現する
ことができます。

どのような座標変換操作を行っても �，��，��の三
重積 �・�������の符号は入れ替わらない。よって，
この三重積の符号が正の場合と負の場合は異なる
状況として区別することができ，異なる光学定数
を持ってよい。

一方，非相反的磁気光学効果の大きさは対称性の議論
からは分かりません。その大きさを予測する上では，ど
のような遷移過程が非相反的磁気光学に寄与するかが重
要になります。今，角周波数 wの外場（光の電場，磁場）
が作用したときに物質に生じる誘起分極 D��w�を考えま
しょう。この応答の中で，光の波数ベクトル �と磁化��

の両者に比例する項が非相反的磁気光学に対応します。
例えば，光の電気四重極子の作用により誘起された電気
分極が自発磁化の影響により変化することにより非相反
的磁気光学が生じます。これに対応する応答関数 χ���は，
　　　　　　　

（およびこの式で ���と ��を入れ替えたもの）で表すこと
ができます ���。ここで，添え字 ��� ����はそれぞれ誘起電

気分極ベクトル，電磁波の波数ベクトル，電磁波の偏光の
方向を表します。また，����l� ･ ������はそれぞれ電気双極
子 ����遷移，スピン軌道相互作用，電気四重極子 ����遷
移に対応した演算子です。��遷移許容な準位 �と ��遷移
許容な準位 ��がスピン軌道相互作用によって混成すると
き，その近傍の光子エネルギーで共鳴増大が起きることが
わかります。なお，電気四重極子遷移を磁気双極子遷移で
置き換えた項からも非相反的な磁気光学が生じます。
��遷移金属化合物の場合には，部分占有された ��準位

に関連する光吸収が非相反的磁気光学に寄与するでしょ
う。例えば，遷移金属の原子内 ���遷移，配位子から遷移
金属への電荷移動遷移，遷移金属の内殻電子の �準位への
励起などです。硬Ｘ線領域では，遷移金属の �殻から ��

準位への ��遷移が狙い目だと考えられます。

３．実験方法
実験には産業技術総合研究所が文部科学省学術創成研

究プログラムと共同で建設した �����を使いました。こ
のビームラインは自由度が高く，新奇のＸ線磁気分光のよ
うな試験的な実験を行なうのに適しているのです。
今回測定対象として選んだ ������は斜方晶系に属し

その自発分極は �軸方向にあります。�����以下で強磁性
（正確にはフェリ磁性）状態となり，磁化容易軸は �軸で
す ���������。したがって，Ｘ線の進行方向が �軸に平行な
場合に �・�������の正負で吸収スペクトルが変化すると期
待されます。より詳細にこの系の結晶構造を見ましょう。
������に示すように，酸素が �����面内で層を形成し，そ
の空隙を ��と高スピンの ��が占めます。��のサイトは
�種類あり，���が �����Å�����が -����Åだけ �軸方向に
変位しています。���と ���のスピンは ��以下で反強磁
性的に整列しそれらは �軸にほぼ平行です。それぞれのサ
イトで �軸方向に同じ向きのトロイダルモーメントが発生
することになります。
Ｘ線吸収の測定には光電子やＸ線蛍光を測定するなど

いくつかの方法があるようですが，我々は原理どおり薄い
試料の透過Ｘ線を測定するという方法を採りました。透過
Ｘ線の強度はかなり弱くなるので，長い ������������������

��������� � ��������� �������������� ��������������������������������� ���
���� �������������������������� ���� ��� ���� ������������
�������������������������������� ���������������������・�

�
 �

�
�
�������� ����������������������������� ������������������

������������� �������������������������� �������������������
���������������������������������� �������������������������
�����������������������������������������������������������
����

��������� ���������������������������
�
�� �������������������������������

��������������� ������������������ ����������������������������
�������������������������������� �������������������������
�����������������������������������������������������������
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によって測定しました。また，Ｘ線方向二色性の測定とい
っても放射光Ｘ線の進行方向を逆向きにすることはほぼ不
可能です。したがって，自発磁化か自発分極の反転に伴う
吸収変化を測定することになります。������は外部電場
によって電気分極を反転することができない焦電体ですの
で，自発磁化の反転に伴う吸収変化を測定しました。測定
上最も問題となったのは，どのようにして自発磁化の反転
を行うかという点です。まず永久磁石によって磁場を印加
する方法を試してみました。永久磁石を用いて試料の �軸
方向に磁場を印加してＸ線透過率を測定し，その後永久磁
石を反転して再度透過率を測定するという測定を繰り返し
ました。結論から言うと，この方法は失敗に終わりました。
永久磁石の回転にかかる時間が長すぎて，Ｘ線強度の減衰
が影響してしまうようです。ただしこれは，検出器として
用いた �������������������や電流電圧変換器のゼロ点補正
がうまくいっていないためＸ線強度の減衰をモニター強度
で補正しきれないなどの可能性もあります。私たちは，永
久磁石ではなく交流電磁石を用いた磁場変調法を試しま
した。測定系のブロック図を ������に示します。磁場を印
加するために振幅 ������周波数 ����の交流電磁石を用意
しました。その磁場中に，冷凍機にマウントした試料を
設置します。��������������から放射されたＸ線はシリコ
ン �����の �結晶分光器によって単色化されています。こ
のＸ線をビーム強度モニター用の短い ������������������，
薄片試料，長い透過Ｘ線測定用の ������������������の順
に透過させます。後段の ������������������の信号を電流
電圧変換したのち，直流成分をデジタルボルトメータに
よって，磁化で変調された成分をロックインアンプによ
って同時に測定します。この測定系により，波長 �点あ
たり ���秒から ���秒程度の積算により直流成分の ����

の精度で磁場変調成分を検出することができました �����。
　なお，最終的に得たい ����スペクトルは透過光
強度の変化量 Δ�そのものではなく，吸収が磁場の反転
に対してどれだけ変化するかです。透過Ｘ線強度 �が
Δ�だけ変化するとき，吸収 m�の磁化反転による変化は

と計算できます。
　ところで，極性磁性体では一般的に自発分極の方向が

光学軸になっているはずです。Ｘ線吸収の場合もＸ線の
偏光が自発分極に平行か垂直かで違いがあります。����
スペクトルにも異方性が見られるでしょう。したがって，
����でもＸ線の偏光が �軸に平行な場合と �軸に平行な
場合の二通りについて測定を行う必要があります。実験上
では，偏光状態を変えるか試料およびそれに付随する磁石
の向きを変えるかのどちらかが必要です。移相子等による
偏光制御ができればよいのですが，�����の場合は横方
向のビーム発散角が大きいためダイヤモンド移相子による
偏光制御はうまくいきませんでした。そこで，�����回折
計に磁石と冷凍機を設置して，それを光軸周りに ��度回
転させて測定を行いました。得られた信号が他のＸ線磁気
光学 �磁気円二色性やコットンムートン効果 �によるもの
でなく ����であることは，交流磁場に対する透過光強
度変化の高調波成分の測定，信号の温度依存性と磁化の温
度依存性の比較，および信号の磁場印加方向依存性の測定
などによって慎重に確かめました ���。

４．XNDDスペクトルとその解釈（文献 ���）
磁気相転移点より十分に低温の ����で測定した

������の �線吸収スペクトルと ����スペクトルを �����
�に示します。エネルギー領域は ��の �吸収端近傍で
す。�線吸収スペクトルの ��������より高エネルギー側
に見られる大きな立ち上がりは ��の ��から ��への遷移
によるものです。これを ���������と呼んでいます。その
少し低エネルギー側 ����������付近 �に小さな構造が見
られます。これは ��から ��への遷移によるＸ線吸収で，
��������と呼ばれます。����スペクトルには次のような
特徴が見られます。
��� ��������領域と ���������領域を比べると，前者

のエネルギーで大きな方向二色性を示す。
��� ��������領域の方向二色性は ���ほど離れた位置

に正負のピークを有する。
��� 測定範囲で ����スペクトルを積分すると，大

まかにゼロに近い。
��� Ｘ線の偏光によって ����スペクトルの形状が

異なる。特に，��������領域では符号が反転する。
これらの特徴は何を意味するのでしょうか。��は ��準位
に働くスピン軌道相互作用が重要であることを意味してい
るでしょう。��は ��準位の配位子場分裂との関係を示唆
します。��は振動子強度の再配分を示唆し，��には偏光
による励起状態の選択則が影響しているはずです。

　����が生じる過程を考え合わせれば，次のような解
釈が成り立つと考えています。������の ��は主に歪んだ
八面体サイトを占めています。今，一つの ����八面体を
考えましょう。斜方晶の �������軸に沿って局所的な直交
座標 �������をとると，��軌道は配位子場により近似的に，
エネルギーの低い �����������������������とエネルギーの高い �����

������に分裂します。ここで，�����軸が通常の八面体配位
の場合とは異なることに注意が必要です。この座標系では

������� �������� �������� ��� ���������������� ������� ��� ������
�������������������������������������
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スピンモーメントは �軸に平行になります。そこで，スピ
ン軌道相互作用は，���と ���，���������������と ���の間にそれぞ
れ働きます。さて，一電子的な描像に立つと ��������吸収
の始状態は ��で終状態は ��です。四重極子遷移の終状態
は，Ｘ線の偏光が �w������w���の場合にそれぞれ ���，���と
なります。一方，��遷移は正八面体配位ならば ��と ��

の間では禁制です。��遷移と ��遷移の干渉が起きるため
には ������の ����八面体の歪が重要な役割を果たして
いると考えました。非相反的磁気光学に有効な歪は，バル
クの電気分極の方向，すなわち �軸方向への原子変位だと
考えてよいでしょう。そのほかの局所的な非相反的磁気光
学成分は，各 ��サイトにおける磁気光学応答の総和をと
ると結晶の持つ対称性により消えてしまいます。そこで，
摂動として �方向にポテンシャル勾配を考えます。すると，
��準位が部分的に電気双極子許容となります。具体的に
は，�w������w���のそれぞれの場合について，�������および
���が ��遷移許容となります。以上をまとめると，例えば
�w���の場合次のように書くことができます。

自発分極によって電気双極子許容となった �������励

起と元来電気四重極子許容の �������励起について
スピン軌道相互作用により終状態に混成が生じ，二
つの遷移過程の間に干渉が起きる。スピンが反転す
るとスピン軌道相互作用による軌道の混成の位相も
���度変化するので遷移の干渉の符号が反転し，振
動子強度の増減が起きる。

�w���の場合も同様のシナリオが成り立ちます。もう少し

緻密に考えれば，���������における小さな変調信号も含
めて実験結果を説明することができます �����。これをま
とめたものが ������です。このように，���

�
クラスター

模型を用いることで ����スペクトルを定性的に説明す
ることができます。例えば，先に述べた ����の特徴の
�項目は配位子場分裂に対応することになりますし，�項
目は振動子強度がやり取りされる事情から自然に説明され
ます。では定量性はどうでしょうか。����の大きさ自
体は吸収強度の ��-�のオーダーですが，��������領域にお
けるＸ線吸収の中で �����遷移の寄与は数 �しかありま
せん。その他はより浅い内殻電子が真空準位を越えるよう
な励起による吸収です。その意味では，�����遷移自体に
対する非相反的な項は ��-�のオーダーと考えてよいでし
ょう。配位子場分裂 ������-��とスピン軌道相互作用の大
きさ ������-��の比が �����のオーダーであることを考える
と，この模型が定量的にも ����をうまく説明できてい
るように思います。

　�����
�
の ����がひとつの ��イオンのみを含むクラ

スター模型で説明することができました。したがって，微
視的にはバルクの自発電気分極と自発磁化の外積によっ
てＸ線非相反的磁気光学効果が生じるという群論の見方
を少し修正したほうがよいようです。すなわち，微視的
な反転対称の破れ（変位 �

�
）と磁気モーメント �

�
と �ベ

クトルの三重積によって個々の磁性イオンが非相反的な
応答を示し，その総和が ����となると考えられます。

　ここで ���式で定義したトロイダルモーメントを用いまし

������� ��  �������� ��� ������ ����������� ���� ������ ���������������
������������������������������

�
�������������������������

��������� ��������������������������������������������������������������
��������

�
�������������������������
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た。�����
�
は ��サイトが二種類あり ���サイトと ���サ

イトの磁気モーメントが反強磁性的に整列したフェリ磁性
体で，自発磁化は ��あたり �ボーア磁子以下です。一方，
�方向の変位についても ���サイトが �������，���サイト
が -������と逆向きになっています。結局，自発磁化と自
発分極の大きさは，典型的な遷移金属酸化物の強磁性体，
強誘電体に比べてそれぞれ一桁ほど小さくなっています。
ところが，微視的な変位と磁気モーメントの外積である
トロイダルモーメントは ���サイトと ���サイトで同じ向
きになります。したがって，点電荷模型による見積もりで
�����

�
はおよそ �����m

�
���という大きなトロイダル密度

を持つのです ����。����が極性と磁化によってではな
くトロイダルモーメントによって生じると考えることは，
����の理解にとって重要です。極端な場合，副格子が逆
向きの変位を持てば，反強磁性体でも（検出できるかどう
かは別にして）����が期待できます。
������は電気磁気効果（磁場を印加すると電気分極が

変化する）を示しますが，大きなトロイダル密度がその
原因であるとの指摘もあります ���。����はその電気磁
気効果のＸ線領域への拡張と考えられます ���。Ｘ線を使
った磁性研究の中では，例えばＸ線磁気円二色性 ������
が広く知られています。����は磁化の大きさを測定す
る手法ですが，Ｘ線を用いることで元素選択的・軌道選択
的な性格を有することが知られています。同じように，近
い将来，����は元素選択的なトロイダルモーメントの
検出プローブとして，さらには，磁性イオンの波動関数
に関する情報を引き出すプローブとして発展が期待できま
す。

５．まとめ
多重強秩序を有する ������においてＸ線非相反的方向

二色性 ������を観測することに成功しました。信号強
度の温度変化や交流磁場に対する信号の高調波成分の振
る舞いから ����が磁化に比例することがわかりました。
����スペクトルを ����クラスター模型によって説明す
ることができました。それによると，Ｘ線非相反的磁気光
学は微視的な原子の変位と磁気モーメントの外積であるト
ロイダルモーメントを検出していると捉えることができま
す。
６．今後の展望
Ｘ線非相反的二色性によってトロイダルモーメントを

検出することができました。同じ原理でトロイダルモーメ
ントが反強的に配列した場合には非相反的な過程による磁
気Ｘ線回折が生じるはずです。トロイダルモーメントの交
替秩序は例えば面内方向に自発磁化を持つ人工磁性超格子
で実現されます。超格子の界面では必ず対称性の破れによ
る変位あるいはそれに相当する電気双極子が生じ，これが
界面ごとに反転します。一方，強磁性超格子の界面に存在
する磁気モーメントはどの界面でも常に同じ向きを向きま
す。したがって，これらの外積であるトロイダルモーメン
トは反強的に配列します。このような磁性超格子において

非相反的Ｘ線磁気回折が観測できれば，界面磁性を検出す
るための有力な手段となるでしょう。これは磁気抵抗素子
の研究などに大いに役立ちます。
また，非相反的な磁気二色性や磁気複屈折は多重強秩

序系以外にキラルな磁性体 ���や閃亜鉛鉱型磁性半導体
����などでも観測されています。現在，キラル磁性体や磁
性半導体はそれぞれ材料研究の上で注目されており，Ｘ線
領域の非相反的磁気光学も非常に興味深いところです。キ
ラル磁性体の場合，磁場と電磁波の進行方向が平行か反平
行かで吸収や屈折率が変化し，さらにその変化の符号が �
体と �体とで反転するはずです。
非相反的Ｘ線磁気分光の測定を行うためには，現在の

Ｘ線吸収やＸ線散乱の実験ラインにおいて試料に磁場を
印加する必要があります。さらに，その磁場について正
負の切り替えが必要となります。具体的な手法としては
我々が行なった交流電磁石を用いる方法のほかに，永久磁
石の位置をスイッチさせたり，パルス磁場を用いたりとい
うことが考えられます。また，偏光操作を容易に行なえる
ような仕組みがあると非常に便利です。例えば，上述した
とおり，キラルな磁性体の場合の非相反的な磁気光学効果
（Ｘ線磁気カイラル二色性，�����）はＸ線磁気円二色性
������と同じ磁場配置で観測されます。しかし，円偏光
の切り替えに対して ����が符号反転する信号であるの
に対し，�����は符号が変化しないという特徴を持ちま
す。�����を ����と分離して検出するためには磁場
の反転と偏光操作の双方が不可欠になります。今後，この
ような実験系の構築や整備を行なうことにより，種々の磁
性材料についてＸ線領域の非相反的磁気光学の研究を進展
させたいと考えています。
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����� � �現実には磁性イオンの磁気モーメント分布には広が
りがありますから，反転対称を持つ仮想構造から出
発して各原子を変位させて現実の結晶構造に達する
までの角運動量密度の流れの積分値として定義しな
おすべきでしょう。
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１．はじめに
超臨界流体は通常の液体とは異なり，その性質を自由
かつ大幅に制御できる機能的な溶媒として注目を集めてい
る。臨界点よりも高温・高圧状態にある超臨界領域では，
気液相転移を伴わずに密度を連続的かつ広範囲にわたって
変化させることができる，すなわち，密度の関数として表
される物性であれば，流体の熱力学状態を操作することで
物性値を自由に制御できる。超臨界流体のマクロ物性は「気
体と液体の中間的性質を示す」と概略することができるが，
臨界点近傍では，�����の自由エネルギーの �次微分量と
関連のある物理量が，それだけでは説明できない特異的な
振る舞いをすることが知られている。このような超臨界流
体の特異性は，その不均一な分子分布と深く関連している
ことが近年明らかになってきた。不均一な分子分布を特徴
とした構造を「ゆらぎ構造」と呼ぶことにする。
一成分系超臨界流体のゆらぎ構造に関する情報は，小角
Ｘ線散乱 ������実験によって得られる「密度ゆらぎ」と「相
関距離ξ」によって定量的に扱うことができる。実験的には，
試料を高圧（物質によっては高温）である超臨界状態に保
ち，そこにＸ線を照射して小角部における散乱強度を測定
すればよい。しかしながら，超臨界流体のゆらぎ構造は，
�℃もしくは �気圧でも状態が変わってしまうと，その様
相は大きく変化してしまう。さらに，長時間にわたって超
臨界状態を安定に保持することは非常に困難であるため，
測定は迅速に行われなければならない。参考のため，いく
つかの純物質について臨界定数を �����に挙げた。また，
相図におけるゆらぎ構造の振る舞いを的確に捉えるために
は，様々な熱力学状態に対する系統的な測定（数多い測定
点）が必要である。このような条件を考慮すると，超臨界
流体の ����実験においては，放射光の利用が不可欠で
ある。
我々は超臨界流体の特性とその構造的特徴である分子分

布の不均一度に興味を持ち，研究を進めてきた。本稿では，
まず「密度ゆらぎ」や「相関距離」の概念を説明する。さ
らに，放射光を用いた ����実験についてサンプルセル
を中心に紹介し，最後に，����実験と熱力学計算から得
られた結果をあわせて，相図上における超臨界流体の特異
性とゆらぎ構造の関係およびゆらぎ構造の物質依存性につ
いて述べる。

２．不均一構造の定量的な表現
������に超臨界状態における分子分布のある瞬間におけ
るスナップショットを模式的に示す。白丸で表される分子
が，非常に不均一な状態で分布していることがわかるだろ
う。また，分子の集合状態に注目すると，特定の大きさ，
特定の形を持たない分子集合体が乱雑に分布している。超
臨界流体の構造の特徴は，「大きなゆらぎ」，「様々なサイ
ズのクラスター生成」，あるいは「局所密度増加」など，
研究者により，また測定手段，あるいは観測スケールの違
いにより様々な言葉で表現されているが，要するに，この
ように乱れた系では，その中に規則構造や平均構造を見出
そうとすることにあまり意味はなく，逆に乱れをそのまま
定量的に表現することがより本質的であると考えられる。
我々は「密度ゆらぎ」と「相関距離 ξ」の二つの物理量に注
目して超臨界流体の構造解析を行ってきた。密度ゆらぎは
平均分子数からのずれの観点から，また相関距離は分子集
合体の大きさの分布の観点から，ゆらぎ構造を定量的に表
している。

小角Ｘ線散乱実験から得られる超臨界流体の描像

新井（鮎澤）亜沙子、西川恵子

千葉大学大学院自然科学研究科
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2-1.  密度ゆらぎ
今，系の中に注目した微小体積中にある粒子数を �と
したとき，この微小体積 �内の空間的粒子数のゆらぎは，

である。ここで空間的粒子数のゆらぎは，当然注目する任
意の微小体積に依存する。このため密度ゆらぎの定義式は
示強変数化された次式となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　���

また，密度ゆらぎは小角Ｘ線（もしくは中性子線）散乱強
度と以下のような関係にある����。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

� � � �

ここで ���������は分子一個あたりに規格化された �����

へ外挿した散乱強度（�：散乱パラメータ �������p���θ���λ���θ：
散乱角 ��λ：波長）�は �����での分子一個あたりの散乱振幅
で，Ｘ線回折では一分子中の電子数に相当する。小角Ｘ線
散散乱実験での観測スケールは，Ｘ線の可干渉長（約数千
Åか？）程度の長さで定義される空間の平均量を観測して
いると思われる。一方，密度ゆらぎの長波長極限（観測ス
ケール無限大）の統計平均は，等温圧縮率 κ��を用いて以
下のように与えられる����。

� � � �

式 ���において ��は ���������定数，�は絶対温度，�は
数密度である。また，等温圧縮率 κ�は，�����の自由エネ
ルギーを用いて以下のように与えられ，密度ゆらぎは κ�と
同様に �����の自由エネルギーの �次微分量であることが
わかる。式中の �は流体の体積，�は圧力である。

� � �������������������������������������������������������������������

2-2.  相関距離
������で示したように，超臨界流体中ではさまざまな大
きさの分子集合体が乱雑に分布している。こうした系の小
角散乱強度は，次に示す ����������������式でよく表され
ることが知られている����。

� ����������　　　　��������������������������������������������������������

�����は散乱パラメータ �（�����π���θ���λ���θ：散乱角 ��λ：
Ｘ線波長）における散乱強度，ξは ����������������の

相関距離と呼ばれている。相関距離 ξの物理的意味は
����������������式をフーリエ変換して得られる密度 �密度
相関関数で表される。

ここで，ρ����は，位置ベクトル ��における数密度，ρ—は平
均数密度である。式 ���は，平均密度を背景として浮き出
て見える部分の相関関数が，指数関数的に減少しているこ
とを示している。相関距離 ζは，その減衰の程度を表わす
パラメータである。
����������������式を超臨界流体に適用させた場合，流
体の熱力学的状態が臨界点に近いほどよく成り立つ。式
���の逆数をとると，

� � �

となる。すなわち，小角Ｘ線散散乱実験を行い，��に対し
強度の逆数をとれば �����������������������，その切片より ��

���が，傾きより ξが求まる。

３．実験
3-1. SAXS 実験
����測定は ������の小角Ｘ線散乱実験装置で行っ
た。Ｘ線の波長は ����，ビーム径は検出器 ���������������
�������������������������������直前で約 �������に集光さ
れている。カメラ長は約 �������であり，これに対応す
る散乱パラメータ �の測定可能な範囲は ����������������で
ある。また，ひとつの熱力学的状態に対するＸ線の照射時
間は ���秒であった。

3-2.  サンプルセル
超臨界流体の ����実験には，サンプルセルとしてＸ
線を通すための窓のついた耐圧容器を用いる。������に超
臨界ベンゼン用のサンプルセルを示す����。このセルは従来
のもの�������と比べて小型であり，短時間で簡便に試料を
測定可能な状態にセッティングすることができるため，利
用時間の限られた放射光施設での実験に適している。超臨
界ベンゼンは，金属に対する腐食性がないため，セルの本
体材質には一般的なステンレス合金である ������を用い
ている。高腐食性の超臨界水などを試料とする場合には，
チタンなどの耐食性金属を用いる ������。Ｘ線用の窓にはφ
������厚さ ������の単結晶人工ダイヤモンドを用い，フ
ランジ型のパーツで外側から固定した。本体と窓のシール
材には線径 ������の金線 ������を用いている。
試料の圧力測定にはひずみゲージを，また，温度測定に
は熱電対を用いた。超臨界領域の中でも特に臨界点近傍で
は，わずかな温度・圧力の変化で流体の密度も大きく変わ
ってしまうため，通常の液体や気体よりも流体の温度勾配
による対流が起こりやすい。このように流体の熱力学状態
が不安定であると，本来の目的以外のマクロなゆらぎが生

���

���

���
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じてしまうため，正確なゆらぎ測定ができなくなってしま
う。特に小型のセルの場合，高圧ラインにリークがほとん
ど認められなくても，熱伝導などによる熱の出入りによっ
て流体の熱力学状態が非常に不安定になる。しかしながら，
本サンプルセルでは加熱・保温方法を工夫することにより
優れた温度安定性を得ることができた。セルは，本体のメ
インヒーターおよびヒーター付の銅製のジャケットを併用
して加熱し，���制御によって温度コントロールを行った。
ジャケットとセル本体の間には保温のための空気層を設け
てある。また，測定部の直下から出ているセルの支柱には，
セラミック製の断熱カバーを支柱にとりつけた。このよう
な保温および断熱対策は，温度安定化を図るにあたって非
常に有効であった����。

４．結果と考察
4-1.  尾根線
気液共存線が一次相転移点の集合体であることはよく
知られている。その高温高圧側の終点である臨界点は二
次相転移点であり，ここではすべての �����の自由エネル
ギーの �次微分量が発散する。これらの物理量は指数関数
的に発散することが知られており，臨界現象の立場から詳
細な研究がなされてきた ���。先にも述べたように，密度ゆ
らぎは �����の自由エネルギーの �次微分量であり，その
値は臨界点で発散する。������は，式 ���を用いて熱力学
計算を行った超臨界 ���の密度ゆらぎの結果を密度 �温
度の相図上に三次元的に描いたものである。������に描か

れた密度ゆらぎの等高線に注目すると，相図上における密
度ゆらぎの分布は臨界点から等方的に広がっていくのでは
なく，ある特定の熱力学状態で極大値を与えるような尾根
線が存在することがわかる。ここで尾根線は，等温線上で
密度ゆらぎの最も大きくなる熱力学状態を連ねた相図上の
線と定義する。尾根線は臨界等密度線とは一致せず，温度
が高くなり臨界点から離れるほどより臨界密度より低密度
側にずれる。また，物質が異なっても，尾根線の位置はほ

�������������������������������������������������������������������������
������������������ �������������������������������������������
������������ ��������������� ������ ������������� ���������①�
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ぼ一致することを ����実験で我々が明らかにしてきた。
������と ������に ����実験から得られた ������������������
����������������������������������������の密度ゆらぎと相関距
離の密度依存性を示す。
さて，密度ゆらぎ以外の物性値と尾根線の関係を照らし
合わせると，それらの異常点が尾根線上の熱力学状態と対
応していることが明らかになった ��������。具体的には，以
下の通りである。
��　尾根線上で，�����の自由エネルギーの �次微分量に

関連した物理量は極値をとる。例えば，比熱，等温
圧縮率，部分モル体積，音速，熱伝導率などの例を
挙げることができる。

��　溶解度の変化率は，尾根線上で最大になる。すなわち
尾根線を境として非常に溶解度の大きな領域と溶解
度の小さな領域に分かれる。

��　超臨界流体を媒体として反応を行った場合，多くの反
応で速度定数の特異点は尾根線上にある。
また，以上に述べたことは，密度ゆらぎをそのまま相関
距離 ξ�に置き換えても成り立つ。
上述した事実は，尾根線は超臨界領域における何らかの
境界線であることを暗示している。尾根線の物理的な意味
づけを明らかにするため，もう少し議論を深めてみよう。

�����相図上に尾根線を描くと，臨界点で気液曲線とな
めらかにつながる。また，��������������状態方程式を用い
て密度ゆらぎの尾根線を解析的に式で表し，その物理的
な意味を考察した結果，尾根線は �����自由エネルギーの

すべての �次の微分量が �となる点の軌跡であり，数学的
にも臨界点で気液共存線となめらかにつながっていること
が明らかになった�����。気液共存線が臨界点で途切れ，超
臨界領域では何もその影響がないというのは，臨界点以下
の気液共存線付近の物性値の挙動から考えても不自然であ
る。尾根線は，超臨界領域における気液共存線のなごりで
あり，より気体的な領域とより液体的な領域の境界線と考
えることができる。
相関距離 ξの立場から尾根線の意味を考えてみよう。ξ
が単純に分子集合体の大きさを表しているとすると，尾
根線よりも高密度側でその値が減少するのは，密度が増加
するにもかかわらず分子集合体の大きさが小さくなってい
ることになり矛盾してしまう。実は，Ｘ線は電子密度差に
よって散乱されるため，その性質上，低密度状態における
分子集合体と高密度状態における空孔 ������，つまり補系
の関係にあるような二つの系を散乱強度で区別することは
できない。よって ξ�は超臨界中における散乱体の大きさを
反映しており，低密度側では分子集合体が，高密度側では
空孔を散乱体とみなすことができる。尾根線では，分子が
実効的に占める空間と ����の比率によって決まっており，
その比率より ����の占める体積が大きい場合は「気体的」
となり，分子が占める体積が大きい場合は「液体的」と
なる。また，Ｘ線にとって尾根線は，分子集合体の分布と
����の分布の区別がつかなくなる状態であるといえる。
次に，尾根線が臨界等密度線よりも低密度側へずれるこ
とについて議論する。我々は「臨界点および尾根線は，空
間を物質と ����に分けた場合，その体積比率がある特定
の値になる点の連なりである」という仮説を立てた。この
場合，物質の占める体積とは，排除体積まで含めた分子が
実効的に空間を占める体積である。もし，この仮説が正し
いとすれば，ずれは温度上昇に伴う分子の実効体積の増加
と解釈することができる。臨界点から温度が上がっていく
に従い，分子の熱運動は激しくなる。熱運動まで含めた実
効体積の増加の結果，臨界点から離れるに従い，尾根線は
臨界等密度線よりずれてくることになる�����。

4-2.  ゆらぎ構造の物質依存性
������と ������に示したように，�����������������������

���の密度ゆらぎと相関距離 ξを比較すると，それらのピ
ーク位置はほぼ一致するが，その値に対する物質依存性は
まったく異なる。これは，密度ゆらぎは分子数だけを考え
た無次元量であるのに対し，ξは分子の大きさを反映した
距離の次元を持つ物理量であることによる。すなわち，ξ
は，ゆらぎの情報に加えて，物質の分子サイズの情報も含
んでいる。密度ゆらぎが同じ状態にあっても，分子集合体
の大きさはそれを構成する分子サイズに依存する。������

に分子サイズ σで規格化した相関距離 ξ���σを示す。ここで，
分子サイズとして �������������ポテンシャルのサイズパ
ラメータを用いている。密度ゆらぎと ξ��σの物質依存性を
比較すると，両者はほぼ同じ傾向にあることがわかる。規
格化した相関距離 ξ���σは分子集合体の大きさを分子数単位
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で表していると考えられるので，������と ������の結果は
������で示された超臨界流体の描像と矛盾しない。ξが分
子サイズに依存することを考慮すれば，超臨界領域におけ
る密度ゆらぎと ξは，非水素結合性物質については対応状
態の原理が成立することがわかった ����。
また，密度ゆらぎと ξ� ��σの結果から ���が他の物質と
比べて特異的に大きなゆらぎを持つことが明らかになっ
た。���の特異性は，水素結合の特殊な引力相互作用の結
果であると考えられる。水素結合は他の物質の引力相互作
用よりも遠距離まで及び，かつ，方向性を持ったネットワ
ークを築くため，分子集合体を形成に大きく関与してくる
と考えられる�����。一方で，双極子モーメントや四重極子
モーメント，π電子などの相互作用の違いは，ゆらぎ構造
にはほとんど現れないことが明らかになった�����。

５．まとめ
本稿では，超臨界流体に特徴的な「ゆらぎ構造」に着目
し，臨界点近傍における超臨界流体の特異性について述べ
てきた。これらの議論は，����実験から系統的に求めら
れた「密度ゆらぎ」と「相関距離 ξ」によってなされ，超臨
界流体の特性の本質に結びつくいくつかの事柄が明らかに
なった。今までは超臨界領域に対して「液体とも気体とも
つかない領域」のような漠然とした表現がなされてきたが，
相図上における密度ゆらぎの分布特性の議論によって「尾
根線」という液体的な領域と気体的な領域を分ける境界線
が存在することが明らかになった。また，ゆらぎ構造の物

質依存性の議論では，相関距離 ξの分子サイズ依存性を考
慮すれば，水素結合性物質は除いて，対応状態の原理が成
り立つことが明らかになった。
本研究で得られた知見は，従来の構造解析の定石である
規則性や平均構造を考えていたのでは見えてこない事実で
ある。乱れた系においてゆらぎをパラメータとする解析方
法は，超臨界流体の本質を明らかにする上でもっとも有効
な手段の一つであるといえるだろう。

謝辞
我々の小角Ｘ線散散乱実験は，すべて高エネルギー加速
器研究機構の ��������������で行われたものである。実験
の機会を与えてくださった ��������������および ������

の小角Ｘ線散散乱装置の使用に関してお世話になった方々
（東京大学・雨宮慶幸教授，大阪大学・若林克三教授，理
化学研究所・伊藤和輝博士，奈良先端科学技術大学・上久
保裕生助手）に感謝したい。また，超臨界流体用のサンプ
ルセルの設計・製作にあたっては，学習院大学工作工場の
宮城博氏，下川祐司氏，㈱松尾工業所の松尾仁氏にお世話
になった。
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（����年 �月 ��日原稿受付）
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最近の研究：超臨界流体やイオン液体などの構造と物性の
研究。
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第 15回　総研大･ KEK 夏期実習の報告

放射光科学第二研究系　足立伸一

　今年も夏期シャットダウン前の �月 ��日～ ��日の �日
間，総研大･ ���夏期実習が開催されました。この夏期
実習は，主に大学院生及び学部高学年の学生，または民間
企業等の若手研究者を対象として，加速器実験の現場に触
れ，また素粒子原子核，物質構造科学の実験及び加速器科
学の実験を自らの手で行うことによって，高エネルギー加
速器が拓く新分野を体験し，理解し，楽しんでいただくこ
とを目的としています。本年度の参加者数は ��名で，内
訳は学部 �年生 �名，学部 �年生 ��名，修士 �年生 ��名，
修士 �年生 �名，博士後期 �年生 �名，博士後期 �年生 �名，
博士後期 �年生１名，研究生 �名，社会人 �名でした。
　第 �日目に，放射線安全講習会，ガイダンス，���・総
研大の紹介が行われ，それに引き続いて共通講義が行われ
ました。共通講義は �つの講義から参加者が自由選択する
方式になっており，���各研究部門を代表して，以下の
�つの講義が行われました。
・素粒子物理学の現状と展望（素核研・小林　誠教授）
・m��法による磁性・超伝導研究の最前線
　　　（物構研・門野良典教授）
・リニアコライダー加速器開発の現状と展望
　　　（加速器研究施設・浦川順治教授）

　第 �日目にはテーマごとに分かれて実習が行われまし
た。素粒子原子核実習，物質構造科学実習，加速器科学実
習のうち，物質構造科学実習のテーマは以下の �コースで
した。
・���中のリン原子軟Ｘ線吸収による鎖切断の検出
　　　（担当：小林，宇佐美）
・蛋白質Ｘ線結晶構造解析（五十嵐，松垣，加藤，若槻）
・光電子分光で探る物質のバンド構造（小野，久保田）
・円偏光を利用した軟Ｘ内殻磁気円二色性（小出）
・粉末回折を極める�その �（澤，若林）
・パルスＸ線を使ったＸ線回折実験（足立，河田）
・ダイヤモンド・アンビル・セルによる超高圧下回折実
験（亀卦川）

・m��（ミュオンスピン回転）法による物性研究
　　（門野，西山，大石）
・中性子非弾性散乱による水素のハーモニックポテンシ
ャルの直接観測（伊藤）

　第 �日目は，午前中に実習の続きと，テーマによって
は報告会などが行われ，午後には全体で �班に分かれて
���内の各研究施設の見学を行いました。放射光関係で

は，��（見学対応：間瀬）と �����（見学対応：足立）
が見学場所となりました。
　最終日に行った参加者のアンケート集計によると，実習
については，理解度，進め方，時間について ���以上の
参加者が満足し適切だったと回答しました。共通講義につ
いても理解できた（���），内容について満足（����）と
非常に好評でした。昨年度から導入した �つの共通講義か
らの自由選択形式が定着したことを示すと共に，本年度の
共通講義の講師の方々が非常にわかりやすい講義をしてく
ださったことが，今回好評であった最大の要因であると思
われます。最終日の施設見学については時間が適切（���），
内容に満足（���）とのアンケート結果となりました。
　今年度は ��名もの参加者を迎えることができ，また参
加者の方の反応もおおむね好評だったようです。来年度も
夏期実習が開催される予定です。本年度の経験に基づいて
さらに魅力のある講義，実習を企画いたしますので，ぜひ
多くの方の参加を期待しております。また，これをお読み
になった大学教員の方々は，ぜひ学生の皆さんに勧めてい
ただければ幸いです。最後に，夏期実習にご協力いただい
た ��スタッフの皆さんに感謝したします。

�����での夏期実習風景
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ユーザーとスタッフの広場

������

黒田晴雄先生を偲んで

　黒田晴雄先生は急
性間質性肺炎のため
去 る � 月 � 日 に ��
歳の若さで永眠され
ました。先生は初代
放射光実験施設長と
なられた高良和武先
生他の方々とともに
����年代前半からフ
ォトンファクトリー
の創設に携わられ，
��懇談会の「��通信」
の発行等ユーザーコ

ミュニティと施設のリエゾンとして放射光コミュニティの
成長に大きな貢献をされてこられました。筆者が大学院に
入学した最初の研究室コロキウムでフォトンファクトリー
計画について話されていたことを思い出しました。当時，
先生は ��代であったことになります。
　��運転開始後も放射光実験施設協議員会委員，副会長，
物構研評議員会議長の他，高エネルギー物理学研究所の運
営協議員会委員，高エネルギー加速器研究機構の評議員等
を歴任され，現放射光科学研究施設，高エネルギー加速器
研究機構の運営に所外から大きな寄与をされてきました。
　放射光関連の研究面では ��の ����研究の魁として
数々の仕事をされ，東京大学理学部付属分光化学センター
（現スペクトル化学研究センター）のビームライン �����，
�の建設に携わられました。「施設側では整備できない特
化したビームライン，実験装置を利用者が整備する」とい
うお考えであったと記憶しています。一方，研究室では顕
微赤外分光法で有機伝導体の研究もされていました。
　東京理科大学へ移られてからはこの二つのアクティビテ
ィを統合して，赤外 ���の建設に尽くされました。その
赤外 ���も最近になって研究に使えるまでに成熟してき
た矢先の訃報でした。
　黒田先生は個性の強い強力なリーダーというよりもむ
しろ，穏やかで論理的な話の中でいつの間にか周りが説得
されているという感じの方でした。また，異分野の方々に
要所を分かり易く説明される方でした。こういった性格が
��の建設にプラスに働いたのかも知れません。
　「放射光」という名前に対する愛着は一入で，機構が発
足し，放射光実験施設が物質構造科学研究所の一部となる
時には「放射光実験施設がなくなってしまう」と漏らされ
ていました。幸い放射光科学研究施設として今日に至って
おり，放射光科学第一，二研究系が発足した年に亡くなら
れたのは残念でなりません。

　最近では ����年の ��外部評価委員，����年の ��外部
評価委員長，同年の機構の外部評価委員長等を歴任され，
辛口の提言を頂きました。上記の ����建設にも表れてい
るように先生は共同利用研究所の果たすべき役割とユーザ
ーの果たすべき役割を峻別され，先の ��外部評価委員会
でも「��に外から期待するのは ���������������」，「方法論
的なことを支えるのは ��しかない」，「建設をしたチーム
の義務として �������������」等の発言をされていました。
��の建設に携わり，真剣に放射光の発展を願われた先生
にはこれからも将来計画の推進等でお力をお借りしたいと
ころでしたが，致し方ありません。不肖の弟子の一人とし
て先生のご冥福をお祈り申し上げます。　

　　　（放射光科学第一研究系　野村昌治）

定年退官となって
小林正典

PF 建設当時
　����年 �月末日に高エネルギー加速器研究機構での定
年退官の時を迎え退職しました。当時の高エネルギー物理
学研究所に着任したのは ����年 �月でしたのでちょうど
��年間勤めたことになります。��年前の建設当時と ��
が現在おかれている状況とを交互に思いながら，スタッフ
ではない個人の考えについて少しページを使わせていただ
きたく思います。
　����年（昭和 ��年）から �年計画で ��の施設建設が
スタートしていました。当時の ��は入射器系，光源系，
測定器系という �つの研究系からなりたっていましたが，
光源研究系に属し，電子ストーレジリング真空系の担当責
任者として真空ダクト，真空排気系，真空計測ならびにイ
ンターロック系などの設計・建設・運転が仕事として指示
されました。電子加速器真空系のシステム全体をまず設計
し，しかる後に各コンポーネントを設計するという方針を
とりました。そうせずに，年度示達予算に合わせて排気ポ
ンプや真空計などを順次購入し，真空ダクトを製造しなが
らシステム全体に思いをめぐらせて，それらを �年後の完
成年度に組み上げるという道を選べば，それは「寄せ集め
であって，システムとは呼べない代物」となってしまう，
というのが私の基本的な考えでした。そのような考えの
裏づけというか後支えとなったのは �����������������������
�����������������マンハッタン計画　中村誠太郎訳　早川
書房　昭和 ��年 ��月初版　でした。今年退官する年齢の
者にとって，太平洋戦争の記憶，特に原爆については特別
な思いがあり，複雑な気持ちで訳本を読み始めました。彼
らはなぜ成功したのか，どのような組織で成功したのか，
どのような人間模様があったのか，教えられるところが多
かったことを鮮明に覚えています。戦争という勝つことを
目的としたプロジェクトでは，そのための開発とその達成
についての予算はもちろん，時間的制約が非常に厳しいと
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いうことです。たとえノーベル賞受賞の物理学者であって
も最終目標達成に合わなければ途中段階で計画の重要な地
位からはずすという厳しさ，「事を成し遂げるときに私情
を挟まずに，取り上げること，取り下げること，切り捨て
ること」の判断基準について文字通り眼からうろこの読書
経験でした。システム設計の当初からゴールが鮮明でなけ
ればシステム設計として落第であること，また，システム
には当初の性能だけでなくいわゆる「戦争での補給」に相
当するメンテナンスの概念も最初から考えに入れて設計す
べきである，ということも教えられました。このような設
計方針を念頭におきながら，それまでの世界の他の電子ス
トーレジリング真空系には無いいくつかのアイディア工夫
を設計に持ち込みました。試作品を作って検証しその結果
を基にして量産することが通常行われるのですが，単年度
予算ゆえに試作なしに設計製造したものをそのまま最終製
品とせざるを得ない状況でした。年度を越え且つ異なるメ
ーカーによる製品が，設計どおりに磁石の上で現場溶接に
よって接合組立ができるかどうかということに最も神経を
使って設計しました。現在では設計の妥当性をコンピュー
ターシミュレーションによってチェックすることが可能で
すが，当時は不可能でした。そのような理由からシステム
全体設計は不安の連続でしたが，故人となってしまわれた
堀越源一先生をリーダーとして ������から �������にエ
ネルギーを高めていた陽子加速器真空グループの方々から
貴重な経験を教えていただき，また多くの諸先輩からのア
ドバイスや同僚さらにはメーカーの設計・工務担当の方々
からのヒントやご援助を受けながら仕事を進めていきまし
た。�一方，グループによっては年度ごとに設計製造した製
品をストックするという予算の消化が行われていました。
真空グループの仕事の進め方は，最初にシステムの最終形
態を考えるという異なった進め方をしましたので「考えて
いないでとにかく物を作らないと間に合わない」というこ
とで，当事いろいろとご批判をいただくこともありました。
しかしながら，先に記した「システム設計」に臨む基本的
な考え方・方針を変えなかったことがその後の ��電子ス
トーレジ真空系の性能を得ることが出来た理由の一つにあ
ると考えています。
　現在は理研に所属している北村英男さんが ��計画の第
�年度に着任され，設計が遅れていた真空度測定系と真空
インターロック系を担当していただきました。彼はそれ
までの ��������での経験を活かして ��（���製）を用い
たコンパクトで使いやすいシステムを構築しました。この
システムがどれほど優れていたかは，現在まで大きく変更
することなく実用になっていることからも明らかです。当
初計画で予算失念があったために設計が遅れていたもう一
つの重要な真空系に，入射器からリングまでのビームトラ
ンスポート真空系がありました。光源真空グループは私と
北村さんの二人しかいないこともあって，北村さんにビー
ムトランスポート真空系の設計・製作・設置を全面的にほ
とんど一人で受け持ってもらいました。その成功もあって
����年 �月にビームを電子ストーレジリングに入射して

運転開始に間に合わせることができました。その後の ��
リングの性能向上については ���������������や ��ニュー
スなどに記されているのでここでは省略いたします。����
年度の最後には，��リングの公称性能��������������を
大幅に超えて ������������のビームをリングに周回させ
ることができました。真空システムの設計目標を ���以
上も超えて運転できたことは ��～ ��年前にシステム設
計をした者として，ホッと出来た瞬間でした。����年の
高輝度化の改修に伴いオリジナルの真空ダクトのおよそ
���強は新型の細いダクトに置き換えられました。さらに
����年現在進行中の直線部増強計画の改修では残りのダ
クトの大半も改訂版電磁石に合わせるため置き換えられる
はずです。真空計測系も更新が計画されていますので，��
年前に設計・製作した真空システムは大きく変貌をとげ
ることになると思います。初代真空システムに対して，��
年にわたる長らくの安定運転ご苦労様でしたと云う気持ち
です。

将来計画についての想い
　退官に伴い多くの資料を整理しました。その中には ��
ならびに ��に関する資料と共に ��������，��放射光利
用計画，極紫外軟エックス線光源計画（������計画）な
どの資料があります。特に ������計画では ���キャン
パスを受け皿とする可能性も想定されたことから，���
施設部のご協力をいただいていろいろの調査資料を数年に
わたって作りました。関係者各位にお礼を申し述べたいと
思います。
　��はご存知のように，トリスタン計画の電子・陽電子
入射蓄積リングとして設計，建設された加速器です。����
年 �月に高エネルギー物理学研究所から高エネルギー加速
器研究機構への組織変更がありました。��放射光利用に
対する機構の方針を実現すべく改造費用が補正予算によっ
て確保され，予算執行のために放射光源研究系，物質科学
研究系，加速器研究施設の各スタッフによる特別実行チー
ムが編成されました。��リングの運転，���������の運転
を続けながら改造作業が続けられ，その結果，軌道の確保・
安定化，ビーム寿命の改善（改造前の �～ �倍）に成功
しました。�����は世界的に見ても，硬Ｘ線パルス放射
光を常時供給できる唯一の放射光源であり，�����関連
の実験にも使っていただける性能に出来たのは，改造に関
係した各位のご尽力によることは明白です。ご賛同ご協力
に心より感謝いたしております。この ��リングの放射光
光源としての歴史的経緯・高度化作業とその達成された性
能について �����������������������������������������������
������高度化計画 �　と題して ����������の最新号に報
告がなされるはずです。
　放射光源としての ��リングについての予算要求を「将
来計画として行ったか」と云いますとそのようなことはな
かったと記憶しています。予算獲得の努力と結果の関係に
おいて，��は例外と思います。��������計画の後に，「新
規の放射光利用計画」の提案はいくつもありましたが実現
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にこぎつけられていないのが現状です。計画作成，予算要
求，執行体制，予算措置をする当局側の意識，それらすべ
てに天の配剤がなされないと，新計画は進水式を迎えるこ
とが出来ないということでしょう。第 �世代の ��������，
第 �世代の �������，第 �世代の ��������と提案され実現
されたこれらの計画はそれぞれ ����������と位置づけられ
る計画と呼んでよいでしょう。予算獲得に寝食を忘れて奮
闘努力された方々から叱られそうですが「����������に値
する計画に対しては当局も予算措置をしたくなる」そのよ
うにも云えるのではないでしょうか。この先の ����������
となる要求は何なのでしょうか。リング型加速器では超高
輝度・極短パルスＸ線を発生させることは原理的に不可能
です。「（���のような）使い物になるかどうかわからな
い新光源よりも，使えそうな（リング型の）���世代光源
が必要である。」という気持ちを ��ユーザーが持ってい
ることは ��シンポジウムの際にお聞きしました。しかし
一方，「（���のような）新光源を現実のものとし動作させ
るために，事前に解決しておく要素は光源側では何か。利
用側では何か。小額の予算でそれら要素の課題解決を追い
詰めるとしたら，取り上げる要素の優先順位は何か。」と
いう質問や議論はありませんでした。これが意識の現状と
見えました。わが国以外での将来計画の立案は，ヨーロッ
パやアメリカはもとよりアジアにおいても第 �世代は当然
としてさらにその先を狙って進められています。このよう
な情勢を見るにつれ，誤解を恐れずに云えば ��ユーザー
の大勢は保守的なのではないでしょうか。放射光利用科学
にフィットして計画を作るというのは正論と思います。し
かしそこには落とし穴があります。ユーザーが保守的です
と，計画段階ですでに保守的計画となり，将来 ����������
と呼ばれる計画にはならないのでは。したがって予算措置
をしたくなる計画にはなれないのではと恐れます。乱暴な
論旨でしょうか。
　��計画がようやくスタートし光源棟建設が盛んに行わ
れていた時期，初代施設長であった高良和武先生は「��
はスタート時点で ����������������に負けている。もっ
と斬新な性能を狙って欲しい。」と云われていたのを記憶
しています。����の ����������は低エミッタンスを狙っ
ていたためにラティスの構造が ��よりも挑戦的であった
ことについての発言でした。先生はさらに「安全にビーム
を回してストーレジすることに力点を置きすぎる。もっと
先のことを考えてほしい。」と求められました。保守的ラ
ティス設計と云われた ��加速器が順調に性能を高めたの
に対して ����の ����������が長いこと運転に苦労してい
たこと，また ��リングが �����×���→ �����×���→ ����
×���とエミッタンス性能を順次高めてきた事実，これらに
ついては皆様ご存知のとおりです。��計画が成功したベ
ースに，プロジェクトリーダーが「難しいことを，志を高
くしてやれ」と云い，現場担当者が「問題点を解析して対
策を施し，性能を出していく努力を継続した」ことがあっ
たと思います。「歴史は繰り返す」という言葉を今に当て
はめれば「高性能光源を使った利用研究を進めるのだから，

今は実現化が困難に見えるような先進的ハード（光源なら
びに測定器）を将来計画の中心に据えよ」と声高らかに呼
びかけることが必要ではないでしょうか。�
　��建設に先立つ約 ��年ほど前から�（��という �����
�����足りうる）新光源実現のための地道な活動が有志に
よって続けられ，��年経ってようやく ��建設が可能とな
ったという事実があります。��建設以降 ��年間続いた安
定な運転と利用の間にこのことをほとんど忘れ去ってし
まった，あるいはまったく知らない，ということはない
か。先人が努力を重ねて築いた過去の財産を食いつぶして
利用の日々を過ごしているのではないかという「申し訳な
さ」の視点が弱くなっていると感じています。在職中にこ
のことについてかねがね気になっていましたので私的には
折に触れ話をしたことがありましたが，退官という形でい
ったん外部に出ますと「��の責任はきわめて大きい」こ
とをあらためて思い知ります。��の歴史とその波及効果
から見て明らかなように，現有の光源更新計画を推進する
以上の責任と役割が ��にはあると思います。それは「�����
������の概念とは何か」を提案することではないでしょう
か。��においては，ユーザーの意見を聞くことも大事で
すが，まず光源系と利用系の内部スタッフ相互の濃いコミ
ュニケーションによって「将来計画において解決されてい
るべき課題はこれこれであり，それらはこのようなアイデ
ィア・方式を用いて解決する」と意気高らかに宣言するこ
とではないでしょうか。カタログスペックを並べるのでは
なく，また最初に旗を掲げるのではなく，例えば「利用研
究にダイナミックスを導入することが可能な ����������足
りうる計画である」としてユーザーに示し，将来計画に関
する意見を ��がリードすることではないでしょうか。
　放射光研究施設 ��は ��リングと �����リングという
二つの財産を持っています。将来計画を立案する際に，解
決したい課題を現実の加速器で測定したり，アイディアを
確かめたり出来る貴重な財産とこの二つの光源を位置づけ
てきました。����������となりうる将来計画のために克服
しておくべき課題を明快に解決できるという意味で，��
スタッフは大きなアドバンテージを持っているのです。将
来計画に関する資料を退官に当たって処分しながら，実現
しなかった将来計画だけに専念するのではなく，��なら
びに ��という実機に触れ，将来の光源加速器の具体的な
課題について思い巡らすことが出来た私は幸せであったと
思っています。�
　後から振り返っても����������と位置づけられる計画は，
利用科学の展開についての概念が明確であり，それ故に
����������の視点を持つ �������������計画でしょう。��が
そのような �������������計画の中心となれるよう願ってい
ます。��スタッフならびにユーザーへの応援歌です。



PHOTON FACTORY NEWS Vol. 22 No. 2 AUG.

36 37

ユーザーとスタッフの広場��������������������������������������

������

ユーザーとスタッフの広場

������

三国晃技術部長のご退官にあたって

加速器研究施設技術調整役　　徳本修一

三国晃技術部長が ����年 �月末をもって停年のため退
官されました。
三国氏は，東京大学物性研究所付属軌道放射物性研究

施設での経験を活かし，放射光実験施設で放射光利用実
験開始間もなくから測定器研究系での研究支援の体制構築
に向けて御尽力されました。さらに，技術部においては，
����年 �月に課長，����年 �月から技術部長に就任され，
技官の資質向上と後継者養成のための組織的活動を促すた
め，技術部の運営体制の確立，技術職員の研修制度の充実，
外部機関との技術交流等に努められ，現在技術部が果たし
ている役割の基礎を築き上げられました。これまでの御尽
力に感謝するとともに，これからもますますの御活躍と御
健康を願うものです。

放射光実験施設は，����年のコミッショニング以来，
大学共同利用実験を円滑に，また効率的に遂行できるよう
に，光源リングおよび測定器フロアの教官，技官が一体と
なって安定で継続的なビーム供給を目指して運営されてき
ました。最近は利用もますます盛んになり，放射光実験施
設の教官，技官スタッフの皆様が継続して改善改良に努力
された成果とお喜び申します。
三国氏が異動してこられた当時は光源研究系の技官数

は �名でしたが，測定器研究系はその年度に入所した小菅
さん �名という状況でした。高エネルギー実験では，加速
器の故障等によるスケデュール変更に対して，「まあ機械
の故障だから仕方がないか，この分はどこかで埋め合わせ
よう」というような傾向がなくはなかったのですが，放射
光実験ではユーザー数も多く，各マシンタイムも短期間が
多いので，スケデュールの変更などは許されないというよ
うな意識でいないと満足なサービスは提供できません。当
時の光源研究系主幹でおられた冨家先生は，「ユーザーは
規定を外れた使い方でマシンを止めることがある。マンパ
ワーのない状況では夜間の不測の事態は朝まで待たせよ」
と仰っていながら，いざそのような状況となれば急いで宿
舎から駆けつけ復旧まで見守っておられました。三国氏は
東京大学物性研究所での経験から，研究支援組織の充実と
支援者の育成に強い意欲をもっておられ，「研究者は研究
成果を得ることに集中し，技官はそのための支援を行う」
というように，測定器フロアでの実験支援のあり方に心血
を注いでおられたように思います。また，大学での技官の
仕事振りや処遇を見てこられた経験から，技官の自立とい
うことが重要であると考えられ，当時の測定器研究系主幹
の佐々木先生とご一緒に，技官の自律を促すための方策案
を相談されておられました。着任当初から三国氏のこの考
え方が，放射光実験研究系での技術支援のあり方の基盤と
なり，現在の姿につながっているのでしょう。

三国氏は技術部の運営にも同様に心を砕かれ，「技術者
の自律」と「後継者の育成」を運営の中心とした組織として，
技術部の確立を考えてこられました。技術部部課長連絡会
（後で班長も加えて部課班長連絡会となった）を立ち上げ，
「技術職員専門課程研修」，「語学研修」を具体化し，一方
では「技術交流会」，「技術部セミナー」等内部に向けた情
報提供の他，「技術研究会」，「技術部シンポジウム」で外
部との情報交換の場の設定や，最近注目されてきた社会貢
献活動にも通じる「受け入れ研修制度」，「中学生，高校生
による体験学習」の実施等さまざまな施策を次々と具体化
し実行されてきました。首尾一貫してあるのは，技術者の
自律による社会的認知の向上への思いだと感じます。法人
化を機に技術部は発展的に解消し，技術部門として各研究
所，研究施設毎に配置することとなり，技術者の将来の姿
に一抹のご心配を生じさせることとなりましたが，三国氏
が課長，部長時代に発揮された手腕を参考にして，今後の
研究現場における技術者の仕事の位置づけを，「役割分担
による共同作業」となるように努力していきたいと思いま
す。
今年は光源研究系主幹でおられた小林正典先生もご退

官され，��年間放射光に所属していた私にとって光源リ
ングのコミッショニングの作業をご一緒した方々のうち，
教官では最後の方が光源研究系を離れられること（技官で
は塩屋さんが最後）となり感慨深いものがあります。時代
と共に人々が移り変わっても放射光実験施設の高いアクテ
ィビティーを保持しつづけているのは，「技術の継承」，「人
材の育成」が共に良く機能している表れと思います。

　三国氏は，テニスで茨城県のチャンピオンとなられるほ
どの腕前ですが，単に日々の練習だけでなく，目的実現へ
向けて，じっくりと相手を観察し，よく研究した後に戦略
を考えるという姿勢からくるものと思います。このことは，
技術部運営においてもよく実践されていたのではないでし
ょうか。退官後は茨城県テニス協会理事長としても手腕を
発揮されるように聞いております。ご多忙な毎日が続くよ
うですが，これからもテニスを楽しむ時間をおもちいただ
くとともに，折に触れ技術者による「研究の支援」につい
て運営にご助言いただけますようお願いいたします。今年
�年間は古巣の測定器フロアにご活躍の場を移され研究の
支援を続けられるということで，これまでの部長としての
視点とはまた違った目でご覧になり気づかれることも多く
あると思いますので，ご指導，ご意見を頂けますようお願
いいたします。
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とにかくこの頃の ��は活況であった。
気分転換は ���で苦楽を共にした仲間が，月に一度の

カラオケ同好会に誘ってくれたことだった。それぞれ有迷
歌手気取りで思い思いの歌に酔いしれた。以来，数年間例
会として続いたが会長の転任と共に自然消滅した。
また，���恒例の暑気払いも思い出の一つである。こ

れまで質素に行っていた暑気払いを ��当番になって“や
ぐら”を組み，提灯を飾り，地元の婦人会に盆踊りを依頼し，
夜店や花火で祭り気分に盛り上げ，派手な暑気払いの火付
け役もやった。これも今は無くなり，機構内のコミュニケ
ーションの場が消えて寂しいとの声が聞こえてくる。復活
を期待したい。

����年 �月から技術部長を拝命し，技術部運営に専念
せざるを得なくなった。前任部長は職場と掛け持ちだった
ので私もそのつもりでいたが，技術部内の要望でやむなく
現場を離れた。技術者が現場から離れることはとても辛い
もので，とくに ���の技術部長の立場は雇われマスター
のごとき権限が乏しく常にストレスを感じさせられた。そ
の根元は，技術部導入は，待遇改善のためという意識が，
設立当初からいる技術者層と教員の一部に根強くあり，余
所からきた者とのギャップが大きかった。しかし，持ち前
の根性説法で技術職員の地位向上には，そんな生やさしい
気持ちでは世間一般には通用しないよと説得を続け，年月
の経過と共に大部分の方に理解して頂いた。技術部を何と
かしよう，教員と技術職員の上下関係をなくそう，そのた
めには先ずそれぞれの技術力アップが必要との考えから，
研修の充実，自己技術の発信，外部機関との技術交流等の
推進に皆さんが協力してくれた。（その甲斐あって研修は
これまで約 ��項目を開催して約 ���名の方が受講した。）
����年には東大核研，東大理学部中間子との統合によ

り，技術職員数も ���名を超す大所帯になった。旧核研技
術職員と ���技術職員との処遇に関する考え方の相違は
日夜頭痛の種だった。人事委員会の時期になるといつも眠
れぬ夜が続いた。そんなときの癒しはテニスだった。何を
さておいても昼休みはコートに出かけた。汗を流し，熱中
することでストレスが解消し，気分転換になった。しかし，
このままでは自分がダメになると思い，「所詮，機構長以下，
国の雇われマスター」いくら求められても出来ないものは
出来ないと割り切ることにした。そう思うことでどんな問
題でも気楽に対応できるようになった。
����年頃から，国立大学・大学共同利用機関の法人化

問題が始まり，技術部でも��を作って真剣に議論を始
めた。���が法人になることは，これまで国に束縛され
ていたことから解放されるという点で，個人的に賛成であ
ったので積極的に対応した。各大学共同利用機関の技術部
長，技術課長と連携をとるための会議をもった。��機関
のうち �機関に声を掛けてそれぞれの状況把握からはじめ
たが，研究機関間の温度差に驚いた。これは研究分野以上
に各研究所に置かれている技術組織の存在形態の違いによ
るものだった。そのために共同提案を作るのにも具体的提

お世話になりました
前技術部長　三国　晃

　����年 �月より東大物性研のサイクロトロン室勤務を
出発点に約 ��年間を六本木地区において加速器，測定器，
工作，低温等の技術業務に関わる基礎技術の習得・研鑽，
����年 ��月から放射光（���）と出会い，�年間を三鷹
市田無の地で放射光利用に関わる新たなる技術習得・研鑽
と，物性研勤務の ��年間は小生を技術屋として育成する
非常に有意義な場であった。特に，放射光との関わりは私
にとって人生の大きな転換になったと思える。建設協力者
として，共同利用者として訪れる研究者と知り合い，たく
さんの教訓と知見を得ることが出来たのは何よりの至福で
あった。
放射光との関わりが縁で ����年 ��月から本機構の前

身である高エネ研技術部放射光測定器課（��）に移動す
ることになった。移動にあたっては以前の六本木から田無
のような訳には行かず，子供，家内の説得，茨城筑波（ガ
マの里）というイメージの払拭等期待より不安の方が強か
った。しかし，“案ずるより生むが易い”で以来 ��年 �ヶ
月にわたり「つくば」での生活は順調に過ぎ，��年間の
公務員生活を無事に終えることができた。これもすべて皆
様方のご指導・ご支援のお陰と心から感謝している。
物性研での回顧は以前（��ニュース �����������）に

掲載させていただいたので今回は ���における ��年に
ついて回顧してみたい。
私が移動した ����年 ��月は，��リングが稼働をはじ

めて一年半ぐらい経った頃だったと思う。かなり順調に立
ち上がり，さすがマシンのプロ集団と感心させられた。
測定器系もすでに ��数カ所で実験が行われていて非

常に活気があった。私の最初の仕事は田無での経験から
���グループのお手伝いだった。今は廃棄処分されてし
まったが，前澤氏が中心になってワーキンググループを作
り，回折格子による軟Ｘ線領域での高分解能を目指して設
計された ����斜入射分光器の立ち上げであった。光源と
のマッチングの不具合，ビーム強度，駆動系の精度等色々
な要素が絡み，設計通りの高分解能を出すのに大変苦労し
た。（その後アンジュレーターのビームラインに移して柳
下氏によって世界最高の高分解能データが得られた。）当
時の測定器系スタッフは ��名弱で �名が老青年，�名が
小生と同年代，あとは皆若かった。マシンは ��時間連続
で運転していることもあり，殆どの人が徹夜実験に明け暮
れていた。時々不意にビームの落ちることが嬉しかった？。
世の中の経済事情が良かった時代で，政府は金がない金が
ないと言っても補正予算でビームラインの建設費用を出し
てくれた。そのために人手不足で，いつまでも分光器調整
を楽しんでいるわけにもいかず，ビームライン建設に方向
転換していった。企業も超 ���の開発と構造解析用のビー
ムライン建設に乗り出し，そのアドバイザー役も引き受け
た。
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案は出来ず，玉虫色的な提案に終わった。
それでも大学共同利用機関は，法人化の条文に技術職

員の名前が出ただけでも良しとするか，大学は教職員，あ
るいはその他の職員としか書いてないよ，というお粗末な
納得しか出来なかった。その後，大学や高専の技術組織か
ら研修の一環として法人化後の技術職員のあり方に関する
特別講演を頼まれて，技術職員の歴史と任務や今後の技術
職員に寄せる期待に熱弁を奮った。
�����年在職のうち ��年間は技術部の主力として研究

支援の体制構築に傾注して来たが，いまでも残念に思うこ
とは，たくさんの話題で議論をたたかわし，良き理解者・
協力者であった渋谷義和氏の他界，そして後継者として期
待をかけていた阿部勇氏の急逝は私にとって大きな打撃で
あった。特に法人化に向けて技術部の改革を夢見ていただ
けに気力が失せてしまった。
�月から ���法人がスタートし，技術部も技術部門と

して生まれ変わった。大方が望むスタッフ制である。これ
が上手く機能するためには益々個々の力量が問われる。��
年先の ���がどのように変わっていくのか予想もつかな
いが，“���の技術職員ここにあり”と言えるように皆さ
んのご活躍を願っている。

何はともあれ，無事に定年を迎えられた事は特に「誰，
彼」というよりは皆様一人一人からのご支援・ご協力のお
陰と思っております。紙面をお借りして感謝申し上げます。
大変お世話になりました。ありがとうございました。

足立純一氏が平成 15年度高エネルギー
加速器科学奨励会西川賞を受賞

　足立純一氏が「光電子・
解離イオン同時計測実験
装置の開発」によって平成
��年度の西川賞を受賞し
ました。この研究は，通常
の同時計測では犠牲にされ
ていた光電子のエネルギー
分解能を向上させた画期的
なものです。以下に，足立
純一氏の受賞の対象となっ

た研究内容を簡単に紹介します。
　足立純一氏は，����年 ��月に物質構造科学研究所放射
光研究施設の助手に着任して以来，研究プロジェクト「配
向分子からの光電子の角度分布測定による内殻光電離のダ
イナミックスの研究」の主要メンバーの一員として活躍し
ています。そして，足立純一氏は自分自身の独創性を発揮
しつつ本研究プロジェクトを更に飛躍的に発展させるため

に，野心的な研究計画を提案しました。すなわち，内殻光
電離のダイナミックスにおける分子振動の効果を直接観測
するために，光電子スペクトルのエネルギー分解能を向上
させ，振動準位を分離した配向分子からの光電子の角度分
布測定を企画しました。この計画を実現するために，足立
純一氏は���とバックギャモン型アノードから成る二次
元検出器を導入し，光電子の位置情報と光電子と解離イオ
ンの時間情報をリストモードで取り込むデータ収集システ
ムを構築しました。この開発研究により，パス・エネルギ
ーの約 ���のエネルギー範囲にわたって解離イオンとの
同時計測光電子スペクトルを一度に測定することを可能に
しました。さらに，光電子アナライザーの高エネルギー分
解能化も行いました。すなわち，既存の三個の円筒電極か
ら成る ���������を，五個の円筒電極から成る �����������
に置き換えることによって高分解能かつ高スループットを
実現しました。そして，シングル・モードでは �����の
エネルギー分解能で，またコインシデンス・モードでは
������のエネルギー分解能で光電子スペクトルを測定で
きるようにしました。
　約 �年間にわたる，足立純一氏の開発研究の有用性が，
����年 ��月の ��のビームタイムにおける「配向 ��分
子からの振動準位を分離した ���光電子の角度分布の測
定」の成功によって，遺憾なく発揮されました。その結
果，形状共鳴領域では，���光電子の角度分布パターンが，
終状態の振動量子数で著しく変化することを発見しました
（����������������������������������）。この実験結果は電気
双極子遷移行列要素を終状態の核間距離で平均化した計算
結果によって良く再現できることも明らかにしました。こ
れまでの形状共鳴に関する研究は，平衡核間距離のもとで
そのダイナミクスを議論するのが趨勢でありました。しか
しながら，本研究によって，そのような議論では不完全で
あることが克明に示され，形状共鳴のダイナミクスは終状
態の核間距離で平均化して初めて良く近似できることが明
確に指摘されました。足立純一氏が明らかにした内殻光電
離のダイナミクスは，特定の分子に現れる特殊なものでは
なく一般性がありますので，本研究成果は分子化学・分子
物理学全般からみても極めて重要なものと位置づけられま
す。

（放射光科学第一研究系　柳下　明）

三橋利行氏がファラデーカップ賞受賞

　三橋利行助教授が，����年ファラデーカップ賞を受賞
されました。�月 �日から米国テネシー州で開かれた ��
回�����������������������������で授賞式が行われました。

ユーザーとスタッフの広場
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同賞は，隔年加速器におけるビーム計測の分野で革新的な
業績をあげた研究者に贈られる賞です。今回の受賞は，可
視光領域のシンクロトロン放射の干渉を用いた電子ストレ
ージリングを周回するビームの大きさの精密測定に関する
研究功績が高く評価されたことによるものです。

（放射光源研究系　春日俊夫）

（写真上）審査員より賞状を授与される三橋氏（右より二人目）
（写真下）イラスト風のデザインが賞状らしからぬ？ファラデー

カップ賞の賞状。

松原雅彦氏（東大物性研）らが
日本物理学会第 9回論文賞を受賞

　
　松原雅彦氏（東大物性研　現所属：����������������������
���������������������������������） ら の 論 文���������������
����������� ��� ��������������� ��������� �������� ��� ������

����������������� ����������� ���������������������������

������������������（松原雅彦），���������������（魚住
孝幸），�����������（小谷章雄），����������������（原田慈久）
�������������（辛　埴）が，日本物理学会第 �回論文賞を
受賞しました。公式の受賞理由は，日本物理学会の�����
ページ ����に掲載されています。ここでは，受賞されまし
た研究を実験面から簡単に紹介させていただきます。
　共鳴軟Ｘ線発光分光��������は，特定元素における占有
電子の部分状態密度の情報，比較的長い侵入長のためバル
クの情報，二次光学過程による新しい情報などが得られる
利点があります。����は，共鳴光電子分光と相補的な情
報が得られるため，物質科学研究のための強力な手段とし
て注目されています。しかし，電子分光と比較して微弱な
信号を測定する必要があること，目的に適した発光分光器
を開発しなくてはならないことなど，手軽に利用できるも
のではありませんでした。いくつかの困難を克服し，東大
物性研の辛教授のグループは，�����を高分解能にて偏光
依存性も測定できる装置を開発することに成功しました。
この装置は�������に置かれており，目にしたことがある
方も多いと思います。
　受賞対象となった論文では，�����と������の���

��電子配
置を持つシンプルな系を測定しています。従来は，このよ
うな試料に関しても，吸収のサテライトあるいは発光のエ
ネルギーロス構造を光電子分光の結果と比較し，理論的な
計算の助けにより対称性を決定し，電子的構造を明らかに
する必要がありました。一方，受賞対象となった研究によ
り，放射光の偏光特性と二次光学過程の選択則から，対称
性を実験的に決定できる可能性が示されました。クラスタ
ーモデル計算との比較では，偏光保存及び偏光非保存の���
つの実験配置における発光強度が共鳴位置により逆転する
様子が再現されており，選択則とクラスターモデル計算の
有効性が示されています。
　�����の偏光依存性測定は，物質の電子励起状態の対称
性を決定できる可能性があり，電子的構造の理解に非常に
役立ちます。今後も，この装置を利用した物質科学研究が，
より活発に行われることが期待されます。

���������������������������������������������������������������

����

（放射光科学第一研究系　足立純一）
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研究会等の報告／予定

������

PF 懇談会講習会のご案内
平成 16年度「放射光利用研究基礎講習会」

放射光科学第一研究系　間瀬一彦（PF 懇談会行事幹事）

日時：����年 �月 ��日（金）����������
場所：���４号館，�階セミナーホール
内容：最新の放射光技術と利用研究について，専門の方々

にわかりやすく解説していただきます。最新の情
報はホームページ（����������������������������������
��������������������������）に掲載しております。

主催：��懇談会
協賛：日本放射光学会，��������利用者懇談会，��������

利用推進協議会，��������利用者懇談会，�����
利用者懇談会，兵庫県立大学高度産業科学技術研
究所，広島大学放射光科学研究センター，佐賀県
立九州シンクロトロン光研究センター，産業技術
総合研究所，立命館大学 ��センター

プログラム：（講義の間の休憩は ��分）
��：��� 受付
��：��� 「放射光源の概要」，本田　融（物構研）（��分）
��：���「真空紫外・軟Ｘ線ビームラインと利用研究」

雨宮健太（東大院理）（��分）
��：��� 昼食（�時間）
��：���「Ｘ線ビームラインとイメージング研究」

平野馨一（物構研）（��分）
��：���「放射光利用分光研究」

尾嶋正治（東大院工）（��分）
��：���「放射光利用回折・散乱研究」

澤　博（物構研）（��分）
��：��� ��見学（希望者のみ）
参加費：��懇談会会員および ���メンバーは無料。
���������������協賛団体会員：����円，非会員：����円
���������������（会員，非会員共テキスト代込み。�学生は ����円）。
申込み締切り：����年 �月 ��日（金）
定員：��名。
申込み方法：上記ホームページの「参加申込みフォーム」
にて必要事項を入力してお申込みください。また、テキス
トを �部 ����円で販売します。「参加申込みフォーム」に
てお申込みください。
宿舎予約：高エネルギー加速器研究機構の宿舎に宿泊を希
望される方はホームページを参照してお早めに申込みくだ
さい。事情により宿舎が確保できない場合はご諒承願いま
す（申し訳ありませんが民間の方はご利用できません）。
問合せ先：高エネルギー加速器研究機構　
����������������������懇談会行事幹事�間瀬一彦 ������������������
　　　　　�����������������，�����������������，

平成 16年度第一回幹事会議事メモ

日時：����年 �月 ��日（金）�����～ �����
場所：��研究棟 �階会議室
議題：����年度活動方針
出席：雨宮慶幸（東大，会長），斉藤智彦（東京理科大，利用），
高橋敏男（東大，利用），佐藤衛（横浜市大，行事），
宇佐美徳子（��，利用），田中雅彦（��，庶務），土屋公央（��，
会計），間瀬一彦（��，行事），野村昌治（��，主幹），森
史子（事務局）
欠席：一國伸之（千葉大，編集），桜井健次（物材研・広報），
佐々木聡（東工大，利用）

○活動方針について
　雨宮会長からの活動方針案の説明があり，
１）��将来計画に対する議論の活性化
２）ユーザーと ��間のメッセージボードの役割強化
３）ユーザー間のメッセージボードの役割強化
４）ユーザーグループの活動の活性化
５）学生・新規ユーザーのための基礎講習会の開催
６）他の放射光施設・利用団体との情報交換
７）会員名簿（����年版）の発行
について活動してゆくとの方針が示され，各項目について
実施方法などについて議論した。

１）��将来計画に対する議論の活性化
　利用幹事で将来計画検討のためのグループを作ることが
提案され承認された。将来計画に関して ��からの懇談会
への打診に対応する窓口となれるようにする。取りまとめ
を，高橋幹事，佐々木幹事で行い，メンバーについては両
幹事と雨宮会長で検討する。
　今後は産業界との連携も重要であるため産業界からのメ
ンバーも加えることとする。

２）ユーザーと ��間のメッセージボードの役割強化
　懇談会と ��間の情報の流れを良くするためにメイルマ
ガジンを立ち上げることとした。斉藤幹事，桜井幹事，宇
佐美幹事で枠組みを検討する。全懇談会員向けに原則月一
回の発送を目指す。また「拡大運営委員用メーリングリス
ト」（運営委員，��代表者，幹事）を作ってより詳細な
情報も流すようにする。��ニュースよりリアルタイムな
情報かつ ��ニュースと相補的になるようにする。

３）ユーザー間のメッセージボードの役割強化
　ユーザーグループリーダー会議を開催してはどうかとの
提案が有り，了承された。
　ユーザーグループの名簿の更新作業を行う。田中幹事担当。

４）ユーザーグループの活動の活性化
　ユーザーグループ成果発表会を年 �回程度開いてもらう
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ようにしてはとの提案があった。主幹よりユーザーグルー
プのサイエンストピックスをできるだけ早い段階で知りた
い �その方法について議論してほしいとの希望があった。
これらについてユーザーグループリーダー会議において議
論してもらうこととした。

５）学生・新規ユーザーのための基礎講習会の開催
　年 �回程度開催する方針とする。
　一回は ��の基礎技術全般にわたり ��の全体像が理解
できるようなもの。学生や ��初心者向けで，年一回定期
的に行う。間瀬幹事が検討する。
　もう一回は各専門分野のもの。この専門分野のものにつ
いてはユーザーグループリーダー会議で検討してもらうこ
ととした。

６）他の放射光施設・利用団体との情報交換
　合同シンポジウムの場で各施設のユーザーグループ長の
ミィーティングを行うことを提案する。佐藤幹事担当。

７）会員名簿（����年版）の発行
　����年�月までに情報を集めて発行する。田中幹事担当。
自宅情報の取り扱いは運営委員会で議論してもらう。��
懇談会の歴代の会長，幹事，運営委員を載せてはどうかと
の提案が有り，まず資料が残っているかを調査することと
なった。

８）その他
・��ホームページには ��の紹介などで使える図や写真が
少なく充実してはどうかとの提案があった。
・産業界の利用を促進するような方法を検討してはとの提
案があった。

○委員会への推薦依頼
・��シンポジウム実行委員会への委員の推薦。佐藤幹事
が人選して推薦する。�～ �名。
・放射光合同シンポジウム組織委員に ��懇談会からは佐
藤幹事を推薦した旨，報告があった。

○平成 ��年度予算案について
　土屋幹事より配布資料を基に説明があった。
　��ニュースへの補助および ��シンポジウム参加費補助
への議論があった。��ニュースへは例年通り ��万円補助
することとした。��シンポジウム参加費もひきつづき補
助することとし，参加費補助を盛り込んだ予算案を土屋幹
事が再度作成する。

○ユーザーグループリーダー会議
�月末か �月頭開催で行う。時期の調整は田中幹事。

○次回幹事会
ユーザーグループリーダー会議と同時開催

放射光共同利用実験審査委員会速報

実験企画調整担当　小林　克己
宇佐美徳子

　����年 �月 �日，�日に放射光共同利用実験審査委員
会が開かれました。審議の結果，以下のような実験課題
が採択されました。

１．�型，�型の審査結果。
　今年 �月 �日に締め切られた平成 ��年度後期の �型，
�型の共同利用実験課題申請には �型 ���件，�型 �件
の応募があり，�型 ���件，�型 �件（�型から �型に変
更になった �件を含む），計 ���件の課題が採択され，不
採択が �件，保留が �件となりました。採択課題のうち，
条件付きとなったものは �件でした。採択課題名および
申請課題に対する評価の分布は別表を参考にして下さい。

２．��研究会
　��年度後期に開催される ��研究会として以下の �件が
採択されました。
１）「マイクロビーム細胞照射装置を用いた低線量放射線

生物影響研究に関するワークショップ」
　　提案代表者：小林　克己，宇佐美徳子（高エネ機構）
　　開催予定時期：平成 ��年 ��月
２）「第 �回粉末回折法討論会：粉末法だからできること」
　　提案代表者：井田　隆（名工大）
　　開催予定時期：平成 ��年 ��月
３）「硬Ｘ線を用いたダイナミック構造解析の可能性」
　　提案代表者：朝倉清高（北大），松原英一郎（東北大）
　　開催予定時期：平成 ��年 ��月

３．その他
１）現時点では，大学と民間企業の共同チームによる課
題申請について，「大学が主導して民間企業と行なう研究
は共同利用として受け入れるが，民間が行なうべき研究
と思われるものは受け入れることはできない。」という見
解が示されました。
２）来年度の前半に ��の �������リングは運転しないが，
�����リングは通常通りに運転するので，��月 �日（金）
締切りの平成 ��年度前期課題申請は受け付けることが確
認されました。また �������リング停止期間中，��の有
効課題を持っていればスタンフォードの ����を審査なし
で利用できる可能性があるので，興味のある方は松下副
所長（�������������������������������）までお問い合わせ下
さい。
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放射光セミナー

題目：�リソソーム性多酵素複合体とその欠損症における分子病態解析　�����
講師：�伊藤孝司氏（徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部　薬科学教育部附属医薬資源教育研究センター）
日時：������年 �月 ��日（火）　�����～ �����

題目：�����計算による ���の解析　�����
講師：�吾郷智紀氏（加速器研究施設、加速器理論グループ）
日時：�����年 �月 ��日（木）　�����～

題目：������������������������������������������������������������������������������
講師：�����������������（������������������������������������������������������������������������）
日時：����年 �月 �日（金）�����～ �����

題目：�����������������������������������������������������������������
講師：水野直子氏（�����������������������������������������������）
日時：����年 �月 ��日（水）　����～ �����

題目：�植物が創った太陽電池：光合成系の分子構築，機能，およびコヒーレント制御
講師：�橋本秀樹氏（大阪市立大　大学院理学研究科　物理）
日時：����年 �月 ��日（金）　�����～ �����

物構研セミナー

題目：��������������������������������������������������������������������������
講師：��������������������������������������������������������������������������������������������
日時：�����年 �月 ��日（水）�����～ �����

最新の情報はホームページ ���������������������������������をご覧下さい。

第 1回物質構造科学研究所運営会議次第

日時：�平成 ��年 �月 ��日（火）　�����～�　（管理棟大会議室）

議事：

１．所長等報告

①�所長報告，②�各施設等報告，③�その他

２．�協議

①�放射光共同利用実験課題審査委員会委員について

②�中性子共同利用実験課題審査委員会委員について

③�中間子共同利用実験課題審査委員会委員について

④�物質構造科学研究所に係る教員の人事選考手続き（案）について

⑤�大強度陽子加速器計画推進部に係る教員人事の取扱いについて（案）

⑥�物質構造科学研究所研究員（非常勤）の人事の進め方について（案）

⑦�大強度陽子加速器計画推進部に係る研究員（非常勤）の人事の

　�取扱いについて（案）

⑧�教官人事（案）について　放射光科学第二研究系　助手 �名

⑨�その他

掲示板
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���� ������� ���� �����
���
���

2004G187 W(110)��������������La���Ce������
��������-2 ���� �����

3B, 11D,
18A

2004G188 Ni�4s��������������������������
���������

���� �����
3B, 11D,
18A

2004G189 ���STM��������� ����� ����� 13C, 2C

2004G190 ��������������������� ������ ����� 18A

2004G191 ���������Fe������������������
��

�������� ����� NE3

2004G192 In/Cu(001)����������������������� ��� ����� 18A

2004G193 X����������Ti����������� ���� ����� 7C, 15B1

2004G194 �����X��������Ti2O3���-�������� ���������� ����� 2C

2004G195 ����������������������������
���

��� ����� 16B, 28, 2C

2004G196 ���2������������������������ ����� ����� 3B, 20A

2004G197 ����������������������������
�

������� ����� 11D

2004G198 Al-Ni-Co��� Al-Cu-Co �10���������������
���

��� ����� 2C

2004G199 ��������������������������� ���� ����� 11D, 28

2004G200 ����������������������������
������

��� ����� 1C

2004G201 Na ��� Mg ��� 2s, 2p ���������� ����� ����� 3B

2004G202 ���2������������X������������
�

������� ����� 2C, 19B

2004G203 ����������������������������
�����

���
HARRIES
James

16B, 3B,
20A

2004G204 Gd 3d-2p ���������������������� ��� ����� 15B1, 7C

2004G205 ��������������������������� ��� ����� ���

2004G206 ����������������������������
�II ��� �����

11A, NE1B,
28

2004G207 ����������Pd43Ni10Cu27P20�������X����
���������������

����� ����� 2C, 19B

2004G208 ����������������������������
��

����������
�

����� 3B, 16B, 28

2004G209 ���������������������������� ��� ����� 16B, 3B

2004G210 ���������������������������
��������

��� �����
20A, 11A,
16B

2004G211 Al-Mn-Fe-Ge������������������� ������� ����� NE1A1

2004G212 ��������������������� ��� ����� 11D

2004G213 �X��������������� ��� ����� 16B

2004G214 ����������������� ���� ����� 11A, 12A

2004G215 ����������������� ��� ����� NE1A1

2004G216 ����������������������������
�

���������� ����� 4C

2004G218 ����������������������������
������

��� ����� 15C

2004G219 ������������� ���� ����� 9A

2004G220 X���������������������������� ���� ����� 4C

2004G221 ����������������������������
������

��� ����� NW2

2004G222 III-V����������������X�CTR�������
�

����� ����� 18B, 6A

2004G223 Pd40Cu40P20������������������������

��
����� ����� 7C

2004G224 CuMPt6(M=3d��)��������������������
��

��������� ����� 4C

平成16年度後期放射光共同利用実験採択課題一覧
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2004G225 ����������������������������
�

��� ����� 14C2

2004G226 ������������������� ����� ����
1B, 4C,
16A2

2004G227 �������X���������������������
������������������

��������� ����� 4A

2004G228 ���RMnO3(R�Gd,Tb,Dy,Ho���)������ ��������� ����� 4C

2004G229 ������Fe3-XTiXO4,��Fe2-XTiXO3�����������

�������
��� ����� 18C, 13A

2004G230 Fe3-XTiXO4,��Fe2-XTixO3�����������������

����������
��� ����� 10A

2004G231 ���������������������������� ��� ����� 13A

2004G232 ����������� ���� ����� 1B

2004G233 ��X�������������������������� ����� ����� 1B, 4B2

2004G234 ����-(����)m-�������������� ����� ����� 15C

2004G235 ���������������������������� ���� ����� 16A2, 4C

2004G236 ��������������������� �������� ����� 18C, 13A

2004G237 ������������������������X��� �������� ����� 13A, 18C

2004G238 Functionalized Hybrid Organic-Inorganic Materials, Supramolecular
Coordination Assemblies ���������

Wolfgang
Schmitt 18B

2004G239 Nanosized Aluminium Polycations ���������
Wolfgang
Schmitt 18B

2004G241 �������(II,III)�������������������
��������

���� ����� 1B, 4C

2004G242 ����������������������������
������������

��� ����� 1B

2004G243 1/4 filled�������������������MEM���
������

��� ����� 1B

2004G244 ��������������������� ���� ����� 4C, 16A2

2004G245 ���MEM����'-NaV2O5�������� ��� ����� 1B

2004G246
X�������������������PrFe4P12�PrRu4P12�

M-I�������
��� ����� 1B, 4C

2004G247 Structural and thermal expansition studies of novel epitaxial
heterostructures with manganese fluoride layers on silicon

Ioffe Physico-Technical
Institute

Reginald
KYUTT 16A2

2004G248 YIG���������������������������
���

���� ����� 14A

2004G249 ���������������������� ���� ����� 13A

2004G250 ����������������������� ���� ����� 13A, 18C

2004G251 ����������������� ������ ����� NE5C, 14C2

2004G252 ����������������������� ���������
����
�����

13A, 18C

2004G253 ���X�������������������������
�������

������ ����� 9C

2004G254 ��������������������������� ������� ����� 15C

2004G255 ���������������������� ������� ����� 14B

2004G256 ���������TCP��������� ������� ����� 4B2, 3A

2004G257 SiC����������������������� ��� ����� 15C

2004G258 ����������������������������
��

���������� ����� 14A, 13B2

2004G259 �������������������� ��������� ����� 3C2

2004G260 ������X��������������������� ��������� �����
8C2, 15B1,
15C

2004G261 X������������ ��������� �����
8C2, 15B1,
15C

2004G263 Mg-Zn-Y����Zn�Y������� ���������� ����� 12C

2004G264 ��MBE��AlGaAs�������Er�����������
EXAFS������ ����� ����� 12C, 9A

2004G265 �������������������������� ���� ����� 9C

2004G266 �������������������������� ��� ����� 15A

2004G268 ����������������������������
��������

��������� ����� 4A
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2004G269 Mg-Cu-Y������������������������
������

���������� ����� 12C, 10B

2004G270 �����X�/���������������������
�

���� ����� 15A, 9C

2004G271 EXAFS������������������Ni-Mg�����
�����������

����� ����� 9A

2004G272 XAFS������������������� ���� ����� 7C, 9A

2004G273 ��XAFS�����Er��(Al,Ga)N������� ��� ����� 9A, 12C

2004G274 ���SAXS��������������� ����� ����� 10C

2004G275 ����������������������������
�������������

����� ����� 15A

2004G277 �������X���������������������
����������������

������� ����� 4A

2004G278 ����������������������������
�����

������� ����� 10B, 9A

2004G279 XAFS������������������/��������
�������������������

��������� ����� 27B

2004G280 ���������������������������� ��������� ����� 10B, 12C

2004G281 ����������������������������
���

����� ����� 10B, 9A

2004G282 ������������������������ �������� ����� 10B, 7C

2004G283 ������CuMo������XAFS ��� �����
10B, 8A,
12C

2004G284 ������������������������XAFS��
�����

������� ����� 10B

2004G285 ������TiO2(110)������������������
������������

��������� ����� 9A, 12C, 7C

2004G286 in situ XAFS����������������3d������
��������

����� ����� 9A, 12C

2004G287 in situ XAFS�����������������������
���

����� ����� 9A, 12C

2004G288 XANES���3d������������������� ����� ����� 11A, 11B

2004G289 ������X����������������������
��������������������������

���������� ����� 27A

2004G290 ����������������������������
�EXAFS������ ��������� ����� 10B, 12C

2004G291 SiGe������������������� ���� ����� 1C, 11C

2004G293 ������������Mo/HZSM-5�����������
XAFS���� ��������� ����� 10B

2004G294 XAFS��������������proto type ��������
�����������

������� ����� 10B

2004G295 ��������Cr,Ti����������������XAFS
��

��� ����� 9A, 12C, 7C

2004G296 ���������Gd-Cu���������� ���� ����� 12C, 9A

2004G297 ������������������������� ���� ����� 10C

2004G298 ����������������XAFS�� ����� ����� 10B

2004G299 XAFS������������������������ ��� ����� 10B

2004G300 ���������������������������
XAFS�� ����� ����� 10B, 9A

2004G301 ���������������������� ���� ����� 12A, 8A

2004G302 ����������������������������
�XAFS�� ������ ����� 9A, 12C

2004G303 �������������������EXAFS���� ��������� ����� 10B

2004G304 ������������������� in-situ XAFS���� ��� ����� 7C, 9A, 9C

2004G305 Au(111)���������������XAFS ������ ����� 7A

2004G306 ���������Al������������ ��� ����� 11A

2004G307 ����������������������������
�����������

������� ����� 15A

2004G308 ������Rh-SrTiO3,TiO2����XAFS�� ���� ����� 10B

2004G309 �������XAFS����ZnO���������� ������ ����� 3A

2004G310 ����������������������������
�������������

��� ����� 9A, 7C
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掲示板

2004G311 �����X�����������������������
����

����� ����� 9C, 15A

2004G312 ��������(La�Eu)�K�2/K�1��X���������
���

�������� ����� NE1A1

2004G313 ��������������������������� �� �����
27A, 27B,
11A

2004G314 ����������������������������
��

���� ����� 7A, 11A

2004G316
�������������Cr��NiO/Ge3N4��Co3O4/Ge3N4

����XAFS���������
��� ����� 9A, 7C

2004G317 �������������������ZnO-GaN�����
��������

��� ����� 9A, 7C

2004G318 �����X����������������������� ��� ����� 7A

2004G319
���EXAFS�XMCD����CuxAu1-x/Cu(001)�������
Ni�����������

��� ����� 7C, 9A, 12C

2004G320 �����NEXAFS/XPS�������������� ��� ����� 7A, 2C

2004G321 ������������Yb���������������
���

��� ����� 12C

2004G322 ���X�������������������������
�

��� ����� 7A

2004G323 ���������in-situ XAFS���IR��������� ��� ����� 9A, 9C, 7C

2004G324 Ex-situ EXAFS���������Pd-Pt�����������
�������

��� ����� 9A, 10B

2004G325 ����������������������������
��

��� ����� 7A, 11A, 7B

2004G326 ��������������������� ��� ����� 7A, 11A

2004G327 ������������������XAFS����� ��� ����� 12C

2004G328 ������������������X�������� ��� ����� 15C

2004G329 ����������������������������
������������

������� ����� 10B, 12C

2004G330 ����Li��������������������� ��� ����� 7C

2004G331 ���������������������������� �� ����� 27A

2004G332 XAFS�XRF�����������������������
������������������������

���� ����� 4A, 12C

2004G333 ��������������������������� ���� ����� 12C, 10B

2004G334 ��XANES��������Eu�/Eu����� ���� ����� 9A

2004G335 Zr-Cu����������������� ������ ����� 12C
2004G336 ��������������X����� �� ����� 27A, 27B
2004G337 ������������������������� ��� ����� 4A

2004G338 Thermal Fractionation��������������� ������� ����� 10C, 9C

2004G339 NOx���������Mo�������XAFS���� ���� ����� 10B

2004G340 ������������������NEXAFS������� ����������
�

�����
11A, 13C,
8A

2004G341 ��������������� ���� ����� 5

2004G342 Structual determination of the SARS coronavirus proteins
The Faculty of Life
Science, National Yang-
Ming Univ.

Shwu-Huey
Liaw NW12

2004G343 DNA binding and cleavage by site-specific and nonspecific HNH
family endonucleases

Institute of Molecular
Biology Academia Sinica
Taiwan

Hanna S.
Yuan NW12

2004G344 Crystal structures of shark Immunoglobulin New Antigen
Receptors(IgNARs)

CSIRO, Health Science
& Nutrition

Victor
Streltsov 5, NW12

2004G345 ����������X����� �������� ����� 5

2004G346 �����������Atg����������� ��� ����� NW12

2004G347 RNA�DNA�������������� ����������
���

����� NW12, 5

2004G348 L������������� ��������� ����� 5

2004G349 ����������������������������
���

��� ����� 5, NW12

2004G350 3-D-������������������ ��������� �����
NW12, 6A,
5
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2004G351 Xanthomonas maltophilia��������������IV���
��

��������� �����
6A, 5,
NW12

2004G352 �����P. gingivalis������������������
������

��������� �����
6A, NW12,
5

2004G353 ���TATA����������������������� ����������
�

����� NW12, 5

2004G354 �������������-������������� ����������
���

����� NW12, 5

2004G355 �����������������������
����������
���

����� NW12, 5

2004G356 ������������
����������
�������

����� NW12

2004G357 ���������������������������� ���� ����� 5, NW12

2004G358 ������������������ ���� �����
5, NW12,
6A

2004G359 ����������������������������
������

������ ����� NW12, 5

2004G360 ������������������������������
���

����������
�

����� 6A, NW12

2004G361 ���������������������Tom1�����
��

��� �����
5, NW12,
6A

2004G362 Structure determination of engineered immunogens for development of
potential anti-HIV vaccines ��� �����

18B, 6A,
NW12

2004G363 Structure determination of a novel ubiquitin-interacting domain from
the mammalian ESCRT-II protein complex ��� �����

18B, 6A,
NW12

2004G364 �����������CERT������� ��� ����� 5, 6A, 18B

2004G365 arfophilin � Rab11 �� Arf5 ������������ ��� �����
5, NW12,
6A

2004G366 ������-tRNA���������� PylS ������� ����������
���

����� NW12, 5

2004G367 �������������������������X���
����

������ �����
NW12, 5,
6A

2004G368 �����pp-GalNAcT-10���������� ����������
�

�����
NW12, 5,
6A

2004G369 ���������2',3'���������3'��������
����������

������� ����� NW12

2004G370 ���tmRNA�SmpB���������� ����������
���

����� 6A, NW12

2004G371 Structural studies of prokaryotic transcription ������
Vassylyev
Dmitry 5, NW12

2004G372 �������X������� ���� ����� NW12, 5

2004G373 ������������������ATP������� ������� ����� 5, NW12

2004G374 ����������������������������
���������

���� ����� NW12

2004G375 ���� Pyrococcus horikoshii �� DNA polymerase D ����
�

����������
���

����� 6A

2004G376 ������������������������� ��������� �����
NW12, 5,
6A

2004G377 Crystal structures of MHC class II peptide complex associated with
type 1 diabetes

Gyeongsang National
University Kon Ho Lee NW12A, 5,

6A
2004G378 ���������������������� ���� ����� 10C

2004G379 �������X������������3��CT����� ��������� ����� 3C2

2004G380 ����������������������������
������

��� ����� 15A

2004G381 ���������������������������� ������ ����� 15A

2004G383 ��-L-���������������������� ���� ����� 10C

2004G384 ��������SR1����GroEL������������ ��� ����� 15A

2004G385 X���������������������������
����������

��������� ����� 15A

2004G386 Monomer-dimer equilibrium of trigger factor in function ����� Jun-Mei Zhou 15A

2004G387 ����������������X����� ��������� ����� 4A

2004G389 Diffraction Enhanced Imaging of Carcinoma
China-Japan Friendship
Institute of Clinical
Medical Sciences

Jintian TANG 14C1, 14B



PHOTON FACTORY NEWS Vol. 22 No. 2 AUG.

48 49

掲示板

2004G390 ����������3���������������� ������ ����� 15A

2004G391 �����Ca, P, S�K��L��������� ���� ����
11A, 11B,
12A

2004G392 �����������������SAXS������II ����� ����� 10C

2004G393 [NiFe]�����������������Ni, Fe EXAFS ���� ����� 10B, 12C

2004G394 ��������������������� ��� ����� 27A, 27B

2004G395 ����������������������������
�

��� ����� 27B

2004P009 X������������������� ���� ����� NE5A

2004P010
Evolution of crystal and electronic structures in (Ag, In) xZn2-2xS2 solid
solutions

�������
Valery
Petrykin 1B, 4B2

2004P011 ���������������PIC�����X������
���

��� ��� 15C

2004P012 �������������������������� ��� ���� 10C

2004P013 �������������������� Cr-Al-N-O ����
���������������

����������
����������
��

����� 9A, 11A

2004P014 ���������������������������� ����� ����� 27B

2004P015 Nanosecond Time Scale Structural Studies of Phase Changes in Nano-
scale Optical Memory Devices ��� Paul�Fons NW2

*��������������
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掲示板

������

放射光共同利用実験審査委員会実験課題審査部会委員名簿
　　　　　　　

氏　名 所　　属　・　職　　名 分科

所

外�

委�

員

　秋本　晃一 　名古屋大学大学院工学研究科・助教授 構造物性

　朝倉　清高 　北海道大学触媒化学研究センター・教授 化学・材料

　和泉　義信 　山形大学大学院理工学研究科・教授 生命科学Ⅱ

　伊藤　正久 　群馬大学工学部・教授 電子物性

　神谷　信夫 　理化学研究所播磨研究所・主任研究員 生命科学Ⅰ

　木下　豊彦 　東京大学物性研究所・助教授 電子物性

　桜井　健次 　物質・材料研究機構材料研究所・リサーチディレクター 化学・材料

　佐々木　聡 　東京工業大学応用セラミックス研究所・教授 構造物性

　高田　昌樹 　高輝度光科研究センター・主席研究員 構造物性

　武田　　徹 　筑波大学臨床医学系・講師 生命科学Ⅱ

　竹村　謙一 　物質・材料研究機構物質研究所・主席研究員 構造物性

　田之倉　優 　東京大学大学院農学生命科学研究科・教授 生命科学Ⅰ

　田渕　雅夫 　名古屋大学大学院工学研究科・助教授 化学・材料

　野島　修一 　東京工業大学大学院理工学研究科・助教授 化学・材料

　藤森　　淳 　東京大学大学院新領域創成科学研究科・教授 電子物性

　松原英一郎 　東北大学金属材料研究所・教授 化学・材料

　三木　邦夫 　京都大学大学院理学研究科・教授 生命科学Ⅰ

　宮原　恒昱 　東京都立大学大学院理学研究科・教授 電子物性

　村上　洋一 　東北大学大学院理学研究科・教授 構造物性

　山口　敏男 　福岡大学理学部・教授 化学・材料

　横山　利彦 　岡崎国立共同研究機構分子科学研究所・教授 化学・材料

　若林　克三 　大阪大学大学院基礎工学研究科・教授 生命科学Ⅱ

所
内
委
員

　松下　　正 　物構研・副所長 －

○野村　昌治� 　物構研　放射光科学第一研究系・研究主幹 －

　河田　　洋 　物構研　放射光科学第二研究系・研究主幹 －

　春日　俊夫　 　物構研　放射光源研究系・研究主幹 －

　飯田　厚夫　 　物構研　放射光科学第一研究系・教授 化学・材料

　伊藤　健二 　物構研　放射光科学第一研究系・助教授 電子物性

　小林　克己 　物構研　放射光科学第一研究系・助教授 生命科学Ⅱ

　那須奎一郎 　物構研　放射光科学第一研究系・教授 電子物性

　若槻　壮市 　物構研　放射光科学第二研究系・教授 生命科学Ⅰ

　　　　　　　�○�部会長　　　　任期：平成 ��年 �月 �日～平成 ��年 �月 ��日�

実験課題審査部会委員名簿（分科会別）
電子物性 構造物性 化学・材料 生命科学Ⅰ 生命科学Ⅱ

伊藤　健二 秋本　晃一 朝倉　清高 神谷　信夫 和泉　義信 春日　俊夫

伊藤　正久 佐々木　聡 飯田　厚夫 田之倉　優 小林　克己 河田　　洋

木下　豊彦 高田　昌樹 桜井　健次 三木　邦夫 武田　　徹 野村　昌治

那須奎一郎 竹村　謙一 田渕　雅夫 若槻　壮市 若林　克三 松下　　正

藤森　　淳 村上　洋一 野島　修一

宮原　恒昱 松原英一郎

山口　敏男

横山　利彦
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放射光共同利用実験審査委員会研究計画検討部会委員名簿
　　　　　　　

氏　名 所　　属　・　職　　名

所

外�

委�

員

　朝倉　清高 　北海道大学触媒化学研究センター・教授

　雨宮　慶幸 　東京大学大学院新領域創成科学研究科・教授 

　柿崎　明人 　東京大学物性研究所・教授

　佐々木　聡 　東京工業大学応用セラミックス研究所・教授

　高田　昌樹 　高輝度光科研究センター・主席研究員

　藤森　　淳 　東京大学大学院新領域創成科学研究科・教授

　松原英一郎 　東北大学金属材料研究所・教授

　三木　邦夫 　京都大学大学院理学研究科・教授 

　宮原　恒昱 　東京都立大学大学院理学研究科・教授 
　村上　洋一 　東北大学大学院理学研究科・教授

　八木　健彦 　東京大学物性研究所・教授 

　若林　克三 　大阪大学大学院基礎工学研究科・教授  

所
　
内
　
委
　
員

　松下　　正 � 　物構研・副所長

　野村　昌治　 　放射光科学第一研究系・研究主幹 

○河田　　洋 　放射光科学第二研究系・研究主幹 
　春日　俊夫 　放射光源研究系・研究主幹

　飯田　厚夫　 　放射光科学第一研究系・教授 

　小林　克己 　放射光科学第一研究系・助教授 

　前澤　秀樹� 　放射光源研究系・教授

　柳下　　明 　放射光科学第一研究系・教授

　若槻　壮市 　放射光科学第二研究系・教授

　　　�○�部会長　　　　　任期：平成 ��年 �月 �日～平成 ��年 �月 ��日�

平成 16年度客員研究員一覧

氏　名 所属・職名 客員教授等の名称
朝倉　清高 　北海道大学触媒化学研究センター・教授 客員教授
有馬　孝尚 　東北大学多元物質科学研究所・教授　 客員教授
腰原　伸也 　東京工業大学大学院理工学研究科・教授 客員教授

藤森　　淳 　東京大学大学院新領域創成科学研究科・教授 客員教授

渡辺　信久 　北海道大学大学院理学研究科・助教授 客員助教授

花木　博文
　高輝度光科学研究センター・
　加速器部門線型加速器グループリーダー

客員教授

加藤　政博 　自然科学研究機構　分子科学研究所
　極端紫外光研究施設・教授 客員教授

掲示板
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平成 16年度前期内部スタッフ・大学院生優先ビームタイム実施課題一覧

課題番号 申請者 所属 課題名 ステー
ション

��������� 水沢　厚志 総研大 水熱合成による新規化合物�������の電気化学的酸化還元作
用における ������������ ���

��������� 張　　小威 �� 新型マイケルソン型Ｘ線干渉計のテスト � ���

��������� 間宮　一敏 研究機関研究員 �������表面上 ��超薄膜の内殻吸収磁気円二色性測定 ���

��������� 足立　純一 �� 運動量画像法を用いた強光子場中原子の光電子スペクトル測
定の試み ���又は ���

��������� 小野　寛太 �� 高分解能角度分解光電子分光とフェルミ面マッピング ��

��������� 小野　寛太 �� 軟Ｘ線領域での高分解能角度分解電子分光 ��

��������� 橋本　英子 総研大 暗視野用Ｘ線光学系を用いた耳小骨の非破壊測定 ���

��������� 島雄　大介 総研大 暗視野法のためのＸ線光学系素子とその画像描写能の評価 ���

��������� 島雄　大介 総研大 暗視野用Ｘ線光学系の関節イメージングへの応用 ����

��������� 久保田正人 �� 有機薄膜（フタロシアニン ��������の配向の膜厚依存性 ��

��������� 久保田正人 �� 新規光触媒の光照射下での光電子分光 ���

��������� 森本　　理 総研大 フォトンディテクターのエネルギーキャリブレーション実験 ���

��������� 東　　善郎 �� 実験装置 �����調整 ��

平成 16年度第 1期施設留保ビームタイム実施課題一覧

課題番号 申請者 所属 カテゴ
リー 課題名 ステー

ション

��留 ��� 野村　昌治 �� � ����を用いた蛍光 ����のテスト ��

��留 ��� ��������
������������ �������大学 � ����������������������������������������������������

����，�������� ���

��留 ��� 佐賀山　基 研究機関研究員 ���� ����
�
�
��
の極低温高圧下Ｘ線回折実験の予備テスト ��

��留 ��� ���������
������� ���� � ���������������������������������������������������

��������������������������������������� ���

��留 ��� 田中　雅彦 �� � 新規酸窒化物・窒化物蛍光体の詳細構造解析 ���

��留 ��� 小林　克己 �� � 紫バクテリア光吸収センター ���たんぱくの集合状
態の研究 ���

��留 ��� 工藤　喜弘 ソニー � 有機溶媒中��錯体の ����測定テスト ���

��留 ��� 若林　裕助 �� � 新ユーザートレーニング：低温回折実験 ��

��留 ��� 野村　昌治 �� � ビームタイムに変更分があり，留保枠を使用しなかっ
たため取り下げ。 ��

��留 ��� 汲田　哲郎 東京都立大 ���� Ｘ線検出器の較正 ���

��留 ��� ���������
������� ���� � ���������������������������������������������������

��������������������������������������� ���

��留 ��� 澤　博 �� � 新ユーザートレーニング：共鳴Ｘ線散乱 ��

��留 ��� 平井　誠 長岡技術科学大
学 � パルスレーザー堆積法で作製された高耐久性

���������薄膜における析出相による硬化機構の究明 ��

【施設留保ビームタイム申請カテゴリー】
�．故障等に対するビームタイムの補填。やり残した実験の補充。
�．ビームライン・実験装置の性能向上を速やかにする。
�．�型課題の受付をし，重要な研究の計画から成果公表までの時間を短縮する。
�．新規ユーザー開拓への活用（実習，試行実験等）。
�．受身の共同利用から能動的な共同利用へ。
�．施設としての柔軟性の確保。
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��ニュース送付希望の方へ
　��ニュースでは送付申し込み登録制度を導入しており
ます。送付をご希望の方はお手数ですが，��ニュースホー
ムページ（����������������������������������������）の登録
フォームよりお申し込み下さい。登録の有効期限は毎年年
度末（�月末）までとさせていただきますので，次年度も
送付を希望される方は改めて登録が必要です。ホームペー
ジ上の更新フォームにてお申し込み下さい。送付先に変更
がなければ，お名前と登録番号の入力だけで更新できます。
また，更新フォームには簡単なアンケートがありますので
ご協力をお願い致します。
　今まで自動的に送付されていた過去の課題責任者並びに
課題参加者，現在有効課題に参加している方（課題責任者
のみ自動的に送付）は登録が必要ですが，下記の方々はご
登録いただかなくても自動的に ��ニュースが送付されま
す。

１）��懇談会会員
会員期間中は ��ニュースを送付します。年度末の更新手
続きは必要ありません。
２）共同利用実験課題責任者
課題の有効期間中は ��ニュースを送付します。複数の課
題をお持ちの場合，送付期間は自動的に最新課題の有効期
間まで更新されます（送付は �冊です）。有効課題の期間
が切れますと ��ニュース送付登録は消去されます。購読
の継続を希望される方は登録フォームにてご登録下さい。
３）図書館や図書室等
これまで通り寄贈いたします。
４）物構研運営会議委員，放射光共同利用実験課題審査委員
委員任期中は ��ニュースを送付致します。
５）加速器奨励会役員・評議員・賛助会員
これまで通り加速器奨励会事務室より送付致します。
６）��にメールボックスをお持ちの方
これまで通りメールボックスに配布致します。

　また，��ニュースでは下記のカテゴリーで皆様からの

宛           先

〒 ��������　茨城県つくば市大穂 ���
高エネルギー加速器研究機構

物質構造科学研究所　放射光科学研究施設内　
��ニュース編集委員会事務局

���：��������������　���：������������
������：��������������������

���：����������������������������������������

　　委員長������������一國伸之　千葉大学工学部 ��������������������   
　　副委員長       澤　　博    物質構造科学研究所
       委　員������������東　善郎　物質構造科学研究所�����������������������������������上田和浩　 ㈱日立製作所日立研究所
��������������������������������小野寛太    物質構造科学研究所                               川崎政人    物質構造科学研究所
   富田憲一　物質構造科学研究所                                中島伸夫����広島大学大学院理学研究科
������������������������ �長嶋泰之    東京理科大学理学部　　　　                 永田宏次    東京大学大学院農学生命科学研究科
������������������������中辻　寛�����東京大学物性研�������������������������������������������原　一広    九州大学大学院工学研究院
������������������������宮内洋司�����物質構造科学研究所　　　　　　　　���綿岡　勲����信州大学繊維学部
事務局　　    高橋良美    物質構造科学研究所

編集後記
　編集後記を書いているときに，異分野の研究者から『最
近，放射光研究だと，��������の話は聞くけど，��の話
は聞かないね』と言われてしまった。高エネ研は法人化し
てから，��やプレスリリースで，積極的に情報発信して
いるのに，その情報が伝わっていないようである。
　このことについて少し考えてみた。��やプレスリリー
スは，��に情報を見に来るような『積極的な情報受信者』
への発信である。一方，先の異分野の研究者は，放射光情
報の『受動的情報受信者』である。先の研究者も私の机上
にある ��ニュースは，たまに読んでいるようである。��
ニュースの存在意義，ここにありである。これからも受動
的情報受信者に易しい，アピール力のある紙面作りに，微
力ながら協力していきたい。（�������）

投稿をお待ちしております。詳細は事務局または��ニュー
スホームページをご覧下さい。

【最近の研究から】
��で行われた実験，研究の成果をお寄せ下さい。
【建設・改造ビームラインを使って】
特にビームラインの改良点，他のビームラインとの比較，
要望等を是非お聞かせ下さい。
【ユーザーとスタッフの広場】
��での実験の成果等が認められ受賞された方、海外放射
光施設に滞在，訪問された方，また国際会議等に参加され
た方，どうぞご投稿下さい。
【��懇談会だより】
ユーザーグループのミーティング，活動・運営報告等があ
りましたらお寄せ下さい。

編集委員会から
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KEKアクセスマップ・バス時刻表

①高速バス「ニューつくばね号」（約１時間30分） 

②高速バス「つくば号」（約１時間） 

東

京

駅

 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構 

つ
く
ば
セ
ン
タ
ー 

上

野

駅

 

ひ
た
ち
野
う
し
く
駅 

荒
川
沖
駅 

土

浦

駅

 

至水戸駅 

京都・大阪 

羽 田 空 港  成田国際空港 

⑨ 

 

⑧ 

⑦夜行バス 

空港直通バス 空港直通バス 

JR山手線 ③JR常磐線 

（約１時間） 

④路線バス 

⑥ ⑤ 
路
線
バ
ス 

路
線
バ
ス 

路
線
バ
ス 

タ
ク
シ
ー 

（約30分 
　　5,000円） 

タクシー 
（約20分 3,000円） 

（約20分） 

（
約
　
分
） 
25

（
約
　
分
） 

25

（
約
　
分
） 

23

桜
土
浦 

常磐自動車道 

（約６分） （約４分） （約８分） 

（約９時間） 

（約2時間） （約1時間40分） 
京浜急行（約25分） 

東京モノレール（約22分） 

JR山手線 
（約６分） 

JR山手線（約５分） 

浜 松 町  

品 川 駅  

（約30分） 

（KEK周辺タクシー会社：大曽根タクシー029-864-0301） 

（土浦駅周辺タクシー会社： 
　　　土浦タクシー　029-821-5324） 
 

����
����

①②高速バス （問い合わせ先：関鉄学園サービスセンター 029-852-5666 JRバス東京営業センター 03-3215-1468）

高速バス時刻表［ニューつくばね号］

2002年10月15日改正
所要時間　　約１時間30分
運　　賃　　東京駅←→高エネルギー加速器研究機構（KEK）：1,470円（５枚綴り回数券 6,100円）

東京駅八重洲南口→ＫＥＫ（筑波山行き）

東 京 駅 ＫＥＫ

07：20 08：45

09：10 10：35

11：10 12：35

12：50 14：15

14：50 16：15

16：40 18：05

18：40 20：05

20：20 21：45

ＫＥＫ→東京駅日本橋口行き

ＫＥＫ 上 野 駅 東京駅日本橋口

平日のみ 平　日 休　日

06：02 08：00 08：20 07：50

08：00 09：55 10：15 09：45

10：15 12：10 12：30 12：00

12：15 14：10 14：30 14：00

14：20 16：05 16：25 16：05

16：05 17：50 18：10 17：50

17：40 19：25 19：45 19：25

19：30 21：15 21：35 21：15

※上下便，高速道路後のバス停：谷田部，谷田部営業所，農林団地中央，果樹試験場入口，松代四丁目，自動車研究所，東光台研究団地，

東光台一丁目，国土地理院，土木研究所，大穂支所，高エネルギー加速器研究機構，北部工業団地入口，筑波支所前，常陸北条，筑波山

（確認日：2004. 7. 16）
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高速バス発車時刻表［つくば号］
2004年7月1日改正

運　　賃　　東京駅←→つくばセンター：1250円（５枚綴り回数券5200円）
●ミッドナイトつくば号　東京駅→つくばセンター：2000円（回数券は使用不可）

所要時間　　東京→つくば65分 つくば→上野90分（平日） つくば→東京110分（平日）
つくば→東京80分（日祝日）

東京駅八重洲南口→つくばセンター行
時 平日・土曜 日 祝 日
6 00 30 00 30
7 00 10 20 40 50 00 20 40
8 00 10 20 30 40 00 10 30 40
9 00 10 20 30 40 00 10 30 40
10 00 10 30 40 00 10 30 40
11 00 10 20 30 40 00 10 30 40
12 00 10 30 40 00 10 30 40
13 00 10 30 40 00 10 30 40
14 00 10 30 40 00 10 30 40
15 00 10 30 40 00 10 20 30 40 50
16 00 10 30 40 50 00 10 20 30 40 50
17 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50
18 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50
19 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50
20 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50
21 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50
22 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50
23 00 ●50 00 ●50
24 ●30 ●30

つくばセンター→東京駅日本橋口行
時 平日・土曜 日 祝 日
4 40 40
5 00 20 40 00 20 40
6 00 12 24 36 48 00 15 30 45
7 00 10 20 30 40 50 00 12 24 36 48
8 00 12 24 36 48 00 10 20 30 40 50
9 00 12 24 36 48 00 10 20 30 40 50
10 00 12 24 36 48 00 10 20 30 40 50
11 00 12 24 36 48 00 12 24 36 48
12 00 15 30 45 00 12 24 36 48
13 00 15 30 45 00 12 24 36 48
14 00 12 24 36 48 00 12 24 36 48
15 00 12 24 36 48 00 12 24 36 48
16 00 12 24 36 48 00 12 24 36 48
17 00 10 20 30 40 50 00 12 24 36 48
18 00 10 20 30 40 50 00 15 30 45
19 00 12 24 36 48 00 15 30 45
20 00 12 24 36 48 00 15 30 45
21 00 15 30 50 00 15 30 50
22 10 30 10 30

※上りは，平日のみ上野駅経由
※上下便，つくば市内でのバス停：竹園二丁目，千現一丁目，並木一丁目，並木大橋
※ミッドナイトつくば号の乗車券は当日発売。乗車券発売所：学園サービスセンター（8:30～19:00） 東京営業センター（東京駅乗車場側／6:00～発車まで）

新宿営業センター（新宿駅新南口JRバス新宿営業センター内／6:00～23:00）

JR常磐線上り
土浦発 上野着 種別 土浦発 上野着 種別 土浦発 上野着 種別
5:20
5:45
6:06
6:09
6:24
6:31
6:41
6:45
6:50
6:58
7:02
7:03
7:08
7:12
7:15
7:20
7:24
7:29
7:34
7:35
7:45
7:45
7:59
8:04
8:19
8:26
8:34
8:52
9:09
9:12
9:28
9:35
9:38

9:44
9:58
10:10
10:21
10:28
10:36
10:47
11:07
11:21
11:27
11:37
11:48
11:54
12:07
12:16
12:21
12:33
12:48
13:07
13:21
13:26
13:35
13:49
14:07
14:21
14:26
14:48
15:07
15:21
15:24
15:35
15:48
15:53

16:15
16:21
16:37
16:47
17:03
17:15
17:22
17:31
17:47
18:07
18:15
18:21
18:32
18:47
19:09
19:21
19:24
19:33
19:46
20:07
20:21
20:23
20:36
20:56
21:15
21:21
21:41
21:55
21:57
22:11
22:21
22:36

③JR常磐線

◇　土・休日運休　　◆　土・休日運転
特　特急　快　通勤快速（荒川沖駅，ひたち野うしく駅には止まりません。）
（土浦駅23:25発の「我孫子行き」を利用すると，取手駅または我孫子駅乗り換えで上野駅に24:36到着。）

6:28
6:54
7:06
7:20
7:41
7:28
7:59
7:57
7:52
8:11
8:04
8:18
8:17
8:23
8:22
8:33
8:36
8:40
8:43
8:53
8:46
8:52
8:55
9:17
9:10
9:40
9:25
10:07
9:59
10:20
10:40
10:50
10:50

特

特
◇
◆
◇快
◇
◇快
◆
◇
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◇快
◆
特

特

特

特

◆
◇

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

10:28
11:08
11:24
11:04
11:41
11:50
12:08
12:22
12:04
12:40
12:53
13:09
12:34
13:25
13:31
13:04
13:49
14:09
14:22
14:04
14:42
14:50
15:01
15:21
15:04
15:40
16:01
16:20
16:05
16:33
16:53
17:02
16:35

17:27
17:04
17:52
18:01
18:19
18:28
18:04
18:42
19:02
19:20
19:29
19:04
19:48
20:02
20:22
20:04
20:32
20:46
21:01
21:23
21:05
21:30
21:47
22:10
22:26
22:04
22:51
22:34
23:04
23:23
23:06
23:42

JR常磐線下り
上野発 土浦着 種別 上野発 土浦着 種別 上野発 土浦着 種別
5:10
6:03
6:30
6:46
7:00
7:02
7:30
7:35
7:49
8:00
8:07
8:12
8:14
8:20
8:30
8:32
8:36
8:42
8:45
8:48
9:02
9:10
9:13
9:25
9:30
9:49
10:03
10:16
10:30
10:33
10:50
11:03

11:16
11:30
11:33
11:50
12:03
12:16
12:30
12:33
12:50
13:03
13:16
13:30
13:33
13:50
14:03
14:16
14:30
14:33
14:50
15:03
15:16
15:30
15:33
15:50
16:16
16:30
16:38
16:50
17:11
17:30
17:33
17:48

18:10
18:20
18:30
18:37
18:48
19:03
19:09
19:20
19:30
19:38
19:50
20:00
20:03
20:13
20:30
20:40
20:51
21:03
21:16
21:30
21:38
21:55
22:00
22:17
22:30
22:45
23:00
23:12
23:42

6:14
7:13
7:36
7:57
7:40
8:09
8:17
8:42
9:00
8:50
9:14
9:27
9:27
9:36
9:21
9:40
9:41
9:56
9:56
10:04
10:10
10:23
10:25
10:44
10:16
11:02
11:19
11:28
11:13
11:46
12:01
12:19

特

特

特
◇
◆
◇
◇
特
◆
◇
◇
◆
◇
◇
◆
◇

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

快

特

特

特

特

特

特

特

12:28
12:12
12:50
13:01
13:20
13:28
13:14
13:47
14:01
14:19
14:29
14:14
14:50
15:01
15:09
15:28
15:15
15:47
16:02
16:18
16:28
16:13
16:45
17:02
17:28
17:13
17:49
18:01
18:23
18:13
18:45
19:01

19:23
19:33
19:16
19:49
20:08
19:59
20:22
20:33
20:15
20:52
21:01
20:42
21:10
21:28
21:16
21:52
22:02
22:10
22:27
22:16
22:42
23:13
22:52
23:32
23:19
23:59
23:51
0:19
0:48

（土浦駅発着）（問い合わせ先：土浦駅 029-822-9822）（2004年3月13日改定）

所要時間　土浦駅－上野駅　（普）約70～80分〔1,110円〕 （快）約60分 （特）約50分〔1,110円＋950円（特急料金）〕
〔運　賃〕 土浦駅ー荒川沖駅　約６分〔190円〕 土浦駅ーひたち野うしく駅　約10分〔190円〕
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18系統：土浦駅東口～つくばセンター～KEK～筑波テクノパーク大穂　　C8A系統：つくばセンター～KEK～筑波テクノパーク大穂
61系統：つくばセンター～KEK～筑波駅　　71系統：つくばセンター～（西大通り）～KEK～下妻駅（筑波大学は経由しません）

④つくばセンター←→KEK間
所要時間　約20分　　運賃　430円（KEK－土浦駅間の料金は760円） つくばセンター乗り場１番

2004年7月16日改正

18 06:57 07:14 07:32
18 ×07:50 ×08:07 ×08:25
61 08:30 08:46
71 08:40 08:53
C8 08:50 09:05
71 09:20 09:33
C8A ×09:30 ×09:46
61 10:15 10:31
71 10:50 11:03
C8 ×10:55 ×11:10
71 12:00 12:13
61 12:00 12:16
18 12:10 12:27 12:45
61 ○13:20 ○13:36
61 ×13:25 ×13:41
71 14:00 14:13
61 ○14:20 ○14:36

61 07:39 08:00
71 07:43 08:05
C8 08:08 08:26
71 08:38 09:00
C8 ×09:05 ×09:24
18 09:40 10:00 10:22
61 09:49 10:10
71 10:18 10:40
C8 ×10:30 ×10:49
71 11:31 11:50
61 11:34 11:55
18 ×11:40 ×12:00 ×12:22
61 ○12:39 ○13:00
61 ×12:54 ×13:15
C8 13:25 13:44
71 13:28 13:50
61 ○13:49 ○14:10

61 ×13:54 ×14:15
71 14:28 14:50
C8 ×15:20 ×15:39
61 15:34 15:55
71 15:43 16:05
C8 16:10 16:29
61 ×16:29 ×16:50
61 ○16:44 ○17:05
71 17:08 17:30
61 ○17:29 ○17:50
C8 17:40 17:59
61 ×17:59 ×18:20
C8 ×18:10 ×18:29
18 19:00 19:20 19:42
71 19:08 19:30
C8 ×19:30 ×19:49
18 ×20:50 ×21:10 ×21:32

61 ×14:25 ×14:41
18 ×14:10 ×14:27 ×14:45
C8 15:15 15:30
71 15:20 15:33
61 16:05 16:21
71 16:40 16:53
C8 16:40 16:55
61 ×17:00 ×17:16
C8 ×17:20 ×17:35
61 ○17:20 ○17:36
71 17:45 17:58
C8 18:10 18:25
61 ○18:10 ○18:26
61 ×18:30 ×18:46
C8 ×18:40 ×18:55
71 19:40 19:53
C8 ×20:00 ×20:15

平　　　　　　日
ひたち野うしく駅発 つくばセンター発

土 曜 ・ 日 祝 日
ひたち野うしく駅発 つくばセンター発

⑥ひたち野うしく駅←→つくばセンター

06：55
` 07：07
07：29
07：52

` 08：15
08：40
08：54
09：10

` 09：20
09：37
09：58

` 10：20
10：34
10：56

` 11：24
11：44

12：02
` 12：23
12：51
13：10

` 13：23
13：43
14：03

` 14：25
14：44
15：05

` 15：24
15：43
16：02

` 16：28
16：44
16：57

` 17：12
17：29
17：44
17：56

` 18：20
18：35
18：50
19：02

` 19：17
19：33
19：50
20：10

` 20：29
20：50
21：05

` 21：25

06：20
` 06：35
06：53
07：12

` 07：40
08：01
08：17
08：28

` 08：45
08：59
09：22

` 09：48
10：02
10：23

` 10：48
11：05

11：28
` 12：00
12：21
12：40

` 12：49
13：12
13：30

` 13：48
14：05
14：31

` 14：48
15：12
15：31

` 15：52
16：10
16：24

` 16：43
16：57
17：07
17：19

` 17：45
17：56
18：17
18：24

` 18：48
18：59
19：20
19：40

` 19：47
20：13
20：30

` 20：57

07：35
` 07：51
08：17
08：40

` 08：55
09：26

` 09：53
10：13
10：35

` 11：01
11：23
11：44
12：09

` 12：30

13：03
` 13：28
14：02
14：25

` 14：44
15：05
15：24
15：57

` 16：23
16：44
17：06
17：24

` 17：45
18：03

18：20
18：36

` 19：01
19：29
19：47

` 20：02
20：21

06：57
` 07：20
07：42
08：03

` 08：23
08：54

` 09：20
09：39
10：06

` 10：24
10：48
11：09
11：33

` 11：59

12：33
` 13：00
13：33
13：49

` 14：09
14：32
14：57
15：23

` 15：52
16：10
16：36
16：49

` 17：12
17：30

17：45
18：05

` 18：32
18：55
19：10

` 19：30
19：46

所要時間　約23分　　　運　賃　500円 （発時刻のみ）

（2003年7月16日改正）

` 印…JRバス関東
○印…土曜・日祝日および

8/14・15・12/30・31運休
建築研究所行

（凡例）

ひたち野うしく駅←→つくばセンター（直行バス）
ひたち野うしく駅発 つくばセンター着　　つくばセンター発 ひたち野うしく駅着

○07：40 08：00 ○17：28 17：48
○07：55 08：15 ○17：58 18：18

〈④の時刻表にも土浦駅←→つくばセンター間の（18系統）が掲載されていますので，ご参照下さい。〉

土 浦 駅 発 つ く ば セ ン タ ー 発

⑤土浦駅←→つくばセンター

○05：30
○05：45
06：00
06：10
06：20
06：30
○06：40
06：50
07：00
○07：05
07：20
○07：30二
07：40
○07：55
◎08：00
○08：10
◎08：15

06：24
07：04
07：24
○07：34
07：35
◎07：54
○07：59
08：14
08：34
08：54
09：09
◎09：19特
09：24
09：39
09：54
10：09
10：24

10：39
10：54
11：09
11：19特
11：24
11：39
11：54
12：09
12：19特
12：24
12：39
12：54
13：09
13：19特
13：24
13：39
○13：45

13：54
14：09
14：19特
14：24
○14：30二
14：39
14：54
◎15：06
○15：09
15：19特
15：24
15：39
15：54
16：09
16：19特
16：24
16：39

16：54
17：09
17：19特
17：24
17：39
17：54
18：09
18：19特
18：29
18：49
◎19：04
○19：09
19：19
19：29
19：49
20：04
○20：20

20：24
20：39
21：09
21：39
○22：00
22：09
○22：39

○08：20
08：30
08：45
09：00
09：15
09：20特
09：30
09：45
10：00
10：15
10：20特
10：30
10：45
11：00
11：15
11：20特
11：30

11：45
12：00
12：15
12：20特
12：30
◎12：35二
12：45
13：00
13：15
13：20特
13：30
○13：30二
13：45
14：00
14：15
14：20特
14：30

14：45
15：00
15：15
15：20特
15：30
15：45
16：00
16：15
16：20特
○16：20二
16：30
16：45
17：00
17：15
17：20特
○17：25
◎17：30

17：45
18：00
18：15
18：20特
18：30
18：50
◎19：05
○19：10
19：30
19：47
20：15
20：40
21：15
21：45
22：15
○22：40

所要時間　約25分（特急バス　土浦→つくばセンター約15分　つくばセンター→土浦約20分）
運　賃　　510円　　つくばセンター乗り場３番

（2003年3月16日改正）

系統 土浦駅 つくば ＫＥＫ東　口 センター 系統 土浦駅 つくば ＫＥＫ東　口 センター 系統 ＫＥＫ つくば 土浦駅
センター 東　口 系統 ＫＥＫ つくば 土浦駅

センター 東　口

○ × 

無印 平日・土・祝日ともに運行
○　土・日祝日運休
◎　土・日祝日運行

土・日祝日・休校日運休
二　土浦二高経由
特　特急バス
（土浦-吾妻-つくばセ
ンターのみ停車）

○ × 

（凡例）

（×は土曜・休日運休、○は土曜・休日運転）
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よかっぺ関西号〔水戸・つくば←→京都・大阪〕

運行時刻表 2001年12月19日改定

水戸・つくば→京都・大阪 大阪・京都→つくば・水戸
土浦駅東口 22：24 あべの橋駅（JR天王寺駅） 21：30
つくばセンター 22：48 上本町駅バスセンター 21：47
並木大橋 22：55 近鉄なんば駅西口（OCATビル） 22：02
京都駅八条口（近鉄改札前） 6 ：05 京都駅八条口（近鉄改札前） 23：04
近鉄なんば駅西口（OCATビル） 7 ：04 並木大橋 6 ：14
あべの橋駅（JR天王寺駅） 7 ：25 つくばセンター 6 ：21
ユニバーサルスタジオジャパン 7 ：55 土浦駅東口 6 ：43

料金表（大人）
区　　　　　　　　間 片道運賃 往復運賃

土浦駅東口・つくばセンター・並木大橋←→京都駅八条口 8,900円 16,020円
土浦駅東口・つくばセンター・並木大橋←→近鉄なんば駅西口以降 9,700円 17,460円

乗 車 券
・予約制。１ヶ月前より予約受付。乗車券は３日前までに購入。
・予約・問い合わせ先：関鉄学園サービスセンター 029－852－5666 予約受付時間（毎日９:00～17:00）

近鉄バス 06－6772－1631 予約受付時間（毎日９:00～19:00）
http://www.kintetsu-bus.co.jp/

インターネット予約
http://www.j-bus.co.jp/

・水戸・土浦間の時刻，小人料金，詳しい搭乗場所については上記問い合わせ先へ。

⑦夜行バス

羽田空港←→つくばセンター

所要時間：約2時間（但し，渋滞すると３時間以上かかることもあります。）
1999年6月1日開業

運　　賃：1,800円

⑧⑨空港直通バス

※　平日日祝日とも上記時刻表
※　羽田空港乗り場：１階到着ロビーバス乗り場12番
※　上下便，つくば市内でのバス停：竹園二丁目，千現一丁目，並木一丁目，並木大橋
※　問い合わせ：029－836－1145（関東鉄道）／03－3790－2631（京浜急行）

成田空港←→つくばセンター（土浦駅東口行）
（AIRPORT LINER  NATT′S）

1999年12月16日改正
所要時間：約1時間40分　　　運　　賃：2,540円
乗車券購入方法：
成田空港行：予約制。１カ月前から予約受付。乗車券は３日前までに購入。

予約センター電話：029－852－5666（月～土：８：30～19：00 日祝日９：00～19：00）
つくばセンター方面土浦駅東口行：成田空港１Ｆ京成カウンターにて当日販売

※　平日日祝日とも上記時刻表
※　上下便の全バス停：土浦駅東口，つくばセンター，ひたち野うしく駅，新利根町，成田空港

５：30
６：20
７：00
８：00
９：30
11：40

13：00
14：00
15：00
16：00
16：40
17：40

７：10
８：20
９：00
10：00
11：30
13：40

14：40
15：40
16：40
17：40
18：20
19：10

８：40
９：30
10：35
11：35
13：00
14：20

15：20
16：30
17：55
19：20
20：20
21：20

10：30
11：20
12：25
13：25
14：50
16：10

17：10
18：20
19：45
20：50
21：40
22：40

つくばセンター発 羽田空港着 羽田空港発 つくばセンター着

６：20
７：20
８：50
10：20
11：55

13：25
14：35
15：50
17：35

８：00
９：00
10：30
12：00
13：35

15：05
16：15
17：30
19：15

７：20
９：05
10：35
12：50
14：35

16：15
17：20
18：40
20：00

９：00
10：45
12：15
14：30
16：15

17：55
19：00
20：20
21：40

つくばセンター発 成田空港着 成田空港発 つくばセンター着



－ 62－

PHOTON FACTORY NEWS Vol. 22 No.2 AUG.

洞峰公園 

修文学院 

学園平
塚線 

東
大
通
り
 

筑波
大学
病院
 

西
大
通
り
 トヨ

タ 

レン
タリ
ース
 

北大
通り
 

コス
モ石
油 

つく
ばセ
ンタ
ー 

デニ
ーズ
 

中央
通り
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通り
 

南大
通り
 

焼鳥
屋 

肉のハナマサ 

アーバンホテル 
(http://www.urbanhotel.co.jp/uhotel.html) 
TEL（029）877-0001  6,825円～ 
（6/1新館オープン　38部屋〈うち12部屋は喫煙可〉 
　7,875円～） 
 
にいはり旅館 
TEL（029）864-2225  3,885円～ 
 
トレモントホテル 
TEL（029）851-8711  7,854円～ 
  
筑波研修センター 
TEL（029）851-5152  3,600円～ 
 
オークラフロンティアホテルつくば 
(http://www.okura-tsukuba.co.jp/index2.html) 
TEL（029）852-1112  10,972円～ 
 
ルートつくば 
TEL（029）860-2111  6,825円～（朝食付） 
 
オークラフロンティアホテル 
つくばエポカル 
(http://www.okura-tsukuba.co.jp/index2.html) 
TEL（029）860-7700  10,972円～ 
 
ホテルニューたかはし竹園店 
TEL（029）851-2255  5,775円～ 
 
ホテルデイリーイン 
(http://www.yama-nami.co.jp/)インターネット予約5％引き 
TEL（029）851-0003  6,090円 
 
ビジネスホテル山久   5,000円～（2食付・1室2人） 
TEL（029）852-3939  6,000円～（2食付・1室1人） 

 

ビジネスホテル松島（新館）6,500円～ 
TEL（029）856-1191　　　6,800円（3人～） 
　　　　　　　　　　　（風呂・2食付） 
　　　　　　　　 （本館）6,000円～ 
 
 
ホテルグランド東雲（新館）7,350円～ 
TEL（029）856-2212（本館）6,300円～ 
 
つくばスカイホテル 
(http://www.yama-nami.co.jp/)インターネット予約5％引き 
TEL（029）851-0008  6,300円～ 
 
学園桜井ホテル 
(http://www.gakuen-hotel.co.jp/)　 
TEL（029）851-3011  6,878円～ 
 
ビジネス旅館二の宮 
TEL（029）852-5811  5,000円～ 
　　　　（二人部屋のみ　2食付） 
 
ペンション学園 
TEL（029）852-8603  4,700円～（税込） 
 　　　　　　　　　21,000円（7日以内） 
 
ホテルスワ 
TEL（029）836-4011  6,825円～ 
 　　　　　　　　　 6,090円（会員） 

～ ～ 

～ ～ 
～
 
～
 

5.4㎞ 

6.3㎞ 

7.4㎞ 

9.0㎞ 

8.4㎞ 

13㎞ 

1.9㎞ 

０㎞ 

R
t.408

① 
 
 
 
 
 
② 
 
 
③ 
 
 
④ 
 
 
⑤ 
 
 
 
⑥ 
 
 
⑦ 
 
 
 
 
⑧ 
 
 
⑨ 
 
 
 
⑩ 

⑪ 
 
 
 
 
 
⑫ 
 
 
⑬ 
 
 
 
⑭ 
 
 
 
⑮ 
 
 
 
⑯ 
 
 
 
⑰ 
 
 
 
 

① ② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ ⑧ 

⑨ 

⑩ 
⑪ 
⑫ 

⑬ 
⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑰ 

KEK周辺生活マップ参照 

筑波建築試験センター 

 6,300円（3人～）（2食付） 
 

レストラン街 

ＫＥ
Ｋ 

ＫＥ
Ｋ 

和 

和 

つくば市内宿泊施設 （確認日：2004. 7. 12）※料金は全て税込。
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大久保歯科 

市原病院 

てらしま（ダイソー） 

メヒコ 

休 

休 

休 

休 

休 

休 

休 

休 

休 
休 

休 

休 

休 

休 

休 

〒 

〜
〜 

〜
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いちむら食堂 

麺八 

マクドナルド 

ファミリーマート 

まぐろ一番 ホーマック 

ケーズ電気 

堀川クリニック 

パリーミキ 

叶家（ケーキ） 

サンキ（衣料雑貨） 

根本歯科 

竹前 

サンクス 

元気寿司 

カスミ 

サロン飯塚 

常陽銀行 
庄司サイクル 

◎ 
◎ 

大穂庁舎 

コンビニエンスストア 

レストラン 

病院・クリニック 

ガソリンスタンド 

 

０㎞ 

1.2㎞ 

1.4㎞ 

1.7㎞ 

1.9㎞ 

1.9㎞ 

2.4㎞ 

1.5㎞ 

セーブオン 

大穂郵便局 
三徳 

大曽根駐在所 

コナカ 

マツモトキヨシ 

オー・ド・ヴィ 

カフェシャンドゥフルール 

そば坊 

満月寿司 

中華料理万里 

エッソ 

9:00-12:00/15:00-19:00
水・日 

8:00-11:00/13:30-16:45
日・祝祭日 

11:00-14:20/17:00-21:00

11:00-14:00/16:00-21:00
月 

11:30-21:30

11:30-14:30/ 
17:30-24:00

9:00-12:00/15:00-18:00
水・日午後 

10:00-20:00

10:00-20:00
第３火曜 

10:00-20:00

11:30-14:30/17:30-22:30
日 

木・日 
9:30-19:30

11:00-14:00/ 
  17:00-21:30

10:00-24:00

17:00-21:30

10:00-21:00

9:00-22:00

10:00-20:00

11:00-21:30

11:00-15:00/17:00-21:00

11:30-21:00

11:00-14:00/ 
  17:00-21:00

10:00-20:00

8:00-22:00

日・祝日 

9:00-12:30/15:00-18:30
木・日 

日 

11:30-14:00/ 
　17:00-23:00

11:00-2:00

第４日曜 

（時間は営業時間を示していますので 
　飲食店についてはご注意下さい。） 

高エネルギー加速器研究機構 

西大
通り
 

東
大
通
り 

洋 和 中  

洋  

洋  

洋  

洋  

洋  

洋  

和  

和  

和  

和  

和  

和  

和  

和  

洋  

和  

和  

和  
和  

和  

中  

24時間 

スーパーマーケット 

セブンイレブン 
24時間 

24時間 

小の村 

（土・日祝は15:30まで） 
水 

ドラッグストアー 

茨城県信用組合 
11:00-2:00am

クアドリ 
フォリオ 

サイゼリヤ 

水戸信用金庫 

11:30-14:00/

ホームセンター 

7:00-9:00/

紳士服 

864-0051

864-0303

864-0188

 

9:30-20:00
864-7501

879-0888

877-1020

100円ショップサンヨー 
10:00-22:00

864-7787

864-2421

11:00-15:00/ 
17:30-22:30 
 

炭火焼肉牛角 
17:00-24:00

セラビ（喫茶） 

自動車修理 
ヤマト車検 
8:30-19:00 
0120-655-408

大穂皮膚科クリニック 
864-1712 
　 木・日祝 
9:00-12:00/15:00-18:00

C

C

C

C

C

つくば市内のレストランについては， 
つくばPiazza（http://www.tsukuba.com） 
等でご覧いただけます。 

ビックメガネ 

雑貨ドラックストア 
カワチ 

（土日祝）7:00-22:00

茶寮 
kagetsu 
877-4717

ラーメン 
壱番亭 

惣菜 
よしむら 

牛丼すき家 
　24時間 

そば慶 
864-23211

コッコリーノ 
17:00-22:00

休 

そば処椿野 
　11:30-14:15 
　17:30-20:15 
　　 木 
　　864-8985

ラ・シャロント 
月 
864-8778

日・第１月 
864-4555

うどん・そば 
すぎのや 

ウェンディーズ 

11:00-25:30 
877-0405

8:00-25:00

丼どん亭 
11:00～22:00 
　 第1・3水 
 879-0378

KEK周辺生活マップ

放射光科学研究施設研究棟，実験準備棟より正面入口までは約800ｍ

（確認日：2004. 7. 16）
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ふれあい公園 
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至上野 

至東北道 
矢板IC

（佐野・藤岡IC 
　館林IC、加須IC） 

至東北道  

セブンイレブン 
至常磐道千代田石岡IC

筑波山 
方面 

上横場 

ガスト 

東光台入口 

筑波大学 

マクドナルド 

筑波大附属病院 

進行方向 

KEK周辺広域マップ 

つくば牛久IC
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KEK内福利厚生施設

●図書室（研究本館1階　内線3029）
開室時間：月～金　9:00～17:00
閉 室 日：土，日，祝，12/28～1/4，蔵書点検日
機構発行のIDカードがあれば開室時間以外でも入館
可能。詳しくは下記URLをご覧下さい。
（http://www-lib.kek.jp/riyou/index.html）

●保健室（医務室）（内線 5600）
勤務時間中に発生した傷病に対して，応急処置を行
うことができます。健康相談も行っていますので，
希望者は事前に保健室へ申し込んでください。
場　　所　管理棟１階
開室時間　８:30～17:15（月曜日～金曜日）

●食　堂「カフェテリア」（内線 2986）
営　業　月曜日～金曜日

ただし祝日及び年末年始は休業
朝食　８:10～９:30
昼食　11:30～13:30
夕食　17:00～19:00

●レストラン「くらんべりぃ」（内線 2987）
場　所　職員会館１階
営　業　月曜日～金曜日

ただし祝日及び年末年始は休業
朝食　 8:00～ 9:30（オーダーストップ 9:15）
昼食　11:30～13:30（オーダーストップ 13:15）
夕食　17:00～20:30（オーダーストップ 20:00）
昼の弁当配達サービス
月曜日～金曜日及び営業している土曜日
(注文は当日午前９時30分まで。メニューは450

円，500円，600円の三種で日替わり。)

＊＊土曜日の食事＊＊
上記の食堂とレストランが隔週交替で営業して
います。朝食 8:00～ 9:30（オーダーストップ 9:15）

昼食11:30～13:30（オーダーストップ13:15）

●軽食コーナー（Do Do Cafe）（内線2195）
30席程度でサンドイッチ等の軽食をメインにしてい
ます。17時以降はアルコール飲料も用意。
場　所　国際交流センター
営　業　月～金　8:00～20:00

ただし祝日及び年末年始は休業
・モーニングタイム 8:00～11:00
・ランチタイム 11:00～14:00
・ナイトタイム 17:00～20:00

●理容室（内線3638）
理容室の利用は予約制になっています。理容室に予
約簿が置いてありますので，利用する時間，氏名，
所属及び内線電話番号を記入して申し込んでくださ
い。なお，電話による予約も可能です。
場　所　　職員会館１階
営　業　　月～金　9:00～17:00

第二，第四土曜日 9:00～17:00
ただし祝日及び年末年始は休業

予約受付　9:00～16:30
料　金　　カット　2,200円

●売　店（内線3907）
日用品，雑貨，弁当，牛乳，パン，菓子類，タバコ，
切手等を販売しています。また，クリーニングや
DPE，宅配便の取次ぎも行っています。
場　所　職員会館１階
営　業　月～金　9:00～19:00

ただし祝日及び年末年始は休業

●書　店（内線2988）
書籍・雑誌。
場　所　国際交流センター
営　業　月～金　10:00～17:00

ただし祝日及び年末年始は休業

●自転車貸出方法（受付［監視員室］内線3800）
自転車の貸出方法が下記の通り変更になっています
ので，ご注意下さい。
・貸出は実験ホール入口の監視員室で行う。
・貸出は一往復を単位とし，最長半日とする。
・使用後は所定の自転車スタンドへ戻し，鍵は監視
員室へ速やかに戻す。

●常陽銀行A T M（食堂入口脇）
取扱時間：9:00～18:00（平日）

9:00～17:00（土）
日・祝日の取扱いはありません。常陽銀行以外の金
融機関もカードのみの残高照会，引出しが可能です。

●郵便ポスト（計算機棟正面玄関前）
収集時間：9:30（平日・休日とも）

●ドミトリー，ユーザーズオフィスについては，KEKホ
ームページ「施設案内」（http://www.kek.jp/intra-

j/map/annai/uoffice.html）をご覧下さい。

ユーザーの方は，これらの施設を原則として，機構の職員と同様に利用することができます。各施設の場所は

後出の「高エネルギー加速器研究機構平面図」をご参照下さい。
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ビームライン担当一覧表（2004. 8. 1）

ビームライン 光源 BL担当者
ステーション 形態 ステーション/実験装置名 担当者 担当者（所外）

（●共同利用，○建設/立ち上げ中，☆所外，★協力BL）
BL-1 ＢＭ 小野
BL-1A ○ 結晶分光型六軸回折・極限条件下ワイセンベルグカメラ 澤
BL-1B ● 極限条件下粉末X線回折装置 澤
BL-1C ● VUV不等間隔平面回折格子分光器 小野
BL-2 Ｕ 北島
BL-2A ● 軟X線２結晶分光ステーション 北島
BL-2C ● 軟Ｘ線不等間隔平面回折格子分光器 柳下
BL-3 ＢＭ 東
BL-3A ● 収束単色Ｘ線回折/散乱実験ステーション 田中
BL-3B ● VUV 24m球面回折格子分光器（S G M） 東
BL-3C1 ● 白色X線ステーション 河田
BL-3C2 ● X線光学素子評価ステーション 安藤
BL-3C3 ● X線磁気回折装置 河田
BL-4 ＢＭ 澤
BL-4A ● 蛍光Ｘ線分析/マイクロビーム分析 飯田
BL-4B1 ● 極微小結晶・微小領域回折装置 大隅
BL-4B2 ●★ 多連装粉末X線回折装置 田中 井田（名工大）
BL-4C ● 結晶分光型六軸回折計 若林
BL-5 ＭＰＷ 松垣
BL-5 ● タンパク質結晶構造解析ステーション 松垣
BL-6 ＢＭ 五十嵐
BL-6A ● タンパク質結晶構造解析ステーション 五十嵐
BL-6B ● タンパク質結晶構造解析ステーション 平木 坂部（SBSP）
BL-6C ○ タンパク質結晶構造解析ステーション 川崎 坂部（SBSP）
BL-7 ＢＭ 伊藤（雨宮：東大 029-864-3584）
BL-7A ☆● 軟X線不等間隔平面回折格子分光器 伊藤 雨宮（東大）

（東大・スペクトル）
BL-7B ☆● 瀬谷波岡分光器 伊藤 雨宮（東大）

（東大・スペクトル）
BL-7C ● XAFS/異常散乱/汎用X線ステーション 岩住
BL-8（日立） ＢＭ 間瀬（尾形：日立 029-864-3629）
BL-8A ☆● 軟X線平面回折格子分光器（SX700） 間瀬 尾形（日立）
BL-8B ☆● 広帯域XAFSステーション 間瀬 尾形（日立）
BL-8C2 ☆● 白色X線ステーション 間瀬 尾形（日立）
BL-9 ＢＭ 野村
BL-9A ● XAFS実験ステーション 野村
BL-9C ● 六軸回折計/小角散乱/XAFSステーション 野村
BL-10 ＢＭ 小林（克）
BL-10A ● 垂直型四軸X線回折装置 田中
BL-10B ● XAFS実験ステーション 宇佐美
BL-10C ●★ 溶液用小角散乱実験ステーション 小林（克） 野島（東工大）
BL-11 ＢＭ 北島
BL-11A ● 軟X線不等間隔回折格子分光器 北島
BL-11B ● 軟X線２結晶分光ステーション 北島
BL-11C ● 固体用瀬谷波岡分光器（SSN） 小野
BL-11D ● 軟X線可変偏角分光器 小野
BL-12 ＢＭ 伊藤
BL-12A ● 軟Ｘ線2m斜入射分光器（GIM） 柳下
BL-12B ● 高分解能極紫外垂直分散分光器（6VOPE） 伊藤
BL-12C ● XAFS実験ステーション 野村
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BL-13 ＭＰＷ／Ｕ 間瀬
BL-13A ● レーザー加熱超高圧実験ステーション 亀卦川
BL-13B1 ● XAFS測定装置 亀卦川
BL-13B2 ● 白色・単色Ｘ線ステーション 亀卦川
BL-13C ●★ 軟X線50m-CGM分光器 間瀬 島田（産総研）
BL-14 ＶＷ 岸本
BL-14A ● 単結晶構造解析・検出器開発ステーション 岸本
BL-14B ● 精密X線回折実験ステーション 平野
BL-14C1 ● 白色・単色X線ステーション 兵藤
BL-14C2 ● 高温・高圧実験ステーション 亀卦川
BL-15 ＢＭ 平野
BL-15A ●★ X線小角散乱ステーション 加藤 若林（阪大）
BL-15B1 ● 高速Ｘ線トポグラフィ・Ｘ線磁気散乱 杉山
BL-15B2 ● 表面Ｘ線回折実験ステーション 杉山
BL-15C ● 精密X線回折ステーション 平野
BL-16 ＭＰＷ／Ｕ 澤
BL-16A1 ● 白色・単色多目的強力Ｘ線実験ステーション 若林
BL-16A2 ● 結晶分光型六軸回折計 若林
BL-16B ● VUV高分解能球面回折格子分光器(H-SGM) 足立（純）
BL-17（富士通） ＢＭ 飯田（淡路：富士通 029-864-3582）
BL-17A ☆● 単色X線/六軸回折計 飯田 淡路（富士通）
BL-17B ☆● 白色VUVステーション 飯田 淡路（富士通）
BL-17C ☆● 白色・単色X線/表面回折/蛍光Ｘ線 飯田 淡路（富士通）
BL-18 ＢＭ 柳下（木下：東大物性研 029-864-2489）
BL-18A ☆● 表面・界面光電子分光実験ステーション 柳下 木下（東大物性研）
（東大・物性研）
BL-18B ● タンパク質結晶構造解析ステーション 五十嵐
BL-18C ● 超高圧下粉末Ｘ線回折計 亀卦川
BL-19（東大・物性研） Ｕ 柳下（木下：東大物性研 029-864-2489）
BL-19A ☆● スピン偏極光電子分光実験ステーション 柳下 木下（東大物性研）
BL-19B ☆● 分光実験ステーション 柳下 辛　（東大物性研）
BL-20 ＢＭ 伊藤
BL-20A ● ３ｍ直入射型分光器 伊藤
BL-20B（ANBF） ☆● 多目的単色・白色X線回折散乱実験ステーション 大隅 G. Foran(Australia) 029-864-7959

BL-27 ＢＭ 小林（克）
BL-27A ○ 放射性試料用軟Ｘ線実験ステーション 小林（克）
BL-27B ○ 放射性試料用Ｘ線実験ステーション 宇佐美
BL-28 ＥＰＵ 小野
BL-28A ● 可変偏光V UV・SX不等間隔平面回折格子分光器 小野
PF-AR
AR-NE1 ＥＭＰＷ／ＨＵ 河田
AR-NE1A1 ● 磁気コンプトン散乱・高分解能コンプトン 河田

散乱ステーション
AR-NE1A2 ● 臨床応用 兵藤
AR-NE1B ● 軟Ｘ線10m縦分散斜入射分光器 小出
AR-NE3 Ｕ 張
AR-NE3 ● 時間域メスバウアー分光装置 張
AR-NE5 ＢＭ 兵藤
AR-NE5A ● 医学診断用２次元撮像装置 兵藤
AR-NE5C ●★ 高温高圧実験ステーション/MAX80 亀卦川 草場（東北大金研）
AR-NW2 Ｕ 足立（伸）
AR-NW2 ● 時分割XAFS及び時分割Ｘ線回折実験ステーション 足立（伸）
AR-NW12 Ｕ 松垣
AR-NW12 ● タンパク質結晶構造解析ステーション 松垣
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